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・令和6年度 東京同窓会 総会  ・情報産業エルム会 
・北大東京ジンパ2024 ギネス世界記録達成！ 
・北海道大ラグビー部 創部100周年  ・職場奮戦記
・北大寮歌祭  ・追悼「鮫島惇一郎さんを偲んで」
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企業広告

表紙の写真（左から）

2024/08/20 No.65

1段目：塚原宏城さん、菅原隆夫さん、北大寮歌祭（2023年）
2段目：鮫島惇一郎さん、山森健汰さん
3段目：山田尚大さんと上満研吾さん、小林隆英さん、清水全生さん（絵画）、佐々木克さん
4段目：北大ラグビー部OB、福士博司さん、山地浩さん、髙澤共生さんと紺藤伊吹さん

中外製薬株式会社／株式会社トクヤマ／株式会社ぷらう／株式会社ブライダル
株式会社日建設計 北海道オフィス／松尾ジンギスカン／書籍「月氏の末裔」　※順不同

4
7
11
12
18
2０
24
26

30
32
34
38
40
44
46
48
51
52
56
61
62

64

令和6年度 東京同窓会 総会　総務委員会　　
　 会長・副会長・理事・監事／年間スケジュール／評議員／委員会役員
風景との対話「川は私のモチーフ」　清水全生 

新社会人歓迎 「北大東京ジンパ2024」　山田尚大・上満研吾

職場奮戦記　「ワクワクドキドキ、ハラハラの変革物語」　福士博司

　　　　　   「音量上げずに言葉くっきり『ミライスピーカー』とは？」　山地浩

　　　　　　「サステナブルな未来を目指して都市と里山をつなぐ」　塚原宏城 

　　　　　　「僕の〝コーラ〟にまつわる話
　　　　　　〜祖父から受け継いだ漢方で開発したクラフトコーラ〜」　小林隆英 

北海道大学の歴史「北の学び舎から満洲へ」　菅原隆夫

北海道大学ラグビー部「創部１００周年記念行事」　福井直士

エルム談話室　令和5年11月〜令6年3月の活動報告　平田更一
情報産業エルム会 活動の様子　佐々木克

追悼「鮫島惇一郎さんを偲んで 〜鮫島先生との思い出を寄稿〜」　新井田典子さん

北大認定ブランド商品の取り組み　産学・地域協働推進機構 城野理佳子

２０２４年北大祭　山森健汰 

アフリカ一周《開拓使ともお》のBe Funbitious !　髙澤共生・紺藤伊吹

第21回 北大寮歌祭　岩﨑哲也

名刺広告／新入会員・訃報
北海道大学の近況（2023年冬〜2024年春）　北海道大学社会共創部広報課

写真集「北海道大学夢物語」のご紹介　東京同窓会事務局

多摩霊園墓参の誘い／第43回北楡会総会・懇親会開催のご案内
事務局からのお知らせ／4コマ「くらあくとの北大あるある」　髙野葵

北海道の花　「ハゴロモホトトギス」　鮫島惇一郎
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⑹
委
員
会
の
組
織
強
化

①
各
委
員
会
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
を

積
極
的
に
活
用
し
、効
率
的
な
組
織
運

営
、役
割
・
機
能
の
再
整
理
、体
制
強
化

を
図
っ
た
。

②
委
員
⾧
会
議
を
開
催
し
、委
員
会
相

互
の
連
携
強
化
を
進
め
た
。

⑺
校
友
会
エ
ル
ム
の
支
援 

①
東
京
同
窓
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し

て
、各
委
員
会
で
活
動
を
実
施
し
た
。

②
校
友
会
エ
ル
ム
主
催
の
保
護
者
向
け

就
職
相
談
会
を
支
援
し
た
。

③
告
知
協
力
依
頼
へ
の
対
応（
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
配
信
・
Ｈ
Ｐ
掲
載
）

２
０
２
４
年
度
事
業
計
画（
案
）

　
〔
第
２
号
議
案
〕

⑴
会
員
拡
大
並
び
に
組
織
強
化
活
動 

①
組
織
交
流
の
場
と
し
て
下
記
活
動
を

計
画
す
る
。

・第
９
回
北
大
東
京
ジ
ン
パ
を
２
０
２
４

年
５
月
19
日
に
開
催
。ギ
ネ
ス
世
界
記

録
挑
戦
の
企
画
を
実
施 

１
５
０
０
名
で

開
催
予
定
。

・Ｏ
Ｇ
会
：
年
１
回
の
開
催
を
予
定
。

②
新
年
交
礼
会
の
開
催
を
計
画

（
２
０
２
５
年
１
月
17
日
を
予
定
）

③
産
業
別
エ
ル
ム
会
と
の
交
流
促
進

（
情
報
産
業
、食
品
産
業
）を
図
る
。

④
校
友
会
エ
ル
ム
や
他
の
地
区
同
窓
会
、

各
学
部・学
科
東
京
地
区
同
窓
会（
事
務

局
⾧
会
議
）と
の
連
携
強
化
を
進
め
る
。

⑤
ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰（
多
磨
霊
園
墓

参
）を
実
施
す
る（
２
０
２
４
年
10
月
13

５
以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
総
会
の
成
立

要
件
を
満
た
し
て
い
る
旨
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案（
２
０
２
３
年
度
の
事

業
報
告
と
収
支
報
告
、監
査
報
告
）、

第
２
号
議
案（
２
０
２
４
年
度
の
事

業
計
画
と
収
支
計
画
）、第
３
号
議
案

（
２
０
２
４
年
度
の
評
議
員
人
事
と
役

員
・
理
事
・
監
事
人
事
）に
つ
い
て
、そ
れ

ぞ
れ
担
当
す
る
松
浦
総
務
委
員
⾧
、萱

野
聡
財
務
委
員
⾧
、鷲
田
千
臣
監
事
よ

り
順
次
説
明
が
あ
り
、い
ず
れ
も
賛
成

多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
度
の
事
業
報
告
と
、

２
０
２
４
年
度
の
事
業
計
画
と
年
度
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、各
人
事
は
次
の
通
り
で
す
。

　

総
会
の
最
後
に
横
田
会
⾧
よ
り
同
窓

会
活
動
の
縮
小
に
伴
っ
た
収
支
減
少
の

現
状
に
対
し
て
、新
社
会
人
卒
業
生
は

じ
め
同
窓
生
へ
の
東
京
同
窓
会
へ
の
入

会
促
進
の
協
力
、な
ら
び
に
同
窓
会
誌
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
の
企
業
広
告
や
個
人
広
告
へ

の
協
賛
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
事
業
報
告

　
〔
第
１
号
議
案
〕

⑴
会
員
拡
大
並
び
に
組
織
強
化
活
動 

①
実
績
２
５
０
０
名〔
正
会
員
９
２
１

名（
前
年
比
＋
８
名
）、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

会
員
１
５
７
９
名（
前
年
比
＋
16
名
）〕

②『
総
会
』を
２
０
２
３
年
６
月
10
日
に

銀
座
ラ
イ
オ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に

て
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
形
式
に
て
開
催
。寳
金
北
大
総
⾧
、植

　

今
年
度
の
総
会
は
、令
和
６
年
６
月

８
日（
土
）11
時
半
よ
り
、明
治
屋
ホ
ー

ル（
中
央
区
京
橋
）に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。ご
来
賓
と
し
て
、大
学
よ
り
横
田
篤

理
事
・
副
学
⾧
、社
会
共
創
部
の
辻
賢
司

部
⾧
、同
部
広
報
課
卒
業
生
・
基
金
室
の

入
澤
秀
次
室
⾧
補
佐
、校
友
会
エ
ル
ム

よ
り
杉
江
和
男
会
⾧
、北
大
関
西
同
窓

会
よ
り
植
松
高
志
会
⾧
に
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

横
田
浩
・
東
京
同
窓
会
会
⾧
の
挨
拶

で
は
、昨
年
度
は
北
大
ジ
ン
パ
や
新
年
交

礼
会
な
ど
の
活
動
が
従
来
の
よ
う
に
行

わ
れ
た
こ
と
、今
年
５
月
の
北
大
ジ
ン
パ

で
は
延
期
さ
れ
て
い
た
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
冒
頭
、議
⾧
に
横
田
会
⾧
、

副
議
⾧
に
井
上
修
平
副
会
⾧
と
石
川

裕
一
副
会
⾧
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
議

事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。議
事
の
冒

頭
、松
浦
永
治
総
務
委
員
⾧
よ
り
、議
決

権
の
委
任
状
：
２
０
４
名
、議
決
権
行

使
：
賛
成
66
名
、リ
ア
ル
出
席
者
39
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
者
24
名
に
よ
り
、出
席

者
総
数
が
総
会
員
数
９
２
１
名
の
１
／

松
関
西
同
窓
会
⾧
、田
口
中
部
地
区
同

窓
会
⾧
他
関
係
者
に
ご
出
席
頂
い
た
。

③『
北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
３
』を

２
０
２
３
年
５
月
21
日
に
昭
和
記
念
公

園
に
て
４
年
ぶ
り
に
開
催
。

④『
新
年
交
礼
会
』を
２
０
２
４
年
１
月

19
日
に
ア
ゴ
ラ
カ
フ
ェ（
日
本
橋
三
井
タ

ワ
ー
２
Ｆ
）に
て
対
面
形
式
に
て
開
催
。

⑤
情
報
産
業
エ
ル
ム
会
、食
品
産
業
エ
ル

ム
会
と
の
交
流
促
進
。

⑥
各
学
部
・
学
科
東
京
地
区
同
窓
会
と

連
携（
２
０
２
４
年
２
月
15
日
事
務
局

⾧
会
議
を
開
催
）

⑦
他
地
区
同
窓
会
と
連
携（
各
地
区
同

窓
会
総
会
へ
出
席（
横
田
会
⾧
）

⑧『
ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰
』（
10
月
８
日

に
多
磨
霊
園
墓
参
、18
名
参
加
）

⑨
エ
ル
ム
談
話
室
と
囲
碁
ク
ラ
ブ
が
北

大
東
京
オ
フ
ィ
ス
会
議
室
で
再
開
。

⑵
財
政
基
盤
の
強
化 

①
目
標
：「
繰
越
金（
単
年
度
）残
高

３
０
０
万
円
の
維
持
・
確
保
」に
対
し
、

３
３
１
万
円
と
な
っ
た
。

②
目
標
：
「
中
⾧
期
会
計
繰
越
金

３
０
０
万
円
の
維
持
・
確
保
」に
対
し
、

４
９
２
万
円
と
な
っ
た
。

⑶
広
報・会
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充

①
広
報
誌『FRO

N
TIER

』を
８
月
、２

月
に
発
行
し
た
。

②
東
京
同
窓
会
の
会
員
募
集
チ
ラ
シ
作

成（
卒
業
生
向
け
配
布
）に
よ
り
会
員
拡

大
を
図
っ
た
。

（「
北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
４
」も
告
知
）

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
化
を

図
っ
た（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、他
同
窓
会

と
の
リ
ン
ク
等
）

④『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
』の
発
行
を
し
た

（
ネ
ッ
ト
会
員
の
拡
充
） 

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
会
員 

前
年
比
25
名
増
。

⑤
他
地
区
同
窓
会
と
の
連
携
強
化
を
行

っ
た（
関
西
同
窓
会
の
例
会
へ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

参
加
の
紹
介
等
）

⑥
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
組
織
的
運
用
を
拡
大
し
た
。

⑷
募
金・産
学
連
携

①
産
学
連
携
サ
ポ
ー
ト（
同
窓
生
の
会
社

と
大
学
研
究
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
）

②
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援（
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
と
大
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
）

③
同
窓
会
や
外
部
へ
の
寄
付
の
呼
び
か

け
と
北
大
フ
ァ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り

（
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
）

④
北
大
基
金
の
効
率
的
な
運
用
サ
ポ
ー

ト（
運
用
プ
ロ
の
大
学
へ
の
紹
介
）

⑸
総
会・役
員
会
等
の
開
催

①
総
会
１
回（
６
／
10
）、②
評
議
員
会

２
回（
９
／
14
、３
／
14
）、③
理
事
会
４
回

（
９
／
14
、12
／
14
、２
／
15
、３
／
14
）、

④
顧
問
・
学
部
・
学
科
同
窓
会
事
務
局
⾧

会
議
１
回（
２
／
15
）、全
て
対
面
・オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て
開
催
。

令和6年度

東京同窓会 総会 
■日時：2024年6月8日（土）11:30～ 
■場所：明治屋ホール（中央区京橋）
             〔対面＋Teams（オンライン）ハイブリット開催〕 

日
を
予
定
）

⑥
エ
ル
ム
談
話
室
な
ど
の
勉
強
会
、囲
碁

ク
ラ
ブ
な
ど
趣
味
の
集
ま
り
の
充
実
を

図
る
。

⑵
財
政
基
盤
の
強
化

①
目
標
：
今
年
度
に
限
り
、繰
越
金（
単

年
度
）残
高
１
５
０
万
円
の
維
持
・
確
保

と
す
る（
例
年
残
高
目
標
３
０
０
万
円
）。

②
目
標
：
中
⾧
期
会
計
繰
越
金

３
０
０
万
円
の
維
持
・
確
保
。

⑶
広
報・会
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充

①
広
報
誌『FRO

N
TIER

』を
８
月
、２

月
に
発
行
す
る
。

②「
北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
５
」チ
ラ

シ
の
会
員
配
布
、な
ら
び
に
卒
業
生
向
け

に
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、会
員

拡
大
を
図
る
。

③
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
内
容
の
充
実
化
を
図
る（
大

学
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、他
同
窓
会
等
組
織
と
の
コ
ン

テ
ン
ツ
連
携
、デ
ザ
イ
ン
改
修
等
）

④
定
期
的
に『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
』の
発

行
を
す
る（
エ
ル
ム
会
Ｄ
Ｂ
活
用
に
よ
る

新
卒
等
ネ
ッ
ト
会
員
の
拡
充
）

⑤
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と

の
連
動
を
拡
充
す
る
。

⑥
卒
業
生
電
子
名
簿
・
卒
業
生
連
携
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
加

入
促
進
等
を
行
う
。

⑷
募
金・産
学
連
携

①
２
０
２
６
年
の
北
大
創
基
１
５
０
周

年
に
向
け
た
大
学
の
募
金
活
動
へ
の
協
力

（
各
同
窓
会
と
の
連
携
）

②
北
大
関
係
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
を

支
援（
将
来
の
寄
附
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

令和6年度 東京同窓会 総会

展示されたギネス認定書挨拶する横田会長
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ジ
メ
ン
ト
部
門
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事
業
推
進

部
門
に
加
え
て
、２
０
２
４
年
に
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
部
門
を
設
け
た
。

・
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ・
国
内
１
位　

気
候
変
動
に
対
す
る
活
動
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
、健
康
と
福
祉
な
ど
、大
学
の
社
会

貢
献
の
取
り
組
み
を
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
枠
組
み
で
評
価
す
る「
イ
ン
パ
ク
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
」で
は
、２
０
２
０
年
よ
り
４

年
連
続
で
国
内
１
位
を
獲
得
し
て
い
る
。

（
講
演
後
の
発
表
で
２
０
２
４
年
も
国

内
１
位
）

◆『
創
基
１
５
０
周
年
記
念
事
業
』の
主

要
な
事
業
は
次
の
通
り
。

・
人
材
育
成
事
業

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」「
社
会
と
の
共
創

教
育
」「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
」の
３

つ
の
テ
ー
マ
で
学
生
を
支
援
。支
援
規
模

は
毎
年
６
０
０
名
を
想
定
。（
総
事
業
費

10
年
間
で
15
億
）

・
古
河
講
堂
の
改
修
・
利
活
用
事
業

　

国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
古
河

講
堂
を
明
治
39
年
の
寄
贈
当
時
に
復
元

し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
や
Ｄ
Ｅ
Ｉ
推
進

に
取
り
組
む
北
海
道
大
学
を
地
域
に
伝

え
る「
場
」と
し
て
利
活
用
。（
総
事
業
費

10
億
円
）

・「
こ
ど
も
本
の
森
」事
業

　

安
藤
忠
雄
建
築
研
究
所
が「
こ
ど
も

本
の
森（
仮
称
）」を
大
学
構
内
に
建
築
・

寄
贈
し
、運
営
は
札
幌
市
と
協
力
し
て

行
う
。こ
ど
も
た
ち
の
心
の
豊
か
さ
・
創

造
力
・
好
奇
心
を
育
み
、成
⾧
の
糧
と
な

る
場
を
目
指
す
。（
総
事
業
費
５
億
円
）

各
年
の
数
週
間
を「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ・

ウ
ィ
ー
ク
」と
定
め
、人
類
の
課
題
を
テ
ー

マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
開
催
し
、世
界
の
研
究
者
や
学

生
、市
民
の
議
論
の
場
を
提
供
し
て
き
た
。

・
札
幌
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
宣
言

　

２
０
０
８
年
に
14
カ
国
35
大
学
の
学

⾧
等
を
集
め
た「
Ｇ
８
大
学
サ
ミ
ッ
ト
」

（
於
：
札
幌
）に
お
い
て
は
、当
時
の
佐
伯

北
大
総
⾧
が
実
行
委
員
⾧
と
し
て
貢
献

し
て
い
る
。「
Ｇ
８
大
学
サ
ミ
ッ
ト
」で
は

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
の
た
め
の
大

学
の
責
務
と
具
体
的
な
取
り
組
み「
札
幌

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
宣
言
」を
策
定
し
、政

府
へ
の
提
言
な
ら
び
に
Ｇ
８
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
の
議
論
に
反
映
す
る

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
機
構
設
置

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
の
活
動
を
推
し
進
め
る
た
め

に
２
０
２
１
年
８
月
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
推
進
機
構
を
設
置
。キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ネ

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
大
学
の
歴
史
や
持
続
社
会
を
目
指
し

た
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
の
取

組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。ポ
イ

ン
ト
は
次
の
通
り
。

・
佐
藤
昌
介
氏
の
行
っ
た

    

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

札
幌
農
学
校
１
期
生
で
の
ち
に
札
幌

農
学
校
校
⾧
、北
海
道
帝
国
大
学
初
代

総
⾧
に
就
任
し
て
い
る
佐
藤
昌
介
氏
は
、

ジ
ョ
ン
ズ・ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
留
学
中
に
ア

メ
リ
カ
の
大
学
が
連
邦
政
府
か
ら
提
供

さ
れ
た
土
地
を
大
学
の
財
政
に
活
用
す
る

制
度（
モ
リ
ル
法
）を
知
り
、学
校
運
営
の

模
範
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。農
場
や
演

習
林
の
た
め
の
広
大
な
土
地
保
有
の
要
求

が
国
か
ら
認
め
ら
れ
、そ
れ
を
基
本
財
産

と
す
る
こ
と
で
大
学
を
発
展
さ
せ
た
功
績

は
大
き
い
。現
在
、北
大
が
保
有
す
る
７
万

ha
の
演
習
林
の
広
さ
は
、東
京
23
区
の
広

さ
に
匹
敵
し
、大
学
の
演
習
林
と
し
て
は

世
界
最
大
で
あ
る
。

・「
キ
ャ
ン
パ
ス
・マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」策
定

　

国
が
す
す
め
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・コ
モ

ン
ズ（
共
創
拠
点
）の
観
点
か
ら
大
学
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
高
め
る
た
め
の
空
間
利

用
の
大
綱「
キ
ャ
ン
パ
ス・マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

96
」を
１
９
９
７
年
に
国
立
大
学
と
し
て

最
初
に
策
定
し
た
。こ
れ
は
グ
リ
ー
ン
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
整
備
計

画
の
先
駆
け
と
な
り
10
年
ご
と
に
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。

・「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ・
ウ
ィ
ー
ク
」事
業

　

２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
７
年
ま
で

令和6年度  会長・副会長・理事・監事　〔第3号議案〕 

令和6年度  スケジュール

★は特命理事　　会長・副会長の丸数字は夫々の就任年数　　理事・監事の丸数字は評議員年数

第3号議案 その2

                                             ★は特命理事

　　　　　　　　　　　                   　会⾧・副会⾧の丸数字は夫々の就任年数

                                             理事・監事の丸数字は評議員年数

 会⾧ ⑤ 横田  浩    （経S60）

 副会⾧ ⑤ 井上  修平 （工S50） ⑪ 樋口  達夫 （水S52） ★ 石川  裕一 （法S54）

⑥ 弘田  裕    （医S57） ③ 櫻田  功    （農経S58） ⑤ 志済  聡子 （法S61）

 理事 ⑮ 及川  正規 （工S47） ⑧ 土屋  裕    （薬S50） ⑪ 松谷  寛    （工電S52）

⑦ 菅埜  誠    （経S52） ⑨ 菅野  彰一 （工建S53） ⑮ 畠山  義彦 （水産S55）

⑪ 福西  真    （法S55） ⑤ 小口  正範 （法S53） ⑱ 大久保  英俊 （法S56）

⑬ 畠山  昌則 （医S56） ⑨ 福士  博司 （工合化S57） ⑦ 廣重  勝彦 （法S57）

⑤ 横井  成尚 （農S57） ⑮ 岩崎  哲也 （S59工機械） ⑥ 中村  秀治 （工建S58）

⑤ 近藤  伸一 （工院S58） ⑥ 杉崎  順平 （歯S60 ） ⑨ 島田  久    （工S61）

⑮ 萱野  聡    （法S62） ⑮ 高橋  寛    （農S62） ② 橋本  修    （法S62）

⑬ 西野  順子 （農院H01） ⑩ 橋本  大志 （理H01） ⑤ 浅田  清    （歯H01）

⑱ 足立  直子 （工電H02） ③ 依田  智子 （工H02） ⑱ 大西  裕子 （文修H03）

⑥ 平野  友善 （文H05） ⑭ 溝口  尚重 （農H07） ⑨ 滝内  邦弘 （情科院H07）

⑤ 松浦  永治 （法H08） ⑥ 原田  武志 （工H19） ⑭ 常松  尚史 （経H20）

③ 宗野  裕治 （文H20） ⑩ 山田  尚大 （工院H23） ⑧ 上満  研吾 （経修H27）

 特命理事 ★ 野呂  忠一 （薬S39） ★ 伊藤  洋    （農生S48） ★ 石川  裕一 （法S54）

 監事 ⑭ 鷲田  千臣 （農S58） ⑫ 向井  拓    （法H05） ⑨ 沖崎  遼    （法H21）
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北海道大学東京同窓会 2024年度 役員・理事・監事　

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

1 総会 8日(土) 14日(土)

2 評議員会 19日(木) 21日(金)

3 理事会 19日(木) 12日(木) 13日(木) 21日(金)

4 顧問会議 / 学部・学科同窓会
事務局⾧会議 13日(木)

5 新年交礼会 17日(金)

6 組織強化活動

    ジンパ（昭和記念公園） 19日(日) 18日(日)

　　OG会（期日未定）

　　交流勉強会・丸の内カレッジ
                        （期日未定）

7 クラーク遺徳顕彰・墓参 13日(日)
霊園墓参

8 広報活動・会報誌発行 フロンティア
発行

フロンティア
発行

9 エルム談話室
  ＜毎月第1金曜日予定>

10 ホームカミングデー 28日(土)

11 校友会エルム総会 16日(日)

北大東京同窓会　 ２０２４年度スケジュール

2024年 2025年 2025年

令和6年度 東京同窓会 総会

支
援
に
つ
な
げ
る
）

③
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
支
援（
経

営
者
と
既
存
企
業
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
）

④
北
大
基
金
の
効
率
的
な
運
用
を
支
援

（
本
学
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
）

⑸
北
大
フ
ァ
ン
ド
への
支
援

北
大
フ
ァ
ン
ド（
北
大Green Frontier 

Fund

）へ
の
支
援（
当
初
は
情
報
共
有
）

⑹
総
会・役
員
会
等
の
開
催  

①
詳
細
は『
令
和
６
年
度
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
』参
照
。

②
出
席
者
確
保
に
向
け
、オ
ン
ラ
イ
ン
を

積
極
的
に
活
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
の
開
催
を
継
続
す
る
。

⑺
委
員
会
の
組
織
の
強
化 

①
各
委
員
会
の
役
割
・
機
能
の
拡
充
と

体
制
強
化
を
図
る
。

②
委
員
⾧
会
議
を
開
催
し
、各
委
員
会

の
機
能
・
連
携
強
化
と
体
制
の
充
実
を

推
進
す
る
。

⑻
校
友
会
エ
ル
ム
の
支
援

①
東
京
同
窓
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し

て
連
携
・
支
援
す
べ
く
、各
委
員
会
で
活

動
を
す
る
。

②
本
学
主
催
の
進
学
相
談
会
、な
ら
び

に
校
友
会
エ
ル
ム
主
催
の
就
職
相
談
会

を
支
援
す
る
。

③
告
知
協
力
依
頼
へ
の
対
応（
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
配
信
・
Ｈ
Ｐ 

掲
載
等
）

　
　
　
　
　
　

◇
◆
◇

講
演
会 

　

総
会
後
、横
田
篤
理
事
・
副
学
⾧
よ
り

『
北
海
道
大
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
歴
史
と
現

在
地
』と『
創
基
１
５
０
周
年
記
念
事
業
』

講演する横田篤理事・副学長
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令和6年度 東京同窓会 総会

令和6年度  評議員（学部）一覧表　〔第3号議案〕 

第3号議案 その1

学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会 学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会 学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会

S48林 川喜多　進 16 S44植 平田　更一 19 クラーク遺徳顕彰・墓参委員会 H03文修 大西　裕子 18 理事 募金・産学連携委員会

S50農化 丹羽　弘 13 S52地鉱院 勝島　尚美 12 H05文 平野　友善 6 理事 財務委員会委員⾧
総務委員会

S57農化 横井　成尚 5 理事 S59数学 鈴木　徹 17 H20文 宗野  裕治 3 理事 総務委員会副委員⾧

S62農工 高橋　寛 15 理事 広報委員会委員⾧
募金・産学連携委員会 H14地球 相澤　晃 16 H28文 内山　壮 8 組織・交流委員会

S62農工 瀬戸山　洋介 17 H19化 小坂　由紀 14

H01農院 西野　順子 13 理事 組織・交流委員会副委員⾧ 小計 4 名

H06農化 堤　崇史 4 小計 5 名

H18農研 伊藤 真吾 8

H22生資 二木　智 13 H03教育 中島  樹生 14

H21共生 鈴木　克昌 13 S44機械 中原　豊 18

H23農院 青山　千穂 9 広報委員会 S45土木 清水　全生 6 クラーク遺徳顕彰・墓参委員会 小計 1 名

S47機械 留目　一英 13

小計 11 名 S48建 足立　守 14

S49建 中山 茂樹 12 S50法 新城　修 18

S50金属 山崎　信男 13 S50法 奥野　滋 13

S45獣医 采  孟 13 S52原子 大谷　武彦 17 S53法 小口　正範 5 理事

S59獣医 矢原　芳博 9 S52金属 升光　法行 13 S55法 福西　真 11 理事

H08獣医 林崎　弥生 1 S52電子 松谷　寛 11 理事 情報処理委員会委員⾧ S56法 大久保　英俊 18 理事 総務委員会副委員⾧

H08獣医 渡邊　真弓 1 S56合成 谷口　泰之 14 S56法 高見　之雄 13

S56土木 野田　徹 8 S57法 廣重　勝彦 7 理事 募金・産学連携委員⾧

小計 4 名 S57土木 本多　清暢 15 S61法 志済　聡子 12 副会⾧

S57電気 松尾　 望 13 S62法 橋本  修 2 理事

S57土木 増田　 達 13 H02法 山口　公範 17

S49薬 近藤　達仁 13 S58建 中村　秀治 6 理事 情報処理委員会委員⾧ H02法 八谷　俊雄 17 広報委員会

S50薬 土屋　裕 8 理事 S58院 近藤　伸一 5 理事 H03法 石橋　祐介 13

S59機械 岩崎  哲也 15 理事 H05法 向井　拓 13 監事

小計 2 名 S60機械 石田　充 17 H08法 松浦　永治 5 理事 総務委員会委員⾧

S60機械 菊地　正武 17 H18法 渡辺　明日香 6 総務委員会副委員⾧

H02電子 足立　直子 18 理事

S56医 畠山　昌則 13 理事 H03電子 鈴木　政直 9 小計 15 名

S58医 福島　亮治 13 H03衛生 友井　篤 1

S61医 大塚　吾郎 17 H03衛生 筒井　誠二 1

S61医 森  清 17 H07合成 平畠　亘 15 S51経済 陣谷  義直 3 広報委員会

H01医 杉森　裕樹 17 H07情科院 滝内　邦弘 9 理事 S52経済 菅埜　誠 7 理事 総務委員会副委員⾧

H05医 松本　明郎 11 H15情科院 山田　将史 12 S57経済 永松  昌一 3

H13医 中田　勝巳 17 H17環境院 跡部　泰子 16 S60経済 横田　浩 6 会⾧

H21資源 中山　卓人 9 S61経済 松山　哲人 5

小計 7 名 H07経済 藤井　考先 13

小計 28 名 H13経済 坂本　茂 15 総務委員会
募金・産学連携委員会

H23経 西舘　卓人 6 総務委員会

S60歯 杉崎　順平 6 理事 H27経院 上満　研吾 8 理事 組織・交流委員会副委員⾧
財務委員会

H01歯 浅田　清 5 理事 クラーク遺徳顕彰・墓参委員会 S52食修 樋口　達夫 12 副会⾧ H27経 谷畑  敦史 3

S61食 中田　邦彦 13

小計 2 名 H03食 釜谷　明 16 小計 10 名

H06食修 大野　隆明 12 総務委員会

小計 4 名

合計 93 名

S39薬 野呂　忠一 特命 理事 S48農生 伊藤　洋 特命 理事 S54法 石川　裕一 特命 副会⾧ 募金・産学連携委員会副委員⾧
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エ学部

北海道大学東京同窓会 2024年度 評議員（学部）一覧表

農学部 理学部 文学部

教育学部

水産学部

法学部

獣医学部

薬学部

医学部

経済学部

歯学部

第3号議案 その1

学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会 学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会 学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会

S48林 川喜多　進 16 S44植 平田　更一 19 クラーク遺徳顕彰・墓参委員会 H03文修 大西　裕子 18 理事 募金・産学連携委員会

S50農化 丹羽　弘 13 S52地鉱院 勝島　尚美 12 H05文 平野　友善 6 理事 財務委員会委員⾧
総務委員会

S57農化 横井　成尚 5 理事 S59数学 鈴木　徹 17 H20文 宗野  裕治 3 理事 総務委員会副委員⾧

S62農工 高橋　寛 15 理事 広報委員会委員⾧
募金・産学連携委員会 H14地球 相澤　晃 16 H28文 内山　壮 8 組織・交流委員会

S62農工 瀬戸山　洋介 17 H19化 小坂　由紀 14

H01農院 西野　順子 13 理事 組織・交流委員会副委員⾧ 小計 4 名

H06農化 堤　崇史 4 小計 5 名

H18農研 伊藤 真吾 8

H22生資 二木　智 13 H03教育 中島  樹生 14

H21共生 鈴木　克昌 13 S44機械 中原　豊 18

H23農院 青山　千穂 9 広報委員会 S45土木 清水　全生 6 クラーク遺徳顕彰・墓参委員会 小計 1 名

S47機械 留目　一英 13

小計 11 名 S48建 足立　守 14

S49建 中山 茂樹 12 S50法 新城　修 18

S50金属 山崎　信男 13 S50法 奥野　滋 13

S45獣医 采  孟 13 S52原子 大谷　武彦 17 S53法 小口　正範 5 理事

S59獣医 矢原　芳博 9 S52金属 升光　法行 13 S55法 福西　真 11 理事

H08獣医 林崎　弥生 1 S52電子 松谷　寛 11 理事 情報処理委員会委員⾧ S56法 大久保　英俊 18 理事 総務委員会副委員⾧

H08獣医 渡邊　真弓 1 S56合成 谷口　泰之 14 S56法 高見　之雄 13

S56土木 野田　徹 8 S57法 廣重　勝彦 7 理事 募金・産学連携委員⾧

小計 4 名 S57土木 本多　清暢 15 S61法 志済　聡子 12 副会⾧

S57電気 松尾　 望 13 S62法 橋本  修 2 理事

S57土木 増田　 達 13 H02法 山口　公範 17

S49薬 近藤　達仁 13 S58建 中村　秀治 6 理事 情報処理委員会委員⾧ H02法 八谷　俊雄 17 広報委員会

S50薬 土屋　裕 8 理事 S58院 近藤　伸一 5 理事 H03法 石橋　祐介 13

S59機械 岩崎  哲也 15 理事 H05法 向井　拓 13 監事

小計 2 名 S60機械 石田　充 17 H08法 松浦　永治 5 理事 総務委員会委員⾧

S60機械 菊地　正武 17 H18法 渡辺　明日香 6 総務委員会副委員⾧

H02電子 足立　直子 18 理事

S56医 畠山　昌則 13 理事 H03電子 鈴木　政直 9 小計 15 名

S58医 福島　亮治 13 H03衛生 友井　篤 1

S61医 大塚　吾郎 17 H03衛生 筒井　誠二 1

S61医 森  清 17 H07合成 平畠　亘 15 S51経済 陣谷  義直 3 広報委員会

H01医 杉森　裕樹 17 H07情科院 滝内　邦弘 9 理事 S52経済 菅埜　誠 7 理事 総務委員会副委員⾧

H05医 松本　明郎 11 H15情科院 山田　将史 12 S57経済 永松  昌一 3

H13医 中田　勝巳 17 H17環境院 跡部　泰子 16 S60経済 横田　浩 6 会⾧

H21資源 中山　卓人 9 S61経済 松山　哲人 5

小計 7 名 H07経済 藤井　考先 13

小計 28 名 H13経済 坂本　茂 15 総務委員会
募金・産学連携委員会

H23経 西舘　卓人 6 総務委員会

S60歯 杉崎　順平 6 理事 H27経院 上満　研吾 8 理事 組織・交流委員会副委員⾧
財務委員会

H01歯 浅田　清 5 理事 クラーク遺徳顕彰・墓参委員会 S52食修 樋口　達夫 12 副会⾧ H27経 谷畑  敦史 3

S61食 中田　邦彦 13

小計 2 名 H03食 釜谷　明 16 小計 10 名

H06食修 大野　隆明 12 総務委員会

小計 4 名

合計 93 名

S39薬 野呂　忠一 特命 理事 S48農生 伊藤　洋 特命 理事 S54法 石川　裕一 特命 副会⾧ 募金・産学連携委員会副委員⾧
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エ学部

北海道大学東京同窓会 2024年度 評議員（学部）一覧表

農学部 理学部 文学部

教育学部

水産学部

法学部

獣医学部

薬学部

医学部

経済学部

歯学部

令和6年度  評議員（世代）一覧表　〔第3号議案〕 

学部 名前 就任
年数 理事 委員会 学部 名前 就任

年数 理事 委員会 学部 名前 就任
年数 理事 委員会

H30 2018 環境院 山本  淳博 5 広報委員会
組織・交流委員会委員⾧ H17 2005 法 山田　敏之 15 S61 1986 理 中村　知道 13

H29 2017 法 小島  恵太 7 H17 2005 工 酒井　美帆 15 S61 1986 工 島田　久 9 理事 広報委員会委員⾧

H16 2004 理 増岡　弘之 15 S60 1985 工 臼田　亨 15

小計 2 名 H16 2004 医 高橋  良佳 15 募金・産学連携委員会 S58 1983 農 鷲田　千臣 15 監事

H16 2004 水 矢部  いつか 15 S58 1983 農 櫻田  功 3 副会⾧

H14 2004 理 ⾧谷川　健 7 情報処理委員会 S57 1982 水 阿部　修司 10

H26 2014 情報院 多田  宗弘 8 H12 2000 農 三浦　隆司 15 S57 1982 工 福士　博司 8 理事

H26 2014 環境院 宮佐  穂奈未 7 H12 2000 水 前田  亘宏 13 S56 1981 農 佐藤　寛 13

H25 2013 情報院 辻本  陽平 8 組織・交流委員会副委員⾧ H10 1998 法 山本　剛 15 S56 1981 工院 岩瀬　徹哉 10

H25 2013 環境院 高野  葵 8 広報委員会 H10 1998 法 楯　裕史 15 募金・産学連携委員会 S55 1980 工 居駒　幹夫 15

H25 2013 環境院 楊  ジョウ 8 H10 1998 歯 上岡　理晴 15 S55 1980 水 畠山　義彦 15 理事 総務委員会

H25 2013 医 我妻　孝則 1 総務委員会 H09 1997 工 山口　建章 15 S55 1980 工院 藤田　栄 15

H24 2012 経 久野　和哉 9 組織・交流委員会 S57 1982 医 弘田  裕 15 副会⾧

H24 2012 文修 彭  秀実 7 小計 12 名 S53 1978 工院 中島　敏夫 15

H23 2011 工院 山田　尚大 10 理事 組織・交流委員会副委員⾧ S53 1978 工 菅野  彰一 9 理事 募金・産学連携委員会副委員⾧

H22 2010 経 中西　克彦 13 S53 1978 獣 境　政人 9

H22 2010 工院 小中出　拓也 12 組織・交流委員会副委員⾧ H07 1995 農 溝口　尚重 14 理事 情報処理委員会
募金・産学連携委員会 S51 1976 医 五十嵐  良雄 12

H22 2010 工院 浦崎　稔史 5 広報委員会 H06 1994 法 高田　清志 15 S50 1975 工 井上　修平 6 副会⾧ 募金・産学連携委員会副委員⾧

H21 2009 法 沖崎  遼 10 監事 H06 1994 理 西川　達雄 15 S48 1973 農 浜名　純 15 情報処理委員会

H21 2009 工 宮田　康大 8 H05 1993 医 岩村　美佳 15 S48 1973 工 小山内　清潤 12

H20 2008 経済 杉山　美雪 15 H04 1992 工 高野　伸一 15 S47 1972 工 及川　正規 15 理事

H20 2008 経済 常松　尚史 15 理事 募金・産学連携委員会 H04 1992 工院 江原　猛 15 S46 1971 農 高島　章生 15

H20 2008 工院 加藤　貴臣 15 H04 1992 工 大久保　高樹 7 情報処理委員会 S45 1970 工 鈴木　憲 15

H19 2007 農院 鈴木　貴文 12 H02 1991 工院 黒田　政寿 15 S45 1970 農 高橋　周 15

H19 2007 工 原田　武志 7 理事 情報処理委員会副委員⾧ H02 1990 経 宇治原　里志 15 S44 1969 工 石井　哲夫 15

H02 1990 教 今田　久美子 8 S42 1967 工 岡　隆次郎 15

小計 19 名 H02 1990 工 依田  智子 3 理事 情報処理委員会 S42 1967 医 伊藤　敦之 15

H01 1989 工 松田　茂広 15

H01 1989 工 山森　聡 15 小計 27 名

H01 1989 理 橋本　大志 10 理事

S63 1988 法 石関　正浩 15

S63 1988 理 原澤　直子 15

S63 1988 医 根本  浩一郎 9

S63 1988 工院 千葉　寛之 7 情報処理委員会

S62 1987 法 萱野　聡 15 理事 財務委員会委員⾧
募金・産学連携委員会

S62 1987 農 岡村　浩 15

小計 20 名

合計 80 名
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３０歳代

５０歳代

北海道大学東京同窓会 2024年度 評議員（世代）一覧表

卒年 卒年 卒年

２０歳代 ４０歳代 ６０歳代以上

知っている人は
いるかな？
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令和6年度 東京同窓会 総会

風
景
と
の
対
話

川
は
私
の
モ
チ
ー
フ

川
、
千
曲
川
、
姫
川
等
を
ス
ケ
ッ
チ

し
、
水
彩
や
油
彩
画
に
し
て
い
る
。

　

貴
方
の
絵
の
モ
チ
ー
フ
は
何
で
す
か

と
問
わ
れ
る
と
、
創
作
活
動
を
起
こ
さ

せ
る
原
動
力
、
刺
激
、
動
機
と
な
る
中

心
的
な
題
材
を
モ
チ
ー
フ
と
言
う
な
ら

ば
、
私
自
身
は
川
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
幾
度
も
同
じ
よ
う
な
景
色

を
描
い
て
も
満
足
で
き
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

　

川
に
つ
い
て
は
、
絵
画
の
他
に
も

色
々
な
因
縁
が
有
り
、
仕
事
や
川
遊
び

に
も
思
い
出
が
沢
山
あ
る
。

　

私
は
大
学
で
河
川
工
学
を
専
攻
し

た
。卒
論
テ
ー
マ
は
河
川
の
掃
流
流
砂
量

の
推
定
で
、大
型
の
水
理
実
験
室
で
河

床
の
砂
の
形
状
を
観
察
し
、流
れ
た
砂
の

量
を
バ
ケ
ツ
で
測
っ
て
い
た
。河
川
工
学

は
難
し
い
学
問
で
高
度
な
数
学
・
数
式

の
知
識
が
必
要
と
さ
れ
た
が
、実
験
で
は

肉
体
労
働
が
主
で
、頭
を
使
う
こ
と
も

無
く
卒
業
さ
せ
て
貰
っ
た
。

　

そ
の
後
、
北
陸
出
身
の
老
舗
ゼ
ネ
コ

ン
に
入
社
し
、
高
速
道
路
や
地
下
鉄
工

事
現
場
を
経
験
し
て
本
社
勤
務
と
な
っ

た
。
30
～
50
歳
台
は
国
内
外
の
各
支
店

を
回
り
、
大
学
時
代
の
不
勉
強
を
反
省

し
、
日
々
、
専
門
書
を
片
手
に
、
技

術
、
設
計
等
の
難
し
い
業
務
に
も
携

わ
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
北
海
道
の
沙
流
川
の
河

川
改
修
工
事
の
仕
事
を
担
当
し
た
こ
と

が
あ
る
。
沙
流
川
は
日
高
山
脈
か
ら
太

平
洋
に
流
れ
る
急
峻
な
川
で
、
台
風
一

過
で
堤
防
等
河
川
工
作
物
が
破
壊
し
、

付
近
の
農
地
に
は
大
規
模
な
洪
水
被
害

を
及
ぼ
し
た
。
私
は
灌
漑
用
水
の
取
水

た
め
の
頭
首
工
等
の
設
計
を
担
当
し

た
。
地
域
の
土
地
改
良
区
や
農
協
の

人
々
に
感
謝
さ
れ
た
事
と
、
自
然
の
猛

威
に
破
壊
さ
れ
た
河
川
構
造
物
の
脆
さ

を
実
感
し
て
記
憶
に
残
っ
た
。

　

ま
た
、
30
年
程
前
に
、
山
梨
県
都
留

市
に
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
を
持
ち
、
週
末

に
は
、
家
族
で
富
士
山
の
眺
め
や
近
く

の
桂
川
、
鹿
留
川
で
ア
ユ
、
ヤ
マ
メ
、

イ
ワ
ナ
等
の
川
釣
り
を
楽
し
ん
だ
思
い

出
が
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
で
出
逢
っ
た

お
気
に
入
り
の
川
は
私
の
心
に
残
り
、

絵
を
描
き
始
め
て
か
ら
は
よ
り
一
層
、

身
近
に
感
じ
る
様
に
な
っ
た
。

　

近
年
は
、
河
川
災
害
が
全
国
で
発
生

し
、
関
東
で
は
豪
雨
時
の
線
状
降
水
帯

の
発
生
に
よ
る
鬼
怒
川
の
提
防
決
壊
、

令
和
元
年
の
台
風
で
千
曲
川
が
氾
濫
し

た
洪
水
被
害
に
は
心
が
痛
く
な
る
。

　

そ
れ
で
も
、天
気
の
良
い
日
に
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
を
携
え
て
、平
穏
な
川
を
眺
め

る
時
は
至
福
の
楽
し
み
で
あ
る
。

　

自
然
の
驚
異
や
川
が
急
激
に
変
化
す

る
凄
さ
等
を
理
解
し
な
が
ら
も
、
い
つ

か
人
の
心
に
残
る
絵
を
描
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

東
京
黒
百
合
会
に
所
属
し
絵
を
描
き

始
め
て
10
年
程
経
っ
た
。
主
に
、
風
景

画
を
描
い
て
い
る
が
、
最
近
、
絵
の
中

に
川
を
入
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。  

　

近
景
の
川
の
様
子
や
周
辺
の
木
々
、

土
提
、
橋
、
民
家
、
遠
く
の
山
々
等
を

好
ん
で
選
択
し
て
い
る
。

　

関
東
甲
信
越
の
忍
野
村
、
上
高
地
、

安
曇
野
、
小
諸
、
白
馬
村
等
へ
出
掛

け
、
馴
染
み
の
桂
川
、
梓
川
、
鬼
怒

姫川・白馬村 F10

安曇野水車小屋 F10

清
水 

全
生 

︵
Ｓ
45
工
・
土
木
︶　

令和6年度  委員会役員 ★は特命理事　　丸数字は評議員の就任年数　
委員会名 委員⾧ 副委員⾧ 委　員

 総務委員会 ⑤ 松浦  永治 （法H08） ⑦ 菅埜  誠    （経S52） ⑮ 畠山  義彦 （水S55）

（事務局） ⑱ 大久保  英俊 （法S56） ⑥ 平野  友善 （文H05）

⑥ 渡辺  明日香 （法H18） ⑫ 大野  隆明 （水院H06）

③ 宗野  裕治 （文H20） ⑮ 坂本  茂    （経H13）

⑥ 西舘  卓人 （経H23）

① 我妻  孝則 （医H25）

○ 米子  智裕 （農H02)

 組織・交流委員会 ⑤ 山本  淳博 （環境院H30） ⑬ 西野  順子 （農院H01） ⑨ 久野  和哉 （経H24）

⑬ 小中出  拓也 （工院H23） ⑧ 内山  壮    （文H28）

⑩ 山田  尚大 （工院H23） ○ 後藤  さなえ （農S63）

⑧ 辻本  陽平 （情報院H25） ○ 関  良子    （法H23）

⑧ 上満  研吾 （経院H27） ○ 川原  史識 （農院H25）

○ 田村  康将 （情報院H27）

○ 橋本  和大 （水院H28）

 財務委員会 ⑮ 萱野  聡    （法S62） ⑧ 上満  研吾 （経院H27）

⑥ 平野  友善 （文H05） ○ 早川  美奈子 （歯院R01）

 広報委員会 ⑨ 島田  久    （工金属S61） ③ 陣谷  義直 （経S51）

⑮ 高橋  寛    （農S62） ⑰ 八谷  俊雄 （法H02）

⑤ 浦崎  稔史 （工院H22）

⑨ 青山  千穂 （農院H23）

⑧ 髙野  葵    （環境院H25）

③ 谷畑  敦史 （経H27）

⑤ 山本  淳博 （環境院H30）

 情報処理委員会 ⑪ 松谷  寛    （工電S52） ⑦ 原田  武志 （工土木H19） ⑮ 浜名  純    （農S48）

⑥ 中村  秀治 （工建築S58） ⑦ 千葉  寛之 （工情報院S63）

③ 依田  智子 （工H02）

⑦ 大久保  高樹 （工合成H04)

⑭ 溝口  尚重 （農H07）

⑦ ⾧谷川  健 （理地惑H14）

 募金・産学連携委員会 ⑥ 廣重  勝彦 （法S57） ⑥ 井上  修平 （工S50） ⑮ 高橋  寛    （農S62）

⑨ 菅野  彰一 （工建S53） ⑮ 萱野　聡    （法S62）

○ 杉江  和男 （工院S45） ⑱ 大西  裕子 （文修H03）

★ 石川  裕一 （法S54） ⑭ 溝口  尚重 （農H07）

⑮ 楯  裕史    （法H10）

⑮ 坂本  茂    （経H13）

⑮ 高橋  良佳 （医H16）

⑮ 常松  尚史 （経H20）

○ 永田  明    （農S54）

 クラーク遺徳顕彰・墓参 ⑤ 浅田  清   （歯H01） ⑲ 平田  更一 （理植S44） ⑥ 清水  全生 （工土木S45）

○ 前田  直寛 （工土木S43)

○ 清水  慧    （工衛生S43)

○ 関口  光雄 （工土木S43）

（参考）委員会役員

※ 丸数字は評議員の就任年数     ★は特命理事



FRONTIER 2024/08/20 12FRONTIER 2024/08/2013

北大東京 ジンパ
２０２４

新社会人歓迎

祝祝
 ギネス達成！！ ２０２4年 ５月19日日 

国営昭和記念公園

授与されたギネス認定書
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タ
ー
「
ｏ
ｎ
ち
ゃ
ん
」
に
参
加
し
て
も
ら

い
来
場
者
が
増
え
、
大
台
の
１
０
０
０

人
を
意
識
し
始
め
ま
し
た
。
そ
の
頃
に

は
ジ
ン
パ
は
同
窓
会
で
認
め
ら
れ
る
存

在
と
な
り
、
規
模
拡
大
の
気
運
が
高
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
私
は
ひ
と
り
拡
大
す

る
規
模
に
限
界
を
感
じ
始
め
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
立
ち
上
げ
た
の
が
Ｊ
ｉ
ｎ
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
（
ジ
ン
テ
ッ
ク
）
で
す
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
ジ
ン
パ
に
非
線
形

の
成
⾧
を
も
た
ら
そ
う
と
Ｉ
Ｔ
好
き
な

　

今
年
の
北
大
東
京
ジ
ン
パ
は
、「
同
時

に
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
し
た
世
界
最
大
人

数
」
と
し
て
７
９
８
人
の
記
録
で
ギ
ネ

ス
記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
、
多
く
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝

の
言
葉
を
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
北
大
東
京
ジ
ン
パ
の
歴
史
を
紐
解

く
と
、
第
１
回
は
２
０
１
３
年
６
月
で
、

そ
れ
以
降
１
年
に
１
回
開
催
し
て
き

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２
２

年
ま
で
お
休
み
し
、
今
年
９
回
目
の

ジ
ン
パ
で
ギ
ネ
ス
記
録
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

東
京
同
窓
会
で
は
も
と
も
と

毎
年
６
月
に
「
新
社
会
人
歓
迎

会
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、そ
れ
を
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
た
の
が
北
大
東
京

ジ
ン
パ
で
す
。
従
来
の
新
社
会

人
歓
迎
会
は
ホ
テ
ル
で
の
立
食

パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
で
実
施
し
、

参
加
者
は
80
人
程
度
で
新
社
会

人
は
20
人
く
ら
い
で
し
た
が
、

「
同
窓
会
を
も
っ
と
活
性
化
す

る
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

若
い
人
で
考
え
て
ほ
し

い
」
と
い
う
杉
江
和
男
前
会

⾧
の
一
言
で
全
て
が
始
ま
り

ま
し
た
。
有
志
数
名
で
議
論

を
重
ね
、「
北
大
と
言
え
ば
ジ

ン
パ
で
し
ょ
！
」
と
い
う
春

田
哲
伸
く
ん
の
一
言
で
方
向

性
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

企
画
案
を
常
松
尚
史
さ
ん
が

理
事
会
で
プ
レ
ゼ
ン
し
、
従

進
化
す
る
ジ
ン
パ
、10
年
を
振
り
返
る

来
の
同
窓
会
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
は
想
像

で
き
な
い
突
拍
子
も
な
い
企
画
に
理
事

会
は
荒
れ
に
荒
れ
ま
し
た
が
、
常
松
さ

ん
の
熱
意
と
賛
成
派
の
後
押
し
が
あ
っ

て
ジ
ン
パ
開
催
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
大
東
京
ジ
ン
パ
は
公
園
で
の
開
催

進化するジンパ、10年を振り返る ◆祝！ギネス達成！！ 新社会人歓迎 「北大東京ジンパ２０２４」

組
織
・
交
流
委
員
会 

前
委
員
長　

山
田
尚
大 

（
Ｈ
23•

工
院
）

が
通
例
で
す
が
、
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
の
段
階

で
は
川
口
そ
ご
う
の
屋
上
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
持
ち
上

が
り
、
そ
ご
う
で
の
開
催
が
で
き
な
く

な
る
ピ
ン
チ
に
陥
り
ま
す
が
、
後
に
ジ

ン
パ
実
行
委
員
⾧
を
務
め
る
久
野
和
哉

さ
ん
が
都
内
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
公
園

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
て
、
最
終

的
に
潮
風
公
園
で
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
初
の
年
は
、
徹
夜
で
準

備
し
た
り
、
受
付
で
⾧
蛇
の
列
が
で
き

て
乾
杯
が
30
分
遅
れ
た
り
、
食
材・

飲
料
が
不
足
し
て
現
地
か
ら
買
い

に
行
っ
た
り
と
多
く
の
失
敗
が
あ

り
ま
し
た
。
２
年
目
以
降
も
ジ
ン

パ
開
催
の
是
非
に
つ
い
て
激
し
い

議
論
は
続
き
、
今
か
ら
考
え
る
と

信
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
に
４
年
ほ
ど
か
か

り
ま
し
た
。

　

運
営
チ
ー
ム
に
は
年
々
ノ
ウ
ハ

ウ
が
蓄
積
さ
れ
組
織
が
成
熟
し
、

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
去
年

の
３
０
０
人
規
模
の
ジ
ン
パ
は
、

開
催
決
定
か
ら
の
短
い
準
備
期
間

に
も
関
わ
ら
ず
、
ス
ム
ー
ズ
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
ジ
ン
パ
２
年
目
の
時

に
札
幌
の
有
名
店「
ピ
カ
ン
テ
ィ
」

の
ブ
ー
ス
を
作
っ
て
ス
ー
プ
カ

レ
ー
を
提
供
し
た
り
、
５
年
目

に
は
北
海
道
テ
レ
ビ
の
キ
ャ
ラ
ク

若
手
が
集
ま
り
、
Ｈ
Ｐ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
申
込
決
済
シ
ス
テ
ム
、
Ｑ
Ｒ
受
付
シ

ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
を
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
の
活
用

で
は
な
く
、
イ
ン
フ
ラ
構
築
か
ら
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
ま
で
フ
ル
ス
ク
ラ
ッ

チ
で
構
築
し
、
ジ
ン
パ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
特
化
し
た
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
ま

し
た
。
こ
の
成
果
に
よ
り
規
模
の
拡
大

に
対
し
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ

ｈ
メ
ン
バ
ー
の
中
心
だ
っ
た
橋
本
さ
ん
、

川
原
さ
ん
、
田
村
さ
ん
が

ゴ
リ
ゴ
リ
と
イ
ン
フ
ラ
と

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構

築
し
て
い
く
姿
に
頼
も
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ジ
ン
パ
委
員
⾧
経
験

者
の
辻
本
陽
平
さ
ん
が

現
場
の
経
験
と
Ｉ
Ｔ
ス
キ

ル
の
掛
け
算
で
構
築
し
た

Ｑ
Ｒ
受
付
シ
ス
テ
ム
の
恩

恵
は
目
覚
ま
し
く
、
時
間

通
り
に
乾
杯
が
で
き
る
ジ
ン
パ
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
進
化
を
経
て
ジ
ン
パ
は

１
０
０
０
人
を
超
え
る
ま
で
に
成
⾧
で

き
ま
し
た
。

　
一
方
、
受
け
入
れ
る
昭
和
記
念
公
園

も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
公
園
が
用
意

す
る
Ｂ
Ｂ
Ｑ
プ
ラ
ン
で
は
な
い
ラ
ム
肉

を
主
催
者
が
用
意
し
た
り
、
事
前
に

ジ
ン
パ
会
場
を
設
営
す
る
な
ど
、
公
園

の
プ
ラ
ン
に
は
な
い
様
々
な
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
な
要
望
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
か
ら
こ
そ
〝
北
大
東
京
ジ
ン
パ
〟

が
実
施
で
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
廣
重
晃
以
さ
ん
、
西
野
順

子
さ
ん
、
松
谷
寛
さ
ん
が
毎
年
何
度
も

公
園
に
足
を
運
ん
で
良
好
な
関
係
作
り

を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
開

催
当
日
を
迎
え
ま
す
が
、
事
務
局
ス
タ
ッ

フ
だ
け
で
は
１
０
０
０
人
の
ジ
ン
パ
は
動

か
せ
ま
せ
ん
。

　

当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
不

可
欠
で
す
が
、
毎
年
髙
橋
寛
さ
ん
が
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
集
め
て
く
れ
て

大
規
模
な
ジ
ン
パ
が
運
営

で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
土

台
の
上
に
北
大
東
京
ジ
ン

パ
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
10
年
か
け
て

徐
々
に
ジ
ン
パ
が
現
在
の

カ
タ
チ
に
成
⾧
し
て
ギ
ネ

ス
記
録
へ
と
導
か
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

ギ
ネ
ス
記
録
の
始
ま
り

は
２
０
１
５
年
５
月
23
日

ま
で
遡
り
ま
す
。
こ
の
日
は
江
戸
川
の

河
川
敷
で
第
３
回
の
北
大
東
京
ジ
ン
パ

を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
各
テ
ン

ト
を
ま
わ
っ
て
来
場
者
に
挨
拶
ま
わ
り

を
し
て
い
る
時
、
１
人
の
新
社
会
人
の

若
者
が
声
を
か
け
て
き
ま
し
た
。「
運
営

側
に
入
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で

す
か
？
」
こ
の
若
者
こ
そ
が
、
ギ
ネ
ス

記
録
の
立
役
者
で
あ
る
上
満
研
吾
さ
ん

で
す
。
後
に
、「
山
田
さ
ん
、
ギ
ネ
ス
や

り
ま
せ
ん
か
？
」
の
一
言
で
新
た
な
歴
史

を
築
く
男
に
な
ろ
う
と
は
こ
の
時
は
知

る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
日
、

私
は
全
来
場
者
ひ
と
り
残
ら
ず
挨
拶
が

で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
す
れ
違
っ
た

人
も
多
く
い
ま
し
た
。
も
し
あ
の
日
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
上
満
さ
ん
と
出

会
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
ギ
ネ
ス
記
録
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ジ
ン
パ
の
始
ま
り
か
ら
ギ
ネ
ス
挑
戦

前
夜
。
そ
し
て
ギ
ネ
ス
挑
戦
の
数
々
の

ド
ラ
マ
が
上
満
さ
ん
の
記
事
で
明
ら
か

に
な
り
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
！

当時のプレゼン資料の一部

ギネス世界記録に挑戦中！

2024年ジンパのテントから

本人（左）と上満研吾（右）
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日
に
我
慢
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
４
月
17
日
。
そ
れ
ま
で

フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
を
極
め
て
い
た
私
で

す
が
、
思
わ
ず
山
田
さ
ん
に
連
絡
し
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
罠
で
し
た
。

　

事
情
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
山
田
さ
ん

の
本
業
が
と
て
も
繁
忙
期
に
な
っ
て
お

り
、
思
う
よ
う
に
ジ
ン
パ
に
時
間
が
割

け
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
同
じ
境
遇

を
知
る
者
と
し
て
こ
れ
ば
っ
か
り
は
責

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
山
田
さ
ん
に

伝
え
た
こ
と
は
「
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
は

僕
の
方
で
請
け
負
い
ま
す
」。
こ
う
し
て

４
年
ぶ
り
に
元
の
立
ち
位
置
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。

　

●
ギ
ネ
ス
ワ
ー
ル
ド
レ
コ
ー
ズ

　
　
と
の
交
渉

　

ま
ず
始
め
た
の
が
４
年
前
に
途
中
で

投
げ
出
し
た
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
30
ペ
ー
ジ

の
解
読
と
、
挑
戦
ま
で
に
ギ
ネ
ス
と
整

合
し
て
い
な
い
と
い
け

な
い
項
目
の
整
理
と
進

捗
の
確
認
で
す
。
ギ
ネ

ス
の
挑
戦
に
お
い
て
事

前
に
取
り
決
め
て
お
く

必
要
の
あ
る
項
目
が
数

10
個
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
い
か
に
自
分
た
ち

に
有
利
な
ル
ー
ル
で

ギ
ネ
ス
と
整
合
で
き

る
か
で
す
。
皆
さ
ん

にYouTube

動
画
で

散
々
お
伝
え
し
た
３
ス
テ
ッ
プ
の
レ
シ

ピ
「
①
牛
脂
を
焼
く
②
肉
を
焼
く
③
も

や
し
を
焼
く
」
も
ギ
ネ
ス
と
の
交
渉
の

末
、
取
り
決
め
て
い
ま
す
。
ギ
ネ
ス

は
、
出
版
物
や
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
関
連
の

企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
レ
シ
ピ
な
ど
を
ル
ー
ル
と
し
て
認

め
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
レ
シ
ピ

は
、
彩
野
菜
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
タ
レ
を

用
い
た
手
の
込
ん
だ
レ
シ
ピ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
成
功
の

秘
訣
は
可
能
な
限
り
シ
ン
プ
ル
な
レ
シ

ピ
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た

の
で
、
前
述
し
た
よ
う
な
独
自
の
３
ス

テ
ッ
プ
の
レ
シ
ピ
を
作
成
し
、
み
ん
な

が
大
好
き
な
「
ベ
ル
食
品
」
に
証
人
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
ギ
ネ
ス
か
ら
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

失
敗
項
目
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
し

た
。
ギ
ネ
ス
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
に
は
細
か

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
や
れ
ば
、
世
界

一
に
な
れ
る
の
で
は
？
と
い
う
安

易
な
考
え
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
ギ
ネ
ス
ワ
ー
ル
ド

レ
コ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
と
の
打
ち
合

わ
せ
を
経
て
、
自
分
の
考
え
が
間

違
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。
な
ん
と
、
ギ
ネ
ス
世
界

記
録
に
挑
戦
す
る
に
は
１
７
０
万

円
も
か
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

私
の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
何
と
か

で
き
る
話
で
は
な
く
、
同
窓
会
に

稟
議
に
か
け
承
認
を
得
た
上
で
挑

戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
何
と
い
っ
て
も
世
界
の

ギ
ネ
ス
な
の
で
、
世
界
記
録
に
つ

い
て
の
細
か
い
ル
ー
ル

が
規
定
さ
れ
て
い
て
、

今
回
の
わ
ず
か
10
分

間
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い

え
ど
も
Ａ
４
で
30
ペ
ー

ジ
以
上
の
び
っ
し
り
文

字
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
正
確
に
解
読
し
て

具
体
的
な
ル
ー
ル
に
ま

と
め
、
参
加
者
（
挑
戦

　

●
調
子
乗
り
み
つ
と

　
　
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
み
つ

　

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
挑
戦
の
き
っ
か
け

を
作
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
私
で
す
。

２
０
１
９
年
ジ
ン
パ
の
実
行
委
員
⾧
と

し
て
１
１
２
９
人
の
参
加
者
を
集
め
る

こ
と
に
成
功
し
た
調
子
に
乗
っ
て
し
ま
っ

た
私
が
、
何
を
思
っ
た
の
か
、
ギ
ネ
ス
世

界
記
録
の
話
を
山
田
さ
ん
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
か
ら
、
す
ん
な
り
話
が
進
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
私
は
、
１
０
０
０
人
で
一
斉
に

者
）
に
正
確
に
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。

　

同
窓
会
の
１
７
０
万
円
を
背
負
い
、

後
悔
の
念
と
不
安
と
闘
い
な
が
ら
準
備

を
進
め
て
い
た
２
０
１
９
年
の
冬
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
始
め
、
そ
の

後
世
界
に
感
染
が
広
が
っ
て
い
っ
た
こ

と
は
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
私
た
ち
の
生

活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
北
大
東

京
ジ
ン
パ
も
例
外
で
は
な
く
延
期
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
毎
年
ジ
ン
パ
の
時
期
に

な
る
と
怯
え
て
い
ま
し
た
。
一
度
挑

戦
を
決
意
し
て
準
備
を
進
め
て
い
た

か
ら
こ
そ
、
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
す
る
と
い

う
の
は
相
当
の
覚
悟
が
必
要
だ
と
分

か
っ
て
い
た
の
で
、
こ

こ
だ
け
の
話
、
ジ
ン
パ

が
延
期
に
な
っ
て
い
た
間
に
福
岡
に
転

勤
し
た
私
は
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
山
田
さ
ん
主
催

の
キ
ッ
ク
オ
フ
で
も
、
業
務
が
多
忙
な

た
め
あ
ま
り
参
加
で
き
な
い
こ
と
を
申

告
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
２
４

年
２
月
、
山
田
リ
ー
ダ
ー
率
い
る
北
大

東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

●
諸
葛
孔
明
山
田
①　
　

　

私
は
日
々
流
れ
る
北
大
東
京
ジ
ン

パ
２
０
２
４
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の

通
知
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。
山
田
さ
ん

が
恐
ろ
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
メ
ン
バ
ー
を
率
い
て
瞬
く
間

に
イ
ベ
ン
ト
は
形
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
や
は
り
、
私
は
自
分
が
い
な
く
て

も
何
と
か
な
る
も
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
、

安
心
し
て
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
て
い
ま

し
た
。

　

様
子
が
変
わ
り
出
し
た
の
が
４
月
上

旬
。
通
知
が
飛
び
交
っ
て
い
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
グ
ル
ー
プ
か
ら
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
が

ピ
タ
ッ
と
止
み
ま
し
た
。
次
第
に

メ
ン
バ
ー
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
メ
ッ
セ
ー

ジ
一
つ
一
つ
に
不
安
や
怒
り
の
よ

う
な
も
の
が
混
じ
っ
て
き
て
い
ま

し
た
。
ま
さ
に
リ
ー
ダ
ー
不
在
の

状
態
で
し
た
。
申
込
者
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
も
溜
ま
っ
て
い
き
、

メ
ン
バ
ー
か
ら
の
不
安
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
様
子
に
私
は
日
に

い
ル
ー
ル
ま
で
は
書
か
れ
て
い
な
い

た
め
、
詳
細
は
公
式
ギ
ネ
ス
認
定
員
と

調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
肉
な

ど
を
焼
い
て
い
る
最
中
は
参
加
者
同

士
で
レ
シ
ピ
を
教
え
合
っ
て
は
い
け

な
い
、
と
い
う
ル
ー
ル
も
そ
の
う
ち
の

一
つ
で
す
。

　

●
１
週
間
前
の
悲
劇　
　

　

こ
の
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
挑
戦
の
準

備
の
中
で
様
々
な
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
し

た
。
到
底
こ
こ
で
は
す
べ
て
を
書
き
き

れ
な
い
の
で
、
挑
戦
１
週
間
前
に
起
き

た
悲
劇
を
お
伝
え
し
ま
す
。
ギ
ネ
ス
と

の
ル
ー
ル
整
合
を
概
ね
終
え
、
あ
と
は

こ
の
ル
ー
ル
を
参
加
者
に
正
確
に
伝
え

ら
れ
れ
ば
成
功
、
と
言
う
フ
ェ
ー
ズ
に

な
っ
て
い
た
１
週
間
前
の
５
月
９
日
に

事
件
が
起
き
ま
し
た
。
ギ
ネ
ス
挑
戦
用

の
特
別
の
ラ
ム
肉
パ
ッ
ク
を
発
注
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
用
意
で
き
な
い

と
突
如
調
達
先
か
ら
告
げ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　
１
人
前
の
ラ
ム
肉
20ｇ
を
１
０
０
０

人
分
用
意
し
、
さ
ら
に
個
包
装
に
対

応
す
る
業
者
は
な
か
な
か
い
な
い
、

挑
戦
で
き
な
い
の
が
一
番
ま
ず
い
！ 

そ
の
話
を
受
け
た
時
、
事
態
が
重
大

す
ぎ
て
私
は
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
半
日
後
に

は
現
場
担
当
の
西
野
さ
ん
が
農
学
同

窓
会
の
業
者
の
方
（
石
崎
英
治
さ

ん
）
を
見
つ
け
て
い
た
の
に
は
、
さ

ら
に
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

●
諸
葛
孔
明
山
田
②
と

　
　
世
界
一
請
負
人
み
っ
つ

　

山
田
さ
ん
の
ど
の
辺
が
諸
葛
孔
明

だ
っ
た
か
っ
て
話
で
す
が
、
世
界
一
に

な
っ
た
夜
山
田
さ
ん
と
飲
ん
だ
時
の
こ

と
。「
今
回
の
山
田
さ
ん
は
さ
す
が
に

酷
す
ぎ
た
」
と
酒
を
飲
み
な
が
ら
山
田

さ
ん
を
詰
め
て
い
た
私
で
す
が
、
そ
の

時
の
や
り
取
り
が
こ
ち
ら
。

山
田
：「
あ
え
て
何
も
し
な
か
っ
た
。

忙
し
く
て
余
裕
が
な
さ
す
ぎ
た
の
は
本

当
だ
し
、
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
た

け
ど
、
何
も
や
ら
な
い
の
を
貫
い
た
。

思
惑
通
り
、
上
満
が
動
き
出
し
た
。」

み
っ
つ
：「
何
だ
こ
い
つ
～
」

　

こ
の
た
び
は
多
く
の
皆
さ
ま
に
北
大

東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
４
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
そ
し
て
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
達
成

の
瞬
間
に
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ギ
ネ
ス
世

界
記
録
を
達
成
で
き
た
の
は
参
加
者
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
と
し
て
、
取
引
業
者

様
や
ジ
ン
パ
実
行
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
ご
尽
力
の
お
陰
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
度
こ
そ
福
岡
県
民
と
し
て
フ
ェ
ー

ド
ア
ウ
ト
み
つ
を
貫
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
世
界
一
請
負
人

と
し
て
、
皆
さ
ま
を
世
界
一
に
導
い
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

世
界
一
を
ご
所
望
の
方
は
み
っ
つ
ま
で

ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

左から寳⾦総長、山田尚大、ギネス認定員、本人

ギネスルールブック

ギネス記録認定員のルール説明

当日のルールを発信したYouTubeチャンネル

ピンチを救った石崎さんと西野さん

ギネス世界記録までのドラマ ◆祝！ギネス達成！！ 新社会人歓迎 「北大東京ジンパ２０２４」

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
ま
で
の
ド
ラ
マ

組
織
・
交
流
委
員
会 

副
委
員
長  

上
満
研
吾 

（
み
っ
つ
係
ち
ょ
ー
／
Ｈ
27•

経
院
）
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◎職場奮戦記
　　

◆
開
学
以
来
の
チャン
ス
が

　
　

北
大
・
北
大
人
に
訪
れ
て
い
る

　

北
海
道
開
拓
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と

し
、日
本
の
未
来
を
拓
く「
帝
国
大
学
」

と
し
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
ス
タ
ー
ト
し

た
北
大
は
、
１
５
０
周
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
七
帝
と
い
わ
れ
、
多

く
の
日
本
の
官
僚
、経
営
者
、実
業
家
、

教
育
者
な
ど
を
生
み
出
し
て
き
た
北
大

で
す
が
、
こ
の
10
年
あ
ま
り
は
、
個
人

的
に
は
な
ん
と
な
く
さ
え
な
い
状
況
が

続
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
、
北
海
道
第
二
の
開
拓
と
い
っ

て
も
よ
い
く
ら
い
の
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
苫
小
牧
地
区
へ
の
巨
大
半

導
体
産
業
の
進
出
、
そ
し
て
２
０
３
０

年
に
は
着
実
に
訪
れ
る
食
糧
危
機
で

す
。
こ
の
２
大
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
、

北
大
を
再
興
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
寶

金
総
⾧
の
戦
略
は
非
常
に
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。
大
き
な
「
夢
」
の
あ
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。

　　

◆
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
目
指
そ
う　
　

　

北
大
工
学
部
東
京
支
部
会
⾧
や
、

北
大
東
京
同
窓
会
副
会
⾧
な
ど
を
歴

任
し
、
北
大
出
身
の
企
業
や
官
僚
ト
ッ

プ
が
東
京
で
集
ま
る
私
的
な
会
「
囲

む
会
」
に
参
加
し
て
い
る
私
に

は
、
少
々
違
和
感
を
感
じ
て
し

ま
う
議
論
テ
ー
マ
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
北
大
の
ラ
ン
キ

ン
グ
を
上
げ
る
こ
と
、
即
ち
グ

ロ
ー
バ
ル
に
も
、
日
本
の
中
で

も
、
評
価
ラ
ン
キ
ン
グ
を
上
げ

よ
う
と
い
う
議
論
で
す
。
決

し
て
悪
い
事
で
あ
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
北
大
に

と
っ
て
、
そ
し
て
北
大
人
に

と
っ
て
誇
れ
る
結
果
を
生
む
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
か
？
と
い
う
疑
問
が
あ

り
ま
す
。
何
か
と
序
列
を
重
ん
じ
る
日

本
社
会
で
は
、
す
で
に
〝
お
受
験
〟
シ

ス
テ
ム
が
完
成
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
中

学
、
高
校
、
大
学
ま
で
、
全
て
ラ
ン
キ

ン
グ
が
で
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
序
列

社
会
の
中
で
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
学

同
士
が
、
ラ
ン
キ
ン
グ
を
上
げ
よ
う
と

競
い
合
っ
て
も
、
答
え
は
そ
ん
な
に
変

わ
ら
な
い
、
即
ち
、
序
列
は
そ
ん
な
に

変
わ
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
ん
な

こ
と
を
競
う
く
ら
い
な
ら
、
ど
こ
の
大

学
に
も
な
い
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
磨
く
、

即
ち
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
に
な
れ
ば
よ
い

と
心
か
ら
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ

も
そ
も
、「
囲
む
会
」
に
参
加
さ
れ
て

い
る
ト
ッ
プ
の
皆
様
こ
そ
が
、
ユ
ニ
ー

ク
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在
と
お
思

え
る
か
ら
で
す
。
今
、
北
大
人
に
は
開

学
以
来
の
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
北
大
が
、
そ
し
て
北
大
人
が
ユ

ニ
ー
ク
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在
に

な
っ
て
成
⾧
し
て
行
く
事
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　　

◆
経
営
者
に
な
って
会
社
の

　
　

組
織
風
土
を
変
え
た
か
った　

　

私
は
、
１
９
８
４
年
に
北
大
工
学
部

工
学
院
で
合
成
化
学
工
学
を
専
攻
し
、

同
年
味
の
素
株
式
会
社
に
就
職
し
ま
し

た
。
食
品
企
業
で
す
の
で
、
北
大
出
身

者
は
農
学
部
や
水
産
学
部
が
多
く
、
文

化
系
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
北
大
出
身
者
で
は
珍
し
い
工
学

部
出
身
で
し
た
。
現
在
、北
大
の
理
事
・

副
学
⾧
を
さ
れ
て
い
る
横
田
篤
さ
ん
と

味
の
素
同
期
入
社
で
す
が
、
横
田
さ
ん

は
す
で
に
博
士
号
を
取
得
さ
れ
て
か
ら

の
入
社
で
、
研
究
開
発
能
力
は
群
を
抜

い
た
存
在
で
し
た
。
途
中
で
退
社
さ
れ

北
大
に
戻
り
学
究
の
道
、
そ
し
て
教
育

の
道
を
究
め
ら
れ
た
の
は
、
素
晴
ら
し

い
決
断
、選
択
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
と
い
え
ば
、
工
学
部
出
身
で
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
、
生
産
技
術
が
得
意

で
味
の
素
が
得
意
と
す
る
発
酵
や
食
品

の
基
礎
研
究
は
苦
手
だ
っ
た
の
で
、
ア

ミ
ノ
酸
の
海
外
展
開
や
新
商
品
の
製
造

北大ラグビー部時代

法
確
立
の
道
を
極
め
よ
う
と
志
を
決
め

ま
し
た
。
た
だ
、
味
の
素
で
経
営
者
に

な
る
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
文
科
系
の

大
学
を
出
て
、
事
情
経
験
と
実
績
を
積

む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

入
社
早
々
に
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

創
業
１
１
５
年
の
伝
統
的
な
食
品
会
社

に
は
、
固
定
的
な
社
員
の
暗
黙
の
序
列

が
出
来
上
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

歴
代
の
社
⾧
は
、
創
業
家
以
外
は
、

東
大
、
慶
応
か
一
橋
大
を
卒
業
し
た
、

い
わ
ゆ
る
「
文
科
系
」
の
人
間
し
か

な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
大
卒
入

社
組
は
、
一
流
大
学
出
身
者
ば
か
り

で
、
ほ
ぼ
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
通
り
の
人

数
比
率
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
入
社
し

た
と
き
か
ら
、
何
か
に
つ
け
て
暗
黙
の

順
位
付
け
が
な
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、

い
つ
も
「
文
科
系
」
が
「
技
術
系
」
の

上
に
立
つ
こ
と
が
不
文
律
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
し
た
。
そ
ん
な
社
風

や
カ
ル
チ
ャ
ー
が
嫌
で
嫌
で
た
ま
ら
な

い
日
々
、
と
い
う
よ
り
も
年
月
が
積
み

重
な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
私
は
い
つ

か
、
経
営
の
で
き
る
「
技
術
系
」
と
言

わ
せ
て
や
ろ
う
と
、
い
つ
も
思
っ
て
い

ま
し
た
。
経
営
者
に
な
る
こ
と
が
私
の

「
夢
」
だ
っ
た
の
で
す
。
味
の
素
と
い

う
伝
統
的
な
日
本
の
企
業
に
あ
る
、
大

学
の
序
列
、
人
事
制
度
上
の
序
列
か
ら

は
み
出
し
て
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在

に
な
り
た
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、「
会
社
を
変
え
て
ゆ
く
」
し
か

選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　

◆
あ
な
た
は
エ
リ
ー
ト
で
は
な
い

　

札
幌
出
身
で
、
大
学
は
北
大
し
か
見

て
い
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
入
学
し

て
か
ら
、
あ
る
関
東
の
出
身
者
に
、

「
北
大
な
ん
て
エ
リ
ー
ト
じ
ゃ
な
い
ん

だ
ぜ
！
」
と
正
面
か
ら
な
じ
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に
、
多
く
一

流
大
学
が
ひ
し
め
き
、
し
の
ぎ
を
削
る

関
東
出
身
者
か
ら
み
れ
ば
、
北
大
は
エ

リ
ー
ト
の
ゆ
く
大
学
に
は
見
え
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分
も
北

大
生
の
く
せ
に
、
そ
の
北
大
に
プ
ラ
イ

ド
の
一
つ
も
持
て
な
い
の
か
？
と
悲
し

く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
情
け
な
い
大

学
に
入
っ
た
の
か
？
と
落
ち
込
ん
だ
の

で
す
。

　

話
は
前
後
し
ま
す
が
、「
事
務
系
」

で
な
く
て
は
経
営
者
に
な
れ
な
い
と

感
じ
た
私
は
、
42
歳
に
し
て
Ｍ
Ｂ
Ａ

を
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
取
得
し
ま
し
た

(UISQ

：Southern　

Queensland　

University)

。
こ
れ
で
堂
々
と
も
の
が

言
え
る
と
考
え
た
私
は
、
社
内
で
今
後

は
事
業
を
経
験
し
て
、
経
営
を
目
指
す

と
公
言
し
は
じ
め
た
の
で
す
が
、
こ
れ

が
極
め
て
味
の
素
の
「
事
務
系
」
か
ら

は
不
評
で
、「
そ
ん
な
も
の
は
通
用
し

な
い
」
と
か
、「
生
意
気
な
存
在
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
め
げ
ず
に
経
営
者
を
目
指
し
た

の
は
、
北
大
の
後
輩
に
久
々
に
会
っ
て

言
わ
れ
た
一
言
で
し
た
。「
経
営
の
で

き
る
人
が
経
営
者
に
な
る
べ
き
。
文
科

系
、
技
術
系
な
ど
全
く
関
係
な
い
。
当

社
で
は
、
そ
う
い
う
結
論
に
と
っ
く
の

昔
に
な
っ
て
い
る
」。

　

正
直
、
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
後
輩
に

こ
ん
な
事
を
言
わ
れ
る
ま
で
、
経
営
の

本
質
に
気
が
付
か
な
い
自
分
が
情
け
な

く
な
っ
た
の
で
す
。
北
大
人
は
、
北
大

出
身
で
あ
る
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を
持
て

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
し
、
会
社
に
入
っ

て
経
営
者
に
な
り
た
け
れ
ば
、
必
死
に

努
力
し
て
経
営
力
を
身
に
け
れ
ば
よ
い

だ
け
の
事
で
す
。
暗
黙
の
序
列
を
押
し

付
け
ら
れ
て
も
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か

け
ら
れ
、
な
ん
と
否
定
さ
れ
よ
う
と
も

び
く
と
も
し
な
い
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
て

ば
よ
い
の
で
す
。

　　

◆
「
夢
」
を
あ
き
ら
め
ず
、

　
　

  

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在
へ

　

味
の
素
で
の
最
後
の
３
年
間
、
代
表

取
締
役
副
社
⾧
・
兼
Ｃ
Ｄ
Ｏ
（
チ
ー
フ

デ
ジ
タ
ル
オ
フ
ィ
サ
ー
）
と
し
て
Ｄ
Ｘ

を
中
心
と
し
て
、
企
業
変
革
に
成
功

し
、
組
織
風
土
の
改
革

と
と
も
に
、
大
き
な
業

務
成
果
を
あ
げ
る
事

が
で
き
ま
し
た
。『
Ｃ

Ｄ
Ｏ 

Ｏ
Ｆ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｙ

Ｅ
Ａ
Ｒ 

２
０
２
０
』

と
い
う
非
常
に
名
誉
な

賞
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
北
大
出

身
、
技
術
系
出
身
、
味

の
素
出
身
の
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
、
他
社
の
顧
問
や
社
外
取
締

役
と
し
て
日
本
企
業
の
経
営
を
ご
支
援

し
て
い
ま
す
。
日
本
企
業
の
経
営
者
は

「
失
わ
れ
た
30
年
」
と
自
嘲
気
味
に
話

し
ま
す
が
、
私
は
「
夢
を
見
る
こ
と
を

や
め
た
30
年
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
日
本
社
会
の
横
並
び

主
義
、
序
列
主
義
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
多
く
の
北
大
の
先
輩
た
ち
が
、

そ
の
序
列
を
抜
け
出
し
、
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
存
在
と
し
て
輝
く
キ
ャ
リ
ア
を
磨

い
て
き
ま
し
た
。
北
大
人
で
あ
る
プ
ラ

イ
ド
を
持
ち
、「
夢
」
を
諦
め
な
か
っ

た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
私
の
リ
ア
ル
な
経
験
を
通

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
書
を
上
梓
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
環
境
に
あ
っ
て
も
「
夢
」
を
諦

め
ず
に
、
成
⾧
し
て
ゆ
く
こ
と
が
い
か

に
大
切
か
に
つ
い
て
、
若
手
か
ら
社
⾧

の
皆
様
ま
で
、
幅
広
い
世
代
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
一
読
く
だ

さ
い
。

「会社を変えるということ」 
ダイヤモンド社　福士 博司 著

2024年04月 発行 

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
、

ハ
ラ
ハ
ラ
の
変
革
物
語

味の素株式会社特別顧問、
日本食品添加物協会会長ほか

福士 博司
（S59・工・合成化学 修士）
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◎職場奮戦記
　

◆
急
激
に
増
加
す
る
難
聴
者

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
難
聴
者
の
数
は

25
億
人
に
達
す
る
と
予
測
し
て
い
ま

す
。
ス
マ
ホ
の
普
及
に
よ
っ
て
イ
ヤ

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
大
音
量
で
音
楽
を
聴

く
若
者
が
難
聴
予
備
軍
と
し
て
約
10
億

人
い
る
こ
と
に
よ
る
増
加
が
大
き
い

と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま

す
。
２
０
５
０
年
の
世
界
人
口
は
約

１
０
０
億
人
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
４
人
に
１
人
が
難
聴
者
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
あ
ま
り
報
道

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

世
紀
に
人
間
社
会
が
直
面
す
る
大
き
な

課
題
の
一
つ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち

は
、
健
聴
者
に
最
適
化
し
た
社
会
づ
く

り
し
か
し
て
来
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

◆
補
聴
器
の
普
及
率
は
低
い

　

日
本
で
は
補
聴
器
の
普
及
は
約

２
０
０
万
台
で
す
。
難
聴
者
の
数
は
約

１
２
０
０
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
15
％
程
度
の
普
及
率
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
普
及
し
な
い
理
由
は
、
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
耳
に
補
聴
器
を
装
着
し
続

け
る
こ
と
自
体
が
疎
ま
し
い
、
ま
た
年

寄
り
と
思
わ
れ
る
の
で
カ
ッ
コ
悪
い
、

と
い
う
声
が
多
い
で
す
。
高
性
能
の
機

器
は
ま
だ
ま
だ
高
価
で
あ
る
こ
と
も
普

及
を
妨
げ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
使
用
を
始
め
た
と
し
て
も
、

使
わ
な
く
な
る
人
た
ち
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
店
に
行
っ
て
調
整
す
る
必
要

が
あ
る
か
ら
で
す
。
聞
こ
え
方
は
人
に

よ
っ
て
皆
違
い
が
あ
り
ま
す
し
、
年
齢

に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

都
度
店
に
出
か
け
専
門
家
に
調
整
を
頼

む
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

欧
米
諸
国
は
、
日
本
よ
り
も
公
的
助

成
制
度
が
充
実
し
て
い
る
の
で
30
～

40
％
と
比
較
的
高
い
で
す
が
、
そ
れ
で

も
半
数
に
満
た
ず
、
補
聴
器
が
完
全
な

難
聴
対
策
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
状
況
で
す
。
故
に
装
着
や
調
整
の
必

要
が
な
い「
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
ー
」が
、

耳
の
遠
い
方
々
の
生
活
を
助
け
る
選
択

肢
の
一
つ
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
◆
「
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
ー
」
の
開
発

　

高
齢
者
へ
の
音
楽
療
法
を
行
な
っ
て

い
た
あ
る
大
学
教
授
に
よ
る
「
蓄
音
機

の
音
は
耳
の
遠
い
人
々
に
と
っ
て
聞
こ

え
や
す
い
」
と
の
発
見
が
「
ミ
ラ
イ
ス

ピ
ー
カ
ー
」
開
発
の
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。
蓄
音
機
の
ラ
ッ
パ
の
部
分
が

曲
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ヒ
ン

ト
に
、
曲
面
の
板
を
振
動
さ
せ
音
を
出

す
ス
ピ
ー
カ
ー
を
開
発
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
耳
の
遠
い
人
々
の
聞
こ
え
を
改

善
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。

　

様
々
な
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
っ

て
、
こ
の
曲
面
振
動
板
か
ら
出
る
音
波

は
円
錐
型
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
そ
れ
と
は

全
く
違
う
形
状
で
あ
る
こ
と
ま
で
は
掴

め
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
な
ぜ
そ
の

特
殊
な
音
波
が
耳
の
遠
い
人
の
聞
こ
え

を
改
善
す
る
の
か
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム

ま
で
は
ま
だ
解
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い
く

つ
か
仮
説
は
あ
り
ま
す
の
で
様
々
な
専

門
家
と
時
間
を
か
け
て
で
も
解
き
明
か

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

◆
Ｂ
２
Ｂ
か
ら
Ｂ
２
Ｃ
に

　

２
０
１
５
年
に
初
め
て
「
ミ
ラ
イ
ス

ピ
ー
カ
ー
」
を
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
製
品
は
大
き
く
価
格
も
約

15
万
円
と
高
価
で
し
た
。
個
人
は
な
か

な
か
買
え
な
い
の
で
、
主
に
法
人
向
け

に
販
売
し
て
お
り
ま
し
た
。
銀
行
や
役

所
な
ど
が
、
受
付
窓
口
で
順
番
を
待
っ

て
い
る
お
客
さ
ん
の
呼
び
出
し
を
す
る

た
め
に
導
入
し
て
く
れ
ま
し
た
。
高
齢

者
に
聞
こ
え
や
す
く
、
広
く
遠
く
ま

で
音
が
届
く
特
性
が
評
価
さ
れ
た
の
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
人
向
け
販
売

は
一
定
以
上
に
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

顧
客
や
社
員
に
ど
れ
く
ら
い
耳
の
遠
い

人
が
い
て
ど
れ
く
ら
い
困
っ
て
い
る
の

か
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
費
用
対
効
果

が
は
っ
き
り
し
な
い
か
ら
で
す
。
目
の

不
自
由
な
人
に
つ
い
て
は
周
り
の
人
も

気
づ
き
や
す
い
け
れ
ど
、
耳
の
遠
い
方

の
存
在
は
な
か
な
か
分
か
り
に
く
い
の

で
す
。
自
分
か
ら
耳
が
遠

い
こ
と
を
言
う
人
は
あ
ま

り
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら

ば
と
、
聞
こ
え
の
問
題
を

よ
り
切
実
に
感
じ
て
い
る

で
あ
ろ
う
家
庭
向
け
に
小

型
で
安
価
な
製
品
を
開
発

し
２
０
２
０
年
に
リ
リ
ー

ス
し
ま
し
た
。
容
積
は
か

つ
て
の
５
分
の
１
と
コ

し
ま
っ
た
。
見
か
ね
た
娘
さ
ん
が
当
社

の
「
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
ー
」
を
買
っ
て

き
た
と
こ
ろ
「
聞
こ
え
る
！
」
と
喜
ん

で
い
た
だ
き
、
ま
た
テ
レ
ビ
を
楽
し
め

る
よ
う
に
な
り
、
目
に
輝
き
が
戻
り
表

情
も
明
る
く
な
っ
た
。
お
か
げ
で
家
庭

の
雰
囲
気
も
明
る
く
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
感
謝
の
お
便
り
を
娘
さ
ん
か
ら
頂

い
た
時
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

１
９
８
８
年
経
済
学
部
卒
業
の
山
地

浩
と
申
し
ま
す
。
在
学
中
は
恵
迪
寮
に

居
ま
し
た
。
木
造
の
古
い
寮
の
最
後
の

世
代
で
あ
り
現
在
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
寮
の
最
初
の
世
代
で
す
。
そ
の
寮

も
ま
た
老
朽
化
が
激
し
く
改
修
・
改
築

が
必
要
と
の
こ
と
、
月
日
が
経
つ
の
は

早
い
も
の
で
す
。
恵
迪
寮
で
は
日
本
中

か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
仲
間
と
交
流

し
、
様
々
な
価
値
観
や
考
え
方
が
あ
る

こ
と
を
知
り
大
い
に
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
大
事

に
し
、
ま
た
少
し
で
も
世
の
中
の
役
に

立
ち
た
い
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
耳
の
遠
い
方
々
の
聞
こ
え
を

改
善
す
る
「
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
ー
」
の

開
発
・
生
産
・
販
売
を
行
う
株
式
会
社

サ
ウ
ン
ド
フ
ァ
ン
の
代
表
取
締
役
を
務

め
て
お
り
ま
す
。
当
社
は
２
０
１
３
年

に
創
業
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
、
私

は
２
０
１
８
年
に
創
業
者
か
ら
引
き
継

ぎ
経
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

◆
「
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
ー
」
と
は
？

　

普
通
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
円
錐
型
の
振

動
板
が
前
後
に
ピ
ス
ト
ン
運
動
を
し
て

空
気
を
振
動
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
は
約
百

年
間
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対

し
て
「
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
ー
」
は
曲
面

の
板
を
振
動
さ
せ
る
と
い
う
全
く
新
し

い
方
式
で
す
。
そ
の
音
は
、
広
く
遠
く

ま
で
広
が
り
、
か
つ
多
く
の
耳
の
遠
い

人
に
と
っ
て
言
葉
が
は
っ
き
り
と
聞
こ

え
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

当
社
の
ユ
ー
ザ
ー
調
査
に
お
い
て
約
９

割
の
お
客
様
が
、
聞
こ
え
が
改
善
し
た

と
答
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

◆
顧
客
か
ら
の
嬉
し
い
お
便
り

　

時
折
お
客
様
か
ら
、
諦
め
て
い
た
の

に
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
日
々
を
生

き
る
気
持
ち
そ
の
も
の
が
明
る
く
前
向

き
に
な
っ
た
、
と
い
う
嬉
し
い
お
便
り

を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
が
我
々
に

と
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
大
き
な
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
次
の
よ
う
な
お
便
り
で
す
。

　

あ
る
90
歳
台
の
女
性
が
難
聴
に
な
っ

て
し
ま
い
、
そ
れ
ま
で
毎
日
数
時
間
見

て
い
た
テ
レ
ビ
を
全
く
楽
し
め
な
く

な
っ
た
。「
テ
レ
ビ
は
面
白
く
な
い
か
ら

見
な
い
。」
と
言
っ
て
元
気
を
失
っ
て

学生時代の「恵迪寮ジャンプ大会」にて

株式会社サウンドファン
代表取締役

山 地　浩
（S63・経済）

音
量
上
げ
ず
に
言
葉
く
っ
き
り

「
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
ー
」と
は
？

“テレビの音を上げずに言葉をくきっくり”
でおなじみの「ミライスピーカー」

独自の“曲面サウンド”
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ン
パ
ク
ト
に
し
、
価
格
も
３
万
円
を
切

る
価
格
に
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
聞
こ

え
に
く
さ
に
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
大

音
量
に
困
っ
て
い
る
家
族
の
支
持
を
得

て
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
ま
し
た
。
今
春

は
更
に
２
万
円
を
切
る
新
製
品
を
発
売

し
、
よ
り
お
求
め
や
す
く
す
る
努
力
を

し
て
い
ま
す
。

　

◆
販
売
数
日
本
一
の

　
　
　
　

ス
ピ
ー
カ
ー
に

　

Ｂ
２
Ｂ
時
代
は
営
業
マ
ン
を
社
内
に

抱
え
社
外
の
販
売
代
理
店
も
活
用
し
て

法
人
向
け
に
営
業
を
行
な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｂ
２
Ｃ
へ
の
事

業
転
換
を
機
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
直
販

に
切
り
替
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

マ
ー
ジ
ン
の
外
部
流
出
を
な
く
し
、
よ

り
安
価
な
価
格
設
定
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
顧
客
に
直
接
販
売
す
る
こ

と
で
製
品
の
使
用
感
も
よ
り
得
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
耳
の

遠
い
人
に
と
っ
て
ど

う
聞
こ
え
が
改
善
し

て
い
る
の
か
、
あ
る

い
は
ど
う
製
品
を
改

善
し
て
欲
し
い
か
な

ど
我
々
が
気
づ
か
な

い
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
得

ら
れ
る
の
も
直
販
の

大
き
な
利
点
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
買
い
物
を
す
る
高

齢
者
は
ま
だ
限
ら
れ

て
い
る
か
ら
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
の

心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
杞
憂
で
し
た
。

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
そ
の
子
供
や
孫

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
に
た
く
さ
ん
買
っ
て

く
れ
た
か
ら
で
す
。
故
に
敬
老
の
日
、

ク
リ
ス
マ
ス
、
父
の
日
、
母
の
日
の
時

期
に
は
売
り
上
げ
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

宣
伝
手
法
と
し
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
広
告
に
加
え
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
を
積
極
的
に

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
に
繋
い

で
使
う
製
品
で
す
か
ら
、
テ
レ
ビ
で
宣

伝
す
る
の
が
効
果
的
で
あ
ろ
う
と
考
え

た
の
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
影
響

で
テ
レ
ビ
の
視
聴
率
は
全
体
的
に
は
下

が
っ
て
い
る
も
の
の
、
我
々
の
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
高
齢
者
の
多
く
は

ま
だ
ま
だ
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
だ
ろ
う

と
予
測
し
ま
し
た
。
結
果
は
非
常
に
有

効
で
「
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
ー
」
の
知
名

度
を
上
げ
る
の
に
大
い
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
を
見
た

お
客
さ
ん
が
お
店
に
も
買

い
に
来
る
の
で
、
多
く

の
家
電
量
販
店
か
ら
販

売
し
た
い
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
、
現
在
で

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

や
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

通
販
だ
け
で
な
く
全
国
約

２
０
０
０
店
舗
の
家
電
量

販
店
で
も
販
売
を
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
な
ん
と
日
本
で
一

番
売
れ
て
い
る
ス
ピ
ー
カ
ー
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
５
月

お
よ
び
６
月
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
ラ
ン
キ

ン
グ
「
Ｂ
Ｃ
Ｎ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
機
種

別
月
間
販
売
数
１
位
を
記
録
し
た
の
で

す
。
ま
た
累
計
販
売
数
は
、
現
在
25
万

台
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

◆
海
外
展
開

　

聞
こ
え
の
課
題
に
は
国
境
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、「
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
―
」

を
世
界
中
の
人
に
使
っ
て
欲
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
主
要

な
国
々
に
お
い
て
「
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー

カ
ー
」
の
構
造
特
許
を
す
で
に
取
得
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
２
年
ほ
ど
前
か
ら
米
国
で
も
販

売
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
日
本
と
同

じ
よ
う
に
ま
ず
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
直

販
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
の
で
成
功

を
信
じ
て
じ
っ
く
り
と
市
場
開
拓
に
取

り
組
む
つ
も
り
で
す
。
最
近
販
売
が
好

調
に
な
っ
て
き
た
の
で
い
ず
れ
米
国
で

も
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
を
ト
ラ
イ
す
る
つ
も
り
で

す
。
か
つ
て
日
本
発
の
「
ウ
ォ
ー
ク
マ

ン
」
が
世
界
中
の
若
者
を
虜
に
し
た
よ

う
に
、「
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
ー
」
を
世

界
中
の
高
齢
者
か
ら
支
持
さ
れ
る
ブ
ラ

ン
ド
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

知名度を上げたテレビCM

2020年に発売した「ミライスピーカー・ホーム」

若手とシニアが世代を超えて力を合わせたモノづくり

音量上げずに言葉くっきり「ミライスピーカー」とは？

上席理事 久保田 克己（工・昭59・建）

北海道オフィス
札幌市中央区大通西8-2住友商事・フカミヤ大通ビル 
Tel. 011-241-9537  Fax.011-261-7673 
URL: https://www.nikken.co.jp 

日建設計は「価値ある仕事によって社会に貢献する」ことを基本理念としています。

社会の価値観が多様化し変化しつづける現代において、「新しい社会課題に応じる多様な

価値創造」のためには、多様な価値観・経験・才能・ライフスタイルを持った人材が、

人種・国籍・宗教・性別・年齢・障がいの有無・性自認・性的指向などに関わらず、

それぞれの持てる力を最大限に発揮できる環境が必要です。 

日建設計は、経営層の強いコミットメントのもと、ダイバーシティ、エクイティ&インク

ルージョン(DEI)を重要な経営戦略の一つとして積極的に推進することを宣言します。 

まずは、女性の活躍推進を重要なテーマと位置づけ、会社として定量な目標および定性的な

活動計画を定めたうえで、順次適切な施策を講じていきます。 

日建設計   

ダイバーシティ、エクイティ&インクルージョン(DEI)推進宣言 

ヒューリック
赤坂一ツ木通ビルＢ１
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◎職場奮戦記

で
す
（
時
効
と
い
う
こ
と
で
、
お
許
し

く
だ
さ
い
）。

　

独
立
す
る
前
年
、
事
業
計
画
を
考
え

て
い
る
最
中
に
、
こ
の
苦
い
思
い
出

が
蘇
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
既
に
町

田
の
里
山
と
出
会
っ
て
い
た
私
の
中

に
、
一
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
閃
き
ま
し

た
。・
・
・
あ
の
時
は
土
を
捨
て
て
し

ま
っ
た
が
、
も
し
里
山
と
繋
が
っ
て
い

た
ら
、
土
を
循
環
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
。
ベ
ラ
ン
ダ
で
使
用
し
た
土
を

里
山
に
持
っ
て
き
て
、
代
わ
り
に
良
質

な
土
を
持
ち
帰
る
。
そ
ん
な
仕
組
み
が

で
き
た
ら
、
都
市
の
人
た
ち
に
と
っ
て

魅
力
的
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、「
都
市
と
里
山
を
つ
な
ぐ
」

と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
明
確
に
な
り
、

「
ま
ち
や
ま
」
と
い
う
名
前
が
生
ま
れ

た
の
で
し
た
。

　

ま
ち
や
ま
で
は
、
都
市
に
住
む
人
に

も
自
然
の
恵
み
や
し
く
み
を
活
か
し
た

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
市

民
が
主
体
的
に
関
わ
れ
る
循
環
型
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
は
、

自
ら
が
食
べ
物
や
植
物
を
育
む
場
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
大
人
を
問
わ

ず
学
び
や
癒
や
し
の
場
と
な
り
、
交
流

の
場
と
な
り
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
拠
点
に

も
な
り
得
ま
す
。
生
ご
み
は
収
集
車
で

運
搬
さ
れ
る
こ
と
な
く
地
域
で
資
源
が

回
り
ま
す
。
そ
し
て
、
人
々
が
土
や
自

然
と
繋
が
っ
て
心
地
よ
い
暮
ら
し
を
紡

ぐ
場
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
が
増
え
れ
ば
、

少
し
ず
つ
「
ま
ち
」
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

に
変
わ
っ
て
い
く
。

　

最
近
、
人
も
物
も
循
環
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
は
、
都
市
の
中
の
小

さ
な
里
山
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
を
増
や
す
こ
と
は
、

都
市
の
中
に
里
山
を
創
る
と
い
う
こ

と
。
そ
う
考
え
る
と
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

精
神
が
掻
き
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

里
山
的
な
空
間
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
は
、
気
候
変
動
や
資
源
循
環
と

い
っ
た
喫
緊
の
課
題
に
対
す
る
有

効
な
解
決
策
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
が
よ

り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
か
つ
豊
か
に
な

る
よ
う
、
そ
し
て
将
来
の
子
ど
も

た
ち
が
地
球
上
で
幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
、
人
と
土
が
心
地

よ
く
繋
が
れ
る
場
づ
く
り
に
励
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

工
学
部
Ｈ
14
卒
の
塚
原
宏
城（
旧
姓：

佐
藤
）
と
申
し
ま
す
。

　

２
度
の
転
職
を
経
て
、
今
は
東
京
・

町
田
の
里
山
を
拠
点
に
、
環
境
教
育
・

Ｅ
Ｓ
Ｄ
（Education for Sustainable 

Developm
ent

：
持
続
可
能
な
社
会
の

担
い
手
を
育
む
教
育
）
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

　

◆
独
立
ま
で
の
経
緯　

　

新
潟
で
生
ま
れ
、
里
山
の
風
景
が
身

近
に
あ
る
農
村
で
育
ち
ま
し
た
。
自
然

好
き
だ
っ
た
私
は
、
環
境
の
仕
事
に
就

き
た
い
と
思
い
、
大
自
然
へ
の
憧
れ
も

あ
っ
て
、
北
大
工
学
部
の
社
会
工
学
系

（
土
木
工
学
科
や
環
境
工
学
科
が
入
っ

て
い
た
）
を
選
び
ま
し
た
。
北
大
時
代

は
水
泳
部
に
所
属
し
、
２
年
生
の
夏
に

は
、
夢
だ
っ
た
自
転
車
で
の
北
海
道
一

周
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、札
幌
市
の
技
術
職
員
（
土

木
）
と
し
て
、
下
水
道
事
業
に
従
事
し

ま
し
た
。
や
り
が
い
は
大
き
か
っ
た
で

す
が
、
様
々
な
人
と
接
す
る
中
で
、
社

会
の
基
礎
と
な
る
人
づ
く
り
（
教
育
）

に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

循
環
型
の
里
山
暮
ら
し
に
触
れ
て
ほ
し

い
と
考
え
、
設
立
当
初
か
ら
、
週
末
に

月
１
回
の
親
子
向
け
の
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
ま
ち
や
ま
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
米
づ
く
り
や
竹
を

使
っ
た
活
動
を
軸
に
し
て
、
冬
は
落
ち

葉
か
き
や
味
噌
づ
く
り
、
春
に
は
ヨ
モ

ギ
団
子
づ
く
り
と
い
っ
た
体
験
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
、
四
季
折
々
の
原
体
験
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
に
は
、
耕
作
放
棄
地
を

再
生
さ
せ
た
自
然
菜
園
で
「
ま
ち
や
ま

フ
ァ
ー
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
一
年
を
通
し
て
無
農
薬
・
無
化
学

肥
料
で
野
菜
や
小
麦
な
ど
を
育
て
て
い

ま
す
。
先
に
紹
介
し
た
土
を
循
環
さ
せ

る
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
フ
ァ
ー
ム
と
連
動

さ
せ
て
、
よ
う
や
く
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

◆
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
か
ら

　
　

仕
事
が
生
ま
れ
る

　

週
末
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
平

日
の
仕
事
を
作
り
た
い
と
思
案
し
て
い

た
時
、米
バ
ー
ク
レ
ー
で
発
祥
し
た「
エ

デ
ィ
ブ
ル
・
ス
ク
ー
ル
ヤ
ー
ド
（
学
校

菜
園
）」
の
取
り
組
み
に
出
会
い
ま
し

た
。「
地
球
市
民
へ
の
成
⾧
を
目
指
す
」

と
い
う
理
念
に
惹
か
れ
、
偶
然
に
も
隣

接
す
る
多
摩
市
の
公
立
小
学
校
が
日
本

の
モ
デ
ル
校
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
す

ぐ
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
の
実
践
を
重
ね
る
中
で
、
循

環
や
生
態
系
な
ど
自
然
の
し
く
み
（
い

　

そ
ん
な
時
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
子
ど
も
キ
ャ

ン
プ
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
す
る
機

会
を
得
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
子
ど
も

た
ち
の
目
の
輝
き
に
魅
了
さ
れ
て
し
ま

い
、
そ
れ
か
ら
１
年
間
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活

動
に
関
わ
り
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、

回
を
重
ね
る
毎
に
子
ど
も
た
ち
の
行
動

が
変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
見
て
、
自
然

体
験
に
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
、
環
境

教
育
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
す
る
決
意
を

し
ま
し
た
。

　

自
然
学
校
に
転
職
し
て
５
年
が
経
っ

た
頃
、
町
田
の
里
山
に
出
会
い
ま
し

た
。
森
や
竹
林
に
囲
ま
れ
た
谷
地
に
田

ん
ぼ
や
畑
が
あ
り
、
そ
こ
に
多
様
な
生

の
ち
の
繋
が
り
）
を
学
ぶ
場
と
し
て
、

菜
園
は
う
っ
て
つ
け
で
あ
る
と
確
信
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、

条
件
の
良
い
未
利
用
地
を
見
る
に
つ

け
、「
こ
の
場
所
を
学
び
の
場
に
し
た

い
！
」
と
い
う
想
い
が
湧
き
上
が
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
に
、
町
田
市
の
青
少
年

施
設
の
敷
地
内
に
、
南
向
き
の
日
当

た
り
の
よ
い
遊
休
地
を
見
つ
け
ま
し

た
。
小
学
生
向
け
の
企
画
を
作
っ
て
施

設
に
渡
し
た
と
こ
ろ
、
し
ば
ら
く
音

沙
汰
な
し
だ
っ
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
を
機
に
施
設
側
が
動
い
て
く
れ
て
、

２
０
２
０
年
秋
に
菜
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
動
。
翌
春
か
ら
、
自
然
菜
園
ク
ラ

ブ
の
講
師
と
し
て
新
し
い
仕
事
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
、
多
摩
市
に
あ
る
帝
京

大
学
小
学
校
の
校
⾧
先
生
か
ら
の
要
請

を
受
け
、
立
ち
入
り
禁
止
に
し
て
い
た

ぽ
ん
ぽ
こ
山
（
斜
面
緑
地
）
を
活
用
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
こ
と
に

き
物
が
息
づ
い
て
い
る
光
景
を
見

て
、
私
の
中
に
子
ど
も
の
頃
の
原

体
験
が
よ
み
が
え
る
と
と
も
に
、

里
山
に
は
自
然
と
共
生
し
た
循
環

型
の
暮
ら
し
が
あ
り
、
里
山
は
私
た
ち

が
目
指
す
べ
き
社
会
の
モ
デ
ル
に
な
り

得
る
と
直
感
し
ま
し
た
。
こ
こ
を
拠
点

に
自
分
な
り
の
環
境
教
育
を
実
践
し
た

い
と
思
い
、
２
０
１
５
年
に
「
一
般
社

団
法
人
ま
ち
や
ま
」
を
立
ち
上
げ
独
立

し
ま
し
た
。

　

◆
都
市
と
里
山
を
繋
ぎ
た
い

　
　
～
札
幌
で
の
苦
い
思
い
出
を
糧
に
～

　
「
ま
ち
や
ま
」
に
は
２
つ
の
意
味
が

あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
主
た
る
活
動

場
所
で
あ
る
〝
町
田
の
里
山
〟
と
い
う

意
味
で
す
。
２
つ
目
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
る
〝
都
市
（
ま
ち
）
と
里
山
（
や

ま
）
を
つ
な
ぐ
〟
と
い
う
意
味
で
す
。

　

２
つ
目
の
背
景
に
は
、
札
幌
時
代
の

苦
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
当
時
ア

パ
ー
ト
暮
ら
し
の
私
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
菜

園
で
使
い
終
わ
っ
た
土
を
ど
う
処
理
し

て
良
い
か
分
か
ら
ず
、
悩
ん
だ
末
、
豊

平
川
の
河
川
敷
に
撒
い
て
し
ま
っ
た
の

な
り
ま
し
た
。
私
は
、
校
舎
や
菜
園
な

ど
も
含
め
て
学
校
全
体
を
里
山
と
定
義

し
、
敷
地
内
に
あ
る
も
の
を
で
き
る
だ

け
活
用
し
、
循
環
さ
せ
て
い
く
こ
と

を
方
針
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
活

動
が
認
め
ら
れ
、
帝
京
大
学
小
学
校
は

２
０
２
３
年
度
の
多
摩
市
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ア
ワ
ー
ド
（
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
る
と
、
前
職
の
自
然
学
校
時

代
も
含
め
、
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ

や
、
未
開
の
地
を
開
く
よ
う
な
仕
事
が

多
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
北

大
で
培
っ
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
賜

物
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

◆
今
後
の
展
望

　

私
が
本
格
的
に
里
山
で
仕
事
を
始
め

て
、
も
う
す
ぐ
10
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
次
の
10
年
は
、
少
し
視
野
を

広
げ
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

に
も
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

北海道の海沿い2000km超えを
13日間で完遂（右側が本人）

稲刈りレクチャー

自然菜園（種まき）

流しそうめん

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未
来
を
目
指
し
て

都
市
と
里
山
を
つ
な
ぐ

塚原宏城
（H14・工学部） 

一般社団法人まちやま
代表理事
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◎職場奮戦記

が
ら
コ
ー
ラ
作
り
を
す
る
日
々
が
始
ま

り
ま
す
。
仕
事
で
く
た
く
た
に
な
っ
て

家
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
試
作
す
る
日
が

続
き
ま
し
た
。

　

正
体
不
明
の
ワ
ク
ワ
ク
に
突
き
動

か
さ
れ
、
試
作
を
２
年
半
続
け
ま
す
。

で
す
が
、
な
か
な
か
満
足
が
い
く
味
が

で
き
な
い
。
も
う
や
め
よ
う
か
。
そ
う

思
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
他
界
し
た
祖
父

の
遺
品
整
理
で
実
家
と
祖
父
の
工
房
の

あ
っ
た
下
落
合
に
戻
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
家
族
に
祖
父
の
漢
方
作
り
の
思

い
出
話
を
聞
き
な
が
ら
祖
父
の
遺
品
を

眺
め
て
い
た
時
、「
こ
の
漢
方
の
製
法
や

道
具
は
自
分
が
今
趣
味
で
や
っ
て
い
る

コ
ー
ラ
作
り
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
！
」
そ
う
思
っ
た
僕
は

直
ぐ
に
家
に
帰
り
、
思
い
つ
い
た
製
法

で
コ
ー
ラ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る

と
今
ま
で
と
は
次
元
の
違
う
も
の
が
で

き
あ
が
り
ま
す
。

　

早
く
色
々
な
人
に
飲

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思

い
、
友
人
に
試
し
て
み

る
と
、真
顔
で「
こ
れ
、

い
く
ら
な
ら
売
っ
て
く

れ
る
の
？
」
と
言
わ
れ

ま
す
。

　
「
自
分
が
作
っ
た

コ
ー
ラ
が
売
れ
る
の

か
！
」
そ
う
思
っ
た
僕

は
急
い
で
札
幌
時
代

に
お
世
話
に
な
っ
た

車
屋
さ
ん
に
連
絡
を

し
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
作
り
販
売
す
る

こ
と
に
。

　

平
日
は
Ａ
Ｄ
Ｋ
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

し
て
働
き
、
週
末
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で

コ
ー
ラ
を
売
る
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

◆
イ
ヨ
シ
コ
ー
ラ
の
立
ち
上
げ

　

そ
し
て
、
半
年
後
に
「
伊
良
コ
ー
ラ

（
イ
ヨ
シ
コ
ー
ラ
）」
と
い
う
コ
ー
ラ

屋
を
立
ち
上
げ
て
、
４
年
間
勤
め
た
Ａ

Ｄ
Ｋ
を
退
職
し
て
独
立
し
ま
し
た
。
イ

ヨ
シ
と
い
う
の
は
祖
父
の
名
前
と
祖
父

の
漢
方
工
房
の
屋
号
か
ら
と
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
出
店
す
る
際
に
「
ク
ラ
フ

ト
コ
ー
ラ
」
と
銘
打
っ
て
販
売
し
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
か
と
思
い
つ
き
ま
す
。「
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
は
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、「
ク
ラ
フ
ト
コ
ー

ラ
」
と
い
う
言
葉
は
当
時
使
わ
れ
て
お

ら
ず
、
自
分
が
作
っ
た
商
品
は
「
ク
ラ

フ
ト
コ
ー
ラ
」
と
い
う

言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
出
店
し
た
の

が
、
２
０
１
８
年
の
７

月
29
日
な
の
で
、
今
年

で
コ
ー
ラ
屋
を
丸
６
年

や
っ
て
い
る
計
算
に
な

り
ま
す
。
ア
ッ
プ
リ
ン
ク

と
い
う
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

で
コ
ー
ラ
シ
ロ
ッ
プ
卸
の

販
売
も
始
ま
り
、
天
気

や
季
節
に
売
上
が
大
き

く
左
右
さ
れ
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
以
外
に
生

計
の
目
処
が
立
っ
た
の
も
独
立
し
た
理
由

の
１
つ
で
す
。

　

２
０
１
９
年
の
２
月
ご
ろ
に
ヒ
ル
ナ

ン
デ
ス
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
に
出
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で

は
来
店
で
き
る
人
が
限
ら
れ
て
し
ま

う
。
そ
う
考
え
た
僕
は
シ
ロ
ッ
プ
を
瓶

に
つ
め
て
ネ
ッ
ト
で
売
る
こ
と
を
思
い

つ
き
ま
す
。
そ
れ
で
作
っ
た
シ
ロ
ッ
プ

は
伊
勢
丹
の
新
宿
店
で
取
り
扱
っ
て
も

ら
え
る
な
ど
し
て
販
路
も
広
が
り
ま
し

た
。
４
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
サ
ラ
メ
シ
と

い
う
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
名
前
を

知
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
増
え
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
の
２
月
に
は
工

房
の
隣
に
直
売
所
を
オ
ー
プ
ン

し
、
イ
ヨ
シ
コ
ー
ラ
の
ブ
ラ
ン

ド
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
同

じ
年
の
７
月
に
は
イ
ヨ
シ
コ
ー

ラ
の
ボ
ト
ル
商
品
を
販
売
。
高

島
屋
さ
ん
か
ら
お
中
元
で
す
ぐ

飲
め
る
タ
イ
プ
を
取
り
扱
い
た

い
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
こ
れ
も
大
き
く
販
路

を
広
げ
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
銭

湯
や
サ
ウ
ナ
な
ど
に
も
販
路
が
広

が
り
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
の
４
月
に
は
渋
谷

神
宮
前
の
キ
ャ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ト

と
い
う
通
り
に
２
号
店
を
出
店
し

ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
時
期
で

し
た
が
、
逆
に
店
舗
が
空
い
た
こ

と
で
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、カ
ワ
セ
ミ
号
の
出
店
地
の
近
く
だ
っ

た
こ
と
も
こ
こ
で
２
号
店
を
開
こ
う
と

思
っ
た
理
由
の
一
つ
で
す
。
今
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
海
外
の
お
客
様
で
溢
れ
、

海
外
で
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
展
開
を
し
た

い
と
い
う
あ
り
が
た
い
言
葉
を
多
く
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

◆
缶
コ
ー
ラ
へ
の
挑
戦

　
２
０
２
１
年
半
ば
か
ら
２
０
２
２
年

に
か
け
て
は
売
上
も
な
か
な
か
伸
⾧
せ

ず
、
お
お
い
に
悩
み
ま
す
。
高
校
の
友

人
か
ら
「
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ラ
の
市
場
を

作
り
出
し
た
の
は
イ
ヨ
シ
コ
ー
ラ
な
の

た
。
コ
ー
ラ
に
は
ま
っ
た
の
も
大
学
入

学
後
で
す
。
お
酒
が
あ
ま
り
強
く
な
い

の
で
、
飲
み
の
場
で
コ
ー
ラ
ば
か
り
飲

ん
で
い
た
僕
は
い
つ
の
間
に
か
コ
ー
ラ

マ
ニ
ア
と
な
り
、
休
み
を
利
用
し
て
は

世
界
中
に
魚
釣
り
と
コ
ー
ラ
の
旅
に
出

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。偏
頭
痛
に
コ
ー

ラ
が
い
い
と
い
う
の
も
、
頭
痛
持
ち
で

あ
っ
た
僕
が
は
ま
っ
た
き
っ
か
け
の
一

つ
で
し
た
。
卒
業
後
は
大
学
院
に
２
年

行
っ
て
西
表
島
で
魚
の
研
究
を
し
て
、

そ
の
あ
と
新
卒
で
Ａ
Ｄ
Ｋ
と
い
う
広
告

代
理
店
に
入
社
し
ま
す
。

　

◆
コ
ー
ラ
試
作
の
日
々
・

　
　

 

祖
父
の
残
し
た
漢
方
と
再
会

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ

ン
を
し
て
い
る
と
「
１
５
０
年
前
に
漏

れ
出
し
た
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
秘
密
の
レ

シ
ピ
」
と
い
う
怪
し
い
英
語
の
記
事
を

見
つ
け
ま
す
。
そ
の
記
事
を
読
む
と
シ

ナ
モ
ン
、
ナ
ツ
メ
グ
、
コ
リ
ア
ン
ダ
ー

の
よ
う
な
見
慣
れ
た
ス
パ
イ
ス
の
名
前

が
。作
れ
る
か
も
し
れ
な
い
！
そ
う
思
っ

た
僕
は
近
所
の
ス
ー
パ
ー
に
走
り
、
ス

パ
イ
ス
を
買
い
集
め
て
ワ
ク
ワ
ク
し
な

　　

◆
漢
方
職
人
の
祖
父
と
の
思
い
出

　

僕
は
平
成
元
年
、
東
京
の
新
宿
区
の

下
落
合
と
い
う
小
さ
な
町
で
生
ま
れ
ま

し
た
。
新
宿
区
と
い
っ
て
も
端
っ
こ
。

駅
前
に
は
小
さ
な
お
店
が
数
店
舗
。
僕

が
小
学
生
に
な
る
ま
で
町
に
は
コ
ン
ビ

ニ
が
な
く
、
小
さ
な
商
店
が
あ
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
確
か
名
前
は
チ

ト
セ
屋
だ
っ
た
か
な
。

　

そ
ん
な
町
に
流
れ
る
神
田
川
の
ほ
と

り
に
僕
の
祖
父
の
漢
方
工
房
兼
自
宅

と
、
僕
の
実
家
が
あ
り
ま
し
た
。
僕
の

祖
父
は
漢
方
職
人
を
や
っ
て
い
て
、
漢

方
の
生
薬
を
加
工
す
る
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
う
し
た
仕
事
は
な
か
な
か

聞
い
た
こ
と
な
い
で
す
よ
ね
？
祖
父
は

20
坪
ほ
ど
の
小
さ
な
工
房
で
色
々
な
香

り
の
す
る
生
薬
を
い
つ
も
加
工
し
て
い

て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
僕
は
い

つ
も
祖
父
に
く
っ
つ
い
て
そ
の
仕
事
を

眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

幼
い
頃
は
地
元
の
落
合
第
四
幼
稚
園

に
通
い
、
虫
や
魚
が
大
好
き
だ
っ
た
僕

は
、
幼
稚
園
近
く
の
御
留
山
公
園
で
ザ

リ
ガ
ニ
釣
り
を
し
た
り
、
祖
父
と
釣
り

に
行
っ
た
り
、
幼
稚
園
の
ド
ク
ダ
ミ
や

ダ
ン
ゴ
ム
シ
を
潰
し
た
特
製
ド
リ
ン
ク

を
作
っ
て
友
達
に
飲
ま
せ
た
り
し
て
、

と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

◆
地
元
を
離
れ
て
北
大
へ

　

小
学
校
は
国
立
の
学
芸
大
附
属
大

泉
小
学
校
へ
。
周
り
の
友
達
が
み
ん
な

そ
の
ま
ま
落
合
小
学
校
へ
行
く
の
に
、

自
分
だ
け
が
違
う
学
校
に
行
く
の
が
嫌

で
寂
し
か
っ
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
虫
取
り
が
う
ま
く
て
ち
ょ
っ
と
し

た
カ
リ
ス
マ
だ
っ
た
幼
稚
園
時
代
の
僕

は
見
る
影
も
な
く
、
小
、
中
、
高
は
特

別
楽
し
か
っ
た
思
い
出
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。

　

運
動
が
苦
手
で
も
得
意
で
も
な
い
僕

は
特
に
パ
ッ
と
せ
ず
、
そ
れ
な
り
の
学
生

生
活
を
送
り
ま
し
た
。
大
好
き
で
い
つ
も

く
っ
つ
い
て
い
た
祖
父
と
の
関
係
も
次
第

に
疎
遠
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
の
大
き
な
転
機
が
北
大

農
学
部
へ
の
進
学
で
し
た
。
今
後
の
進
路

を
考
え
た
時
、
自
分
は
自
然
が
好
き
だ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
、
初
め
て
心
の
ま
ま

の
選
択
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
理
由
は
な

い
け
れ
ど
、
い
つ
の
間
に
か
あ
ま
り
好
き

で
は
な
く
な
っ
て
い
た
地
元
か
ら
離
れ
た

い
と
い
う
思
い
も
、
北
海
道
に
進
学
し
た

理
由
の
１
つ
で
し
た
。

　

北
大
に
は
２
０
０
８
年
に
農
学
部
に

入
学
し
、
１
年
休
学
し
て
、
２
０
１
３

年
に
卒
業
し
ま
し
た
。
映
画
研
究
会

に
入
っ
た
り
、
バ
イ
ク
で
北
海
道
を
１

周
し
た
り
、
初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
と

北
海
道
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
満
喫
し
ま
し

伊良コーラ（イヨシコーラ）株式会社
代表取締役

小 林　隆 英
（H25・農）

〜
祖
父
か
ら
受
け
継
い
だ
漢
方
で

　
　
開
発
し
た
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ラ
〜

大学時代にツーリングで道内1周

出店のために訪れた台湾（高雄）

2018年から出店している移動販売車「カワセミ号」

僕
の〝
コ
ー
ラ
〟に
ま
つ
わ
る
話

2024年7月よりイヨシコーラの
缶デザインをリニューアル
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に
、市
場
の
伸
⾧
に
対
し
て
イ
ヨ
シ
コ
ー

ラ
の
伸
⾧
は
少
な
い
、
こ
れ
は
ひ
と
え

に
経
営
者
で
あ
る
小
林
く
ん
の
責
任
だ

と
思
う
」と
い
う
言
葉
を
も
ら
い
ま
す
。

優
秀
で
尊
敬
し
て
い
る
友
人
か
ら
の
言

葉
に
ぐ
う
の
音
も
出
ず
、
真
剣
に
今
後

ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
続
け
ま
し
た
。

そ
し
て
考
え
つ
い
た
の
が
「
缶
コ
ー
ラ

の
開
発
」
で
す
。
ち
ょ
う
ど
事
業
家
の

堀
江
貴
文
さ
ん
か
ら
も
「
バ
カ
サ
ミ
ッ

ト
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
「
缶
を
出
し

た
ら
い
い
！
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
っ
た
の
も
き
っ
か
け
で
し
た
。
缶

の
コ
ー
ラ
を
出
す
こ
と
で
販
路
が
飛
躍

的
に
高
ま
り
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
の
４
月
か
ら
缶
コ
ー
ラ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
ま
し

た
。
で
す
が
そ
こ
に
は
大
き
な
壁
が
。

今
ま
で
の
シ
ロ
ッ
プ
の
製
法
だ
と
柑
橘

や
ス
パ
イ
ス
の
顆
粒
が
缶
の
充
填
機
に

詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
判
明
し
た
た

め
、
製
法
を
新
し
く
開
発
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の

高
い
設
備
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
と
数

10
億
の
投
資
が
必
要
な
た
め
、
協
力
会

社
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
技

術
的
な
問
題
と
我
々
の
よ
う
な
規
模
の

会
社
を
相
手
に
し
て
く
れ
る
会
社
が
な

く
、数
10
の
会
社
に
断
ら
れ
続
け
ま
す
。

　

眠
れ
な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
が

（
正
確
に
い
う
と
眠
り
に
着
く
時
間
だ

け
が
休
息
の
時
間
で
、
目
を
覚
ま
し
た

時
に
現
実
に
気
づ
く
と
い
う
毎
日
）、

周
り
の
人
や
会
社
の
メ
ン
バ
ー
の
お
陰

で
、
な
ん
と
か
１
年
か
け
て
商
品
化
に

成
功
し
ま
す
。
支
え
て
く
れ
る
仲
間
や

協
力
し
て
く
れ
る
方
が
い
れ
ば
困
難
な

こ
と
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
し
、
そ
れ
は

何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
も
の
だ
と
身

を
持
っ
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
缶
コ
ー
ラ
の
誕
生
で
つ
い

に
大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
と
同
じ
土
俵

の
上
で
の
戦
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
３
月
に
首
都
圏
の
ナ

チ
ュ
ラ
ル
ロ
ー
ソ
ン
で
先
行
販
売
、

そ
の
後
成
城
石
井
や
全
国
の
銭
湯
・

サ
ウ
ナ
を
中
心
に
広
ま
っ
て
い
き
ま

し
た
。
２
０
２
３
年
７
月
に
は
首
都

圏
の
ロ
ー
ソ
ン
で
数
量
限
定
・
期
間

限
定
発
売
、
２
０
２
４
年
７
月
に
デ

ザ
イ
ン
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
上
、
関
東

関
西
中
部
全
域
の
ロ
ー
ソ
ン
で
数
量

限
定
・
期
間
限
定
販
売
ま
で

た
ど
り
着
き
ま
す
。

　
◆
コ
カ
・
ペ
プ
シ
・

　
　
イ
ヨ
シ
を
目
指
し
て

　

こ
こ
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
く

と
、
困
難
が
あ
り
つ
つ
も
順
風

満
帆
に
や
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
現
在
の
売
上
は

数
億
円
で
大
手
の
飲
料
メ
ー

カ
ー
と
比
べ
れ
ば
吹
け
ば
飛
ぶ

よ
う
な
も
の
。
缶
コ
ー
ラ
販
売
後
に
想

定
し
て
い
た
数
10
億
円
の
金
額
に
は
全

く
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
僕
ら
は
い
か
に
バ
ズ
ら
せ
る

か
と
い
う
空
中
戦
で
は
な
く
、
原
点
に

戻
り
、
直
接
お
客
さ
ん
と
触
れ
合
え
る

接
点
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
直
営
店

と
カ
ワ
セ
ミ
号
の
仲
間
た
ち
を
国
内
外

に
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
商
品

開
発
の
研
究
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　

僕
ら
に
は
創
業
当
初
か
ら
の
夢
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
「
コ
カ
・
ペ
プ
シ
・

イ
ヨ
シ
」
と
い
う
世
界
を
作
る
、
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
僕
ら
は
今
、
缶
の
コ
ー
ラ

を
発
売
し
て
、
大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
と

同
じ
土
俵
に
立
つ
こ
と
で
初
め
て
超
え

る
べ
き
壁
の
高
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

で
も
僕
ら
は
相
変
わ
ら
ず
、「
コ
カ
・

ペ
プ
シ
・
イ
ヨ
シ
」
と
い
う
世
界
を
作

る
、と
い
う
こ
と
を
宣
言
し
続
け
ま
す
。

　

い
つ
の
間
に
か
好
き
で
は
な
く
な
っ

て
離
れ
た
地
元
の
東
京
・
下
落
合
で
す

が
、
今
は
地
元
が
好
き
に
な
り
、
誇
り

を
持
ち
、
ど
ん
な
に
会
社
が
大
き
く

な
っ
て
も
地
元
に
根
を
張
っ
て
進
ん
で

行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
思
え

る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
今
の
事

業
と
、
第
二
の
故
郷
と
も
呼
べ

る
北
海
道
の
お
か
げ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
北
大
と

も
な
に
か
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
出
店
で
き
な
い
か
な
？ 

そ
し

て
、
北
大
の
卒
業
生
と
一
緒
に

働
き
た
い
で
す
。
今
、
会
社
の

メ
ン
バ
ー
が
圧
倒
的
に
足
り
て

い
ま
せ
ん
。「
コ
カ
・
ペ
プ
シ
・

イ
ヨ
シ
」
と
い
う
世
界
を
僕
と

一
緒
に
つ
く
る
の
に
力
を
貸
し

て
欲
し
い
で
す
。
少
し

で
も
興
味
が
あ
る
方
は

Ｄ
Ｍ
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
！

会社の仲間と一緒に（本人は中央）

神田川沿いにある
イヨシコーラ総本店下落合

僕の“コーラ”にまつわる話

◀︎コーラ小林の公式インスタグラムはこちら
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◆北海道大学の歴史

　
　

◇ 

は
じ
め
に

　

２
０
１
６
年
家
業
を
廃
業
し
、
出
来

た
時
間
で
以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
満

洲
に
何
度
か
足
を
運
ん
だ
。
大
連
・
瀋

陽
（
奉
天
）・
葫
芦
島
・
撫
順
そ
し
て

ノ
モ
ン
ハ
ン
と
、
撫
順
で
は
撫
順
平
頂

山
惨
案
紀
念
館
で
日
本
の
撫
順
守
備
隊

に
よ
る
虐
殺「
平
頂
山
事
件
」の
現
場
、

中
国
は
犠
牲
者
３
，
０
０
０
人
と
主
張

す
る
が
、
５
０
０
～
７
０
０
人
の
折
り

重
な
っ
た
人
骨
の
プ
ー
ル
を
見
た
。

　

ま
た
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
で
は
果
て
し
な

く
広
が
る
草
原
に
流
れ
る
ハ
ル
ハ
河
の

国
境
争
い
で
１
万
５
０
０
０
人
も
の
死

傷
者
を
出
し
た
現
場
を
中
国
側
か
ら
遠

望
し
た
。
羊
の
群
さ
え
た
ま
に
し
か
目

に
し
な
い
、
砂
地
の
た
め
に
一
本
の
木

も
生
え
な
い
土
地
の
１
キ
ロ
や
２
キ
ロ

な
ど
ど
う
で
も
良
い
で
は
な
い
か
、
何

の
た
め
に
旭
川
の
第
七
師
団
の
将
兵
は

戦
い
亡
く
な
っ
た
の
か
。

　

◇ 

北
大
農
学
部

　
　

 

貝
沼
洋
二

　

そ
ん
な
思
い
を
自
分
な
り
に
書
き

溜
め
て
い
た
と
き
、
た
ま
た
ま
教
養
時

代
の
同
期
５
人
が
札
幌
で
ハ
チ
ゼ
ミ

と
い
う
勉
強
会
＋
飲
み
会
を
月
一
回

開
催
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
私
も
参

加
す
る
こ
と
に
し
た
。
発
表
は
当
番
制

で
ど
ん
な
こ
と
で
も
構
わ
な
い
、
自
分

な
り
の
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
の
発
表

だ
っ
た
。
私
の
テ
ー
マ
は
「
南
京
事
件

の
ま
ぼ
ろ
し
の
幻
」「
東
條
英
機
そ
の

愛
そ
の
死
」
と
多
少
茶
化
し
た
題
名
の

発
表
だ
っ
た
。

　

そ
の
日
の
発
表
を
終
え
帰
郷
す
る

前
、
い
つ
も
の
よ
う
に
北
大
の
中
央

ロ
ー
ン
を
廻
り
正
門
を
出
て
右
に
あ
る

南
陽
堂
書
店
に
立
ち
寄
っ
た
。
そ
こ
で

目
に
し
た
の
が
中
村
雪
子
著
の
『
麻
山

事
件
』
だ
っ
た
。
こ
の
本
は
１
９
４
５

年
８
月
９
日
の
ソ
連
軍
の
満
洲
侵
攻
に

よ
り
、
開
拓
地
か
ら
の
逃
避
行
、
雨
上

が
り
の
泥
濘
の
中
思
う
よ
う
に
行
動
で

き
ず
、
す
れ
違
っ
た
日
本
軍
に
救
援
を

頼
む
が
断
ら
れ
、
迫
り
来
る
ソ
連
軍
を

前
に
４
６
５
名
の
婦
女
子
が
麻
山
で
集

団
自
決
を
計
っ
た
事
件
を
題
材
に
書
か

れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

私
が
驚
い
た
の
は
、
集
団
自
決
を

計
っ
た
第
四
次
開
拓
団
を
率
い
た
の
が

北
大
農
学
部
出
身
の
貝
沼
洋
二
で
あ
っ

た
こ
と
だ
。
貝
沼
は
「
自
分
と
し
て
は

今
と
な
っ
て
死
ぬ
の
が
最
善
の
方
法
だ

と
思
う
…
自
分
は
開
拓
団
の
責
任
者
と

し
て
女
子
団
員
と
共
に
自
決
す
る
」

と
、
自
ら
先
頭
と
な
っ
て
拳
銃
で
自
身

の
頭
を
撃
ち
抜
い
た
。

　

こ
の
『
麻
山
事
件
』
は
事
件
の
生
残

り
、
大
平
壮
義
が
編
者
と
な
っ
た
『
麻

山
の
夕
日
に
心
あ
ら
ば
』
を
元
に
書
か

れ
て
い
る
。
私
は
古
本
の
ネ
ッ
ト
書
店

で
こ
の
本
を
探
し
出
し
、
届
い
た
か
な

り
痛
み
の
激
し
い
本
が
『
麻
山
事
件
』

の
作
者
中
村
雪
子
の
蔵
書
で
あ
る
こ
と

を
知
り
、
ま
た
驚
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

◇ 

北
大
と
満
州

　

こ
の
事
件
を
追
っ
て
い
く
と
貝
沼
が

農
事
指
導
員
と
し
て
参
加
し
た
日
本
初

め
て
の
満
洲
開
拓
団
、
第
一
次
武
装
開

拓
団
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
こ
の
開
拓
団

団
⾧
も
ま
た
農
学
部
実
科
卒
業
の
山
崎

芳
雄
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
北
大
が

満
洲
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
満
洲
と
の
関
係

は
『
北
大
百
年
史
』
の
中
で
⾧
岡
新
吉

が
「
北
大
に
お
け
る
満
蒙
研
究
」
で
、

詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

　

以
前
こ
の
紙
上
で
、
高
津
俊
司
氏
が

満
鉄
総
裁
と
な
っ
た
札
幌
農
学
校
出
身

の
大
村
卓
一
を
紹
介
し
た
よ
う
に
、
新

渡
戸
稲
造
の
影
響
力
も
あ
り
、
京
都
帝

国
大
学
教
授
・
橋
本
伝
左
衛
門
の
回
想

に
も
、「
台
湾
と
満
洲
に
進
出
す
る
こ
と

は
、
札
幌
出
で
な
く
て
は
駄
目
だ
。
駒

場
出
は
手
も
足
も
出
な
い
と
…
」
と
書

か
れ
て
い
る
よ
う
に
多
く
の
人
材
が
北

大
か
ら
新
天
地
満
洲
に
渡
っ
て
行
っ
た
。

　

そ
の
中
の
一
人
に
１
９
１
１
年
、
北

海
道
帝
国
大
学
農
科
大
学
を
卒
業
し
、

満
洲
国
初
代
総
務
庁
官
と
な
っ
た
駒
井

徳
三
が
い
る
。
駒
井
は
２
度
目
の
妻
と

も
「
広
野
千
里
の
大
陸
に
我
が
身
の
骨

を
曝
そ
う
と
す
る
私
に
と
っ
て
は
、
要

す
る
に
一
個
の
手
足
纏
ひ
に
過
ぎ
な

か
っ
た
こ
と
を
甚
だ
遺
憾
と
す
る
。」

と
単
身
で
満
洲
に
渡
り
、
満
州
事
変
の

立
役
者
石
原
莞
爾
と
満
洲
国
の
成
立
に

尽
力
す
る
が
、
忽
ち
「
新
国
家
に
或
る

利
権
な
り
地
位
な
り
を
獲
得
せ
ん
と
す

る
各
種
団
体
の
人
々
に
」
悩
ま
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
駒
井
の
去
っ
た
後
、
満

洲
国
に
は
６
人
の
総
務
⾧
官
が
登
場
す

る
が
、
６
人
す
べ
て
が
東
京
帝
国
大
学

法
学
部
出
身
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
４
人

が
岸
信
介
を
代
表
と
す
る
内
務
省
出
身

官
僚
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
満
州
開
拓
必
要
の
共
通

認
識
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
上
原
轍
三

郎
農
学
部
教
授
を
中
心
と
す
る
北
大
勢

は
、
満
洲
へ
の
農
民
移
民
を
大
和
民
族

の
「
民
族
運
動
」「
民
族
膨
張
」
と
し

て
位
置
け
る
、
先
の
橋
本
伝
左
衛
門
、

東
大
農
学
部
教
授
の
那
須
皓
と
、
そ
し

て
「
満
州
開
拓
の
神
様
」
と
ま
で
言
わ

れ
た
、
農
本
主
義
者
で
あ
り
極
端
な
精

神
主
義
者
で
も
あ
っ
た
加
藤
完
治
等
に

主
導
権
が
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
満
洲
に
渡
っ
た
約
27
万

人
の
開
拓
団
、
８
万
６
千
人
の
満
蒙
開

拓
青
少
年
義
勇
軍
人
は
大
日
本
帝
国
の

前
衛
と
な
り
、
終
戦
と
共
に
う
ち
捨
て

ら
れ
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
す
こ
と
に

な
る
。
山
崎
や
貝
沼
に
そ
の
よ
う
な
認

識
は
無
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
結
果
と
し

て
そ
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

◇ 

『
そ
れ
ぞ
れ
の
満
州
』
の
出
版

　

私
は
こ
の
度
、満
州
、北
大
、山
崎
、

貝
沼
を
テ
ー
マ
に
『
そ
れ
ぞ
れ
の
満

洲
』
を
出
版
し
た
が
、
そ
の
過
程
で
は

北
大
農
学
部
図
書
室
、
北
大
文
書
館
の

方
々
に
大
変
に
御
世
話
に
な
っ
た
。

図
書
室
の
書
棚
の
奥
か
ら
探
し
出
し

て
く
れ
た
貝
沼
の
卒
論
は
４
、５
人
の

手
で
清
書
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

「
序
」
に
は
、「
草
稿
の
完
結

に
先
ち
私
の
極
く
近
く
に
起

き
た
出
来
事
の
た
め
に
私
は

嘗
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

大
き
な
精
神
的
の
打
撃
を
受

け
一
時
は
草
稿
を
破
棄
せ
ん

と
し
た
の
で
あ
る
が
…
」
と
書

い
て
あ
る
。

　

こ
れ
は
卒
業
を
目
前
に
し
た
３

月
、
貝
沼
の
予
科
時
代
か
ら
の
親
友
、

木
村
三
郎
の
自
死
を
指
し
て
い
る
。

貝
沼
と
木
村
は
同
じ
下
宿
で
、
そ
の
日

も
２
人
で
市
電
の
停
車
場
に
向
か
っ

た
。
ス
キ
ー
を
担
い
だ
木
村
は
貝
沼
と

別
れ
、
軽
川
駅
（
今
の
手
稲
駅
）
か

ら
、
手
稲
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ュ
ッ
テ
に
立

ち
寄
っ
た
後
消
息
を
断
っ
た
。
木
村
の

自
死
は
北
海
タ
イ
ム
ス
で
も
連
日
紙

面
を
賑
わ
し
た
。
後
日
、『
木
村
三
郎

君
追
悼
集
』
が
編
纂
さ
れ
、
立
派
な
装

丁
の
追
悼
集
を
北
大
文
書
館
が
探
し

出
し
て
く
れ
、
山
崎
芳
雄
の
入
学
願
書

も
見
つ
か
っ
た
。
手
稲
パ
ラ
ダ
イ
ス

ヒ
ュ
ッ
テ
は
私
が
学
生
時
代
所
属
し

た
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
管
理

に
あ
り
、
幾
度
と
な
く
訪
れ
た
懐
か
し

い
山
小
屋
だ
っ
た
。

　

京
城
生
ま
れ
の
貝
沼
洋
二
は
親
の
反

対
を
押
し
切
っ
て
、
山
崎
芳
雄
は
九
州

宗
像
か
ら
、
厦
門
生
ま
れ
の
木
村
三

郎
は
広
島
県
福
山
か
ら
北
大
へ
、
卒

業
後
、
山
崎
、
貝
沼
は
朝
鮮
で
の
開

墾
・
干
拓
事
業
の
後
、
新
た
な
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
を
求
め
満
洲
へ
渡
り
、

貝
沼
は
麻
山
で
自
決
、
山
崎
は

ハ
ル
ピ
ン
で
発
疹
チ
ブ
ス
に
罹

患
し
亡
く
な
っ
た
。
貝
沼
の

妻
子
も
牡
丹
江
の
収
容
所
で
、

山
崎
の
妻
も
新
京
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。

　

戦
後
の
冷
戦
構
造
の
中
、

満
洲
に
係
わ
っ
た
多
く
の
者
が
復
活
し

た
。
１
９
６
５
年
『
あ
ゝ
満
洲
』
の
中

で
Ａ
級
戦
犯
と
さ
れ
た
岸
信
介
は
、「
満

鉄
を
中
心
と
す
る
満
蒙
開
発
は
、
新
天

地
の
驚
異
的
発
展
を
も
た
ら
し
た
が
、

な
お
多
く
の
障
碍
が
纏
綿
し
た
。
新
興

満
州
国
は
そ
れ
ら
の
矛
盾
を
止
揚
し
、

自
ら
欲
す
る
ま
ま
に
開
発
建
設
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
民
族
協
和
、
王
道
楽

土
の
理
想
が
輝
き
、
科
学
的
に
も
、
良

心
的
に
も
、
果
敢
な
実
践
が
行
わ
れ

た
。
そ
れ
は
正
し
く
ユ
ニ
ー
ク
な
近
代

国
家
作
り
で
あ
っ
た
。」
と
書
い
た
。

　

公
職
追
放
で
福
島
県
西
郷
村
へ
逃
れ

て
い
た
加
藤
完
治
は
１
９
６
６
年
『
満

州
開
拓
史
』
の
中
で
、「
要
す
る
に
日

本
農
民
の
満
州
移
民
は
、
絶
対
に
可
能

な
り
と
極
印
を
押
さ
し
た
こ
と
は
戦
争

で
負
け
て
出
来
た
農
地
は
と
り
あ
げ
ら

れ
、
ま
た
可
愛
い
子
供
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
父
母
兄
弟
の
多
く
の
人
が
生
命
財

産
を
失
っ
た
悲
し
み
を
以
て
し
て
も
替

難
い
大
事
業
を
し
て
下
さ
っ
た
の
で
あ

る
。
我
等
は
一
面
悲
し
む
と
同
時
に
、

他
面
ほ
ん
と
う
に
有
難
く
感
謝
す
べ
き

だ
と
信
じ
る
。」
と
書
い
て
い
る
。

第四次開拓団を率いた
北大農学部出身の貝沼洋二

満州開拓団団長・農学部実科卒業の
山崎芳雄（後列左）

菅原 隆夫
（Ｓ47・文）

貝沼の予科時代からの親友 
故 木村三郎

2024年2月、文芸社より出版

北
の
学
び
舎
か
ら
満
洲
へ

北
海
道
大
学
の
歴
史
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２
０
２
４
年
６
月
１
日
と
２
日
の
二

日
間
に
わ
た
り
開
催
し
た
北
海
道
大
学

ラ
グ
ビ
ー
部
創
部
１
０
０
周
年
＝
北
海

道
ラ
グ
ビ
ー
１
０
０
年
の
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
無
事
に
終
わ
っ
た
。

　

準
備
に
３
年
半
、
５
人
ほ
ど
で
ス

菱
ク
ラ
ブ
は
１
９
３
５
年
に
発
足
し

た
。１
９
３
９
年
に
は
道
内
の
ラ
グ
ビ
ー

チ
ー
ム
が
18
に
な
っ
て
い
た
。
中
学
や

高
校
は
も
ち
ろ
ん
、
鉄
道
、
運
輸
、
製

鉄
、
炭
鉱
な
ど
イ
ン
フ
ラ
基
幹
企
業
が

そ
の
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
北
大

ラ
グ
ビ
ー
部
の
歴
史
を
飾
る
記
録
と
し

て
は
、
１
９
８
５
年
全
国
地
区
対
抗
大

学
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
の

優
勝
。２
０
１
８
年
全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
出
場
が
あ
る
。

　

初
日
は
新
緑
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
舞

台
に
、 

北
大
ラ
グ
ビ
ー
部
創
部 

１
０
０

周
年
を
祝
う
日
で
あ
る
。
久
し
ぶ
り
の

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
た
Ｏ
Ｂ
は
、
当
日

配
布
の
特
製
ツ
ア
ー
Ｍ
Ａ
Ｐ
片
手
に
ラ

グ
ビ
ー
部
縁
（
ゆ
か
り
）
の
地
を
巡
り

タ
ー
ト
し
た
チ
ー
ム
が
終
盤
に
は
15
人

の
実
行
委
員
会
と
な
り
、
当
日
の
運
営

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
含
め
33
人
の
ス
タ
ッ

フ
が
奮
闘
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
・
祝
賀
会
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
記
念
試
合
・
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
パ
ー
テ
ィ
な
ど
５
つ
の
イ
ベ
ン
ト

が
時
間
と
場
所
を
移
し
な
が
ら
２
日
間

に
わ
た
っ
て
連
続
す
る
と
い
う
、
参
加

者
側
に
は
盛
沢
山
、
準
備
側
に
と
っ
て

は
中
々
大
変
な
内
容
と
な
っ
た
。

　
台
風
の
進
行
が
遅
れ
た
お
か
げ
で
両
日

と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
Ｏ
Ｂ
や

歩
き
、
１
０
０
年
の
時
間
の
流
れ
を
体

感
し
た
。
続
い
て
ク
ラ
ー
ク
会
館
で
は

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
藤
島
大
氏
に
よ
る

記
念
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ
、
様
々
な
視
点
か
ら
北
大
と
北
海
道

の
ラ
グ
ビ
ー
が
議
論
さ
れ
た
。
そ
の

後
、場
所
を
北
部
食
堂
（
旧
教
養
食
堂
）

に
移
し
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。
最

後
は
２
６
０
人
が
食
堂
内
一
杯
に
円
陣

家
族
、
来
賓
や
一
般
の
方
を
含
め
、
延
べ

で
１
０
０
０
人
を
優
に
超
え
た
。

　

１
９
２
２
年
に
京
都
一
中
（
現
在
の

洛
北
高
校
）
か
ら
北
大
予
科
に
入
学
し

た
藤
江
永
次
氏
が
、
現
在
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
と
銀
杏
並
木
の
交
差
点
東
側

あ
た
り
の
空
き
地
で
ボ
ー
ル
を
パ
ス
し

を
組
み
、
永
久
の
幸
、
都
ぞ
弥
生
、
最

後
に
部
歌
で
あ
る
「
黄
塵
は
る
か
」
を

合
唱
し
た
。
部
歌
は
近
年
テ
ン
ポ
ア
ッ

プ
し
、
オ
ー
ル
ド
世
代
に
合
わ
せ
た

ス
ロ
ー
と
現
在
の
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
の
２

バ
ー
ジ
ョ
ン
を
大
合
唱
し
た
。

　

２
日
目
は
、
朝
か
ら
月
寒
ラ
グ
ビ
ー

場
に
Ｏ
Ｂ
並
び
に
道
内
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー

ム
が
集
合
し
た
。
還
暦
か
ら
20
代
ま
で

の
各
年
代
別
の
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
北

海
道
ラ
グ
ビ
ー
協
会
の
協
力
を
得
て
同

世
代
の
道
内
チ
ー
ム
と
試
合
を
し
た
。

メ
イ
ン
マ
ッ
チ
は
北
大
現
役
チ
ー
ム
が

創
部
50
周
年
を
迎
え
る
ラ
イ
バ
ル
校
の

札
幌
大
学
と
試
合
を
行
っ
た
。

　

最
後
は
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
園
で
、
学
内

外
の
垣
根
を
超
え
た
約
２
４
０
人
の
ラ

グ
ビ
ー
関
係
者
が
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
パ
ー

テ
ィ
で
大
い
に
交
流
を
深
め
た
。

　

２
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、 

北
大
ラ
グ
ビ
ー
部
に
と
っ
て

の
１
０
０
年 

な
ら
び
に
北
海
道
ラ

グ
ビ
ー
に
と
っ
て
の 

１
０
０
年
の

意
義
を
関
係
者
一
同
で
共
有
す
る

こ
と
が
出
来
た
。 

そ
し
て
何
よ
り

も
次
の
１
０
０
年
へ
の
１
歩
を
踏

み
出
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
実
感

し
て
い
る
。

北海道大学ラグビー部創部１００周年記念行事

北
海
道
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部

創
部
１
０
０
周
年
記
念
行
事

北
海
道
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部

創
部
１
０
０
周
年
記
念
行
事

創
部
の
頃

は
じ
め
に

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
風
景

た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
、
１
９
２
４

年
に
蹴
球
部
（
サ
ッ
カ
ー
部
）
の
中
に

ラ
グ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル
が
出
来
た
。
こ
れ

が
ラ
グ
ビ
ー
部
と
し
て
の
創
部
に
な
っ

た
。
残
念
な
が
ら
藤
江
氏
は
そ
の
年
の

暮
れ
、
ス
キ
ー
の
合
宿
中
に
事
故
死
し

た
が
、
後
を
継
い
だ
２
代
目
主
将
浅
見

勲
氏
が
学
内
外
で
の
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及

に
尽
力
し
た
。

　

し
か
し
当
時
の
北
海
道
に
は
ま
だ
ラ

グ
ビ
ー
チ
ー
ム
が
無
く
、
強
化
の
た
め
に

は
道
内
ラ
イ
バ
ル
校
の
存
在
が
不
可
欠
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
当
時
の
部
員
た
ち
が
小

樽
高
商
（
小
樽
商
科
大
学
）
に
出
向
き
、

ラ
グ
ビ
ー
部
の
創
設
を
熱
望
し
た
。
そ
し

て
１
９
２
５
年
に
小
樽
商
科
大
学
に
ラ
グ

ビ
ー
部
が
発
足
し
、
そ
の
後
の
良
き
ラ
イ

バ
ル
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

北
大
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
北

2代目主将浅見勲氏とラグビー部員
1980年「北菱誌25号」より

小樽商科大学との試合（創部当時）
「北海道帝国大学新聞」より

北大予科ラグビーサーク
初代主将 藤江永次氏

1925年「山とスキー48号」より

久々に北大グラウンドに集うOBの面々

多様な視点で北海道ラグビーの
100年が語られたシンポジウム

記念祝賀会の締めは学食での大合唱

北海道ラグビー100年を祝う
ジンギスカン懇親会

月寒ラグビー場で行われた
「北海道ラグビー100年を祝う」記念試合

2007年「恵迪100年記念号」より
「北大ラグビー部は、恵迫寮の中で一九二四年(大
正十三年)創基肌々の声をあげ、一九二五年(大正
十四年)に予科桜星会(現在の体育会)ラグビー部
を創部、以来八十年有余の歴史をもっている。恵
迫寮は予科の一年生から三年生が生活していた
が、十余名のラグビーの愛好者が練習を始めたのが
きっかけで予科ラグビー部がつくられた。」

1925年『桜星会雑誌』より
「一九二四年にラグビーのサークルができたが、初
代主将藤江永次は同年十二月ニセコでのスキー合
宿中事故死した。だが、この男性的スポーツは予科
生の共感を得て、一九二五年ラグビ一部が創立さ
れた。創設に力を尽くしたのは浅見勲らであった」

1925年12月『文武會會報』蹴球部についてより
「我々は宣伝をするとともに、その技を練らねばなら
ぬ。そして永久に全道の運動競技の中心として恥ず
かしくない様に努力せねばならぬ」

過去の文献に創部の頃の状況を辿る

1975年『小樽市ラグビーフットボール協会
50周年記念誌』より

「北大が新しくラグビーを始め、（中略）小生にもぜひ
ラグビ一部を創るよう、勧誘があった事も契機となっ
て、我 も々新たにラグビ一部を作って、良き北大のラ
イバルになろうではないかと、サッカ一部の連中が中
心となって、ラグビーなる新スポーツに首をつっこむ
事となった次第である。」
小樽高商  昭和2年卒業小西征夫

1976年 『OB 会誌北菱 特集50年の歩み』より
「当時（１９２６年、部創立３年目）のグラウンドは現
在理学部になっているところで、恵迪寮の真正面で
あったので，ラグビーを全く知らない寮生も何事ならん
と大勢見物に出てきました。」　　

「この頃（１９２６年、部創立３年目）の練習は専ら旧
恵迪寮前のエルムの大木にかこまれたグランドで、フ
ロントローなどは片隅の立木に身を支えながらフッキ
ングの調整に努めていた。グランドが荒れていたせい
か毎日の練習にはパンツの軽装ではなくて、キルティ
ング入りのニッカーのようなごつい野球ズボンみたい
なものをはいていた。 」   

「昭和2年（1927年）の夏、野球場の北隣、第一農場
との間のとうきび畑を潰して待望のグランドが出来上
がった。下を緑に、クロスバーから上を白く塗り上げた
ゴールポストが立てられて一同大喜びだったが、休暇を
過ぎると大きな草は生えるし、ベコが入り込んでベタ糞
は落していくし、排水が悪くて広 と々した水溜りができる
しと、いろいろ文句、苦情は続いていた。」　

北
海
道
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部

創
部
１
０
０
周
年
記
念
行
事

北
海
道
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会 

北
菱
ク
ラ
ブ 

事
務
局
長

福
井
直
士（
１
９
８
５
年
入
部 

工•

建
築
）
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伝
習
生
と
し
て
出
島
に
派
遣
さ
れ
た
海

舟
（
勝
麟
太
郎
）
に
見
い
だ
さ
れ
て
専

属
の
通
訳
と
な
り
、
激
動
の
時
代
で
活

躍
す
る
。
花
の
み
架
空
の
人
物
、
物
語

は
す
べ
て
史
実
に
基
づ
い
て
お
り
、
最

後
は
榎
本
武
揚
の
艦
隊
と
共
に
箱
館

に
向
か
う
。
た
だ
し
、
蝦
夷
地
の
独

立
の
た
め
で
は
な
く
、
蝦
夷
地
を
狙

う
ロ
シ
ア
や
プ
ロ
シ
ア
の
策
謀
を
防

ぐ
た
め
で
、
つ
ま
り
北
海
道
誕
生
の

前
史
で
あ
る
。

＊
大
学
卒
業
時
の
決
意

・
公
的
な
資
格
を
一
切
取
ら
ず
、
こ
の

ま
ま
世
の
中
に
出
て
見
よ
う
。

・
作
家
に
な
っ
て
小
説
を
書
こ
う
と
思
っ

た
の
は
、
私
生
活
に
お
い
て
大
抵
の
こ

と
は
自
分
で
解
決
で
き
る
と
実
感
し
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
書
こ
う
と
思
っ
た
。

・
当
初
は
自
分
の
経
験
を
書
い
て
、
何

時
の
間
に
か
単
行
本
が
約
30
冊
、
文
庫

本
が
14
～
15
冊
。

・
自
分
の
想
い
と
し
て
は
、
北
海
道
モ

ノ
は
使
わ
な
い
。

・
主
人
公
は
、
自
分
と
同
世
代
の
人
間

を
表
現
し
た
い
。

・
芥
川
賞
候
補
に
５
回
な
っ
た
が
、
こ

の
文
学
賞
は
年
２
回
授
与
式
が
あ
る
こ

と
を
最
近
知
っ
た
ぐ
ら
い
で
余
り
執
着

し
て
い
な
い
。
ワ
ー
ス
ト
３
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

＊
新
聞
に
連
載
す
る
に
あ
た
っ
て　

　

北
海
道
新
聞
か
ら
連
載
の
提
案
が

あ
っ
て
、
以
前
か
ら
書
き
た
い
と
思
っ

て
い
た
幕
末
モ
ノ
と
す
ぐ
に
決
め
た
。

日
時
：
令
和
５
年
12
月
１
日
14
時
～

講
演
者
：
高
津
俊
司 

氏
（
Ｓ
48
・
工
）、

日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱

略
歴
：
１
９
７
３
年
日
本
国
有
鉄
道
入

社
、
１
９
８
２
～
１
９
８
５
年
外
務
省

在
イ
ラ
ク
日
本
国
大
使
館
書
記
官
（
バ

グ
ダ
ッ
ト
在
住
）。
１
９
８
７
年
日
本

鉄
道
建
設
公
団
移
籍
（
現
鉄
道
・
運
輸

公
団
）。
１
９
９
１
～
９
３
年
国
連
ア

ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会
鉄
道
担

当
課
⾧
（
在
住
タ
イ
）、
１
９
９
３
～

２
０
１
２
年
鉄
道
・
運
輸
機
構
東
京
支

社
⾧
、
理
事
。
２
０
１
２
年
日
本
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
入
社
。

講
演
概
要
：

・
大
村
卓
一
は
札
幌
農
学
校
工
学
科
に

て
廣
井
勇
の
門
下
生
と
し
て
学
び
、

北
海
道
炭
鉱
鉄
道
の
技
師
と
し
て
貢
献

し
、
後
に
大
陸
に
渡
り
、
朝
鮮
総
督
府

鉄
道
局
⾧
、
満
鉄
総
裁
と
な
る
。
退
任

後
も
家
族
の
勧
め
を
断
り
残
留
し
た
。

大
陸
で
逝
去
し
た
鉄
道
技
術
者
の
生
涯

を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
北
大
の
源
流

で
あ
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
つ
い
て

の
私
見
を
述
べ
る
。

・
大
村
卓
一
の
生
涯
と
北
海
道
開
拓
鉄

道
時
代

・
大
陸
に
て
（
朝
鮮
半
島
、
満
州
）

・
札
幌
農
学
校
時
代
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

精
神
の
涵
養

＊
生
涯
と
北
海
道
開
拓
鉄
道
時
代

　

福
井
の
生
ま
れ
。
石
炭
桟
橋
を
開
発

し
、
従
来
は
沖
仲
氏
（
現
在
は
港
湾
労

働
者
と
呼
ば
れ
る
）
に
よ
り
船
か
ら
陸

関
東
軍
交
通
監
督
部
⾧
と
な
り
、
そ

の
後
南
満
州
鉄
道
副
総
裁
に
就
任
、

１
９
３
９
年
満
鉄
総
裁
に
就
任
し
た
。

終
戦
後
、
家
族
か
ら
の
帰
国
要
請
に
も

拘
わ
ら
ず
大
陸
生
活
を
続
け
て
い
た
が

共
産
党
に
よ
り
拘
留
さ
れ
、
病
院
で
病

死
し
た
。
入
院
中
も
詳
細
な
日
記
を
書

き
留
め
て
い
た
が
、
生
還
は
叶
わ
な

か
っ
た
。

【
第
３
回
】

演
題
：
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
新

渡
戸
の
夢
」
の
紹
介

日
時
：
令
和
６
年
２
月
２
日
14
時
～

講
演
者
：
並
木
秀
夫 

氏
（
Ｓ
57
・
水
・

院
）・
野
澤
和
之 

氏
（
立
教
大
文
学
部

大
学
院
卒
）

略
歴
：
並
木
秀
夫
氏 

：
エ
ー
ザ
イ
、

ミ
ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン
製
薬
で
勤
務
。
そ

の
間
、
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学

Ｍ
Ｂ
Ａ
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ

（
１
９
９
２
年
卒
）。
コ
ン
サ
ル
他
、

映
画
配
給
会
社
を
経
営
。

　

野
澤
和
之
氏
：
映
画
監
督
。
立
教
大

学
文
学
部
大
学
院
終
了
、
渡
米
し
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
ア
ー
ツ
を
学
ぶ
。
帰
国
後
、

テ
レ
ビ
局
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
担
当

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
新
渡
戸
の

夢
」
を
製
作
。

講
演
概
要
：

＊
並
木
秀
夫
氏
の
話

　

映
画
の
中
で
は
新
渡
戸
稲
造
を
次
の

よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
新
渡
戸
は
盛
岡

市
出
身
で
、
札
幌
農
学
校
（
２
期
生
）

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
有
効
で
あ
る
と
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
村
は
そ
の

後
関
東
軍
に
呼
ば
れ
、
民
政
の
整
備
の

た
め
に
計
画
を
作
成
、
国
会
で
説
明
を

行
っ
た
。
結
局
、
満
州
事
変
以
降
、

５
０
０
０
㎞
以
上
の
整
備
計
画
を
作

成
し
た
。
鉄
道
沿
線
に
は
匪
族
（
今
で

い
う
ゲ
リ
ラ
）
が
出
現
す
る
な
ど
維
持

管
理
に
苦
労
し
た
が
、
黒
字
を
維
持
し

た
。
満
州
に
お
け
る
貨
物
で
重
要
な
の

は
、
大
豆
に
代
表
さ
れ
る
農
作
物
で
あ

り
、
原
料
と
し
て
輸
送
さ
れ
る
も
の

か
ら
加
工
し
た
も
の
も
運
搬
さ
れ
て

い
た
。

＊
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
涵
養

　

大
村
は
元
々
仏
教
徒
で
あ
っ
た
が
、

内
村
鑑
三
の
無
教
会
派
の
集
会
に
足
し

げ
く
通
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
若
く

し
て
夫
人
を
亡
く
さ
れ
た
こ
と
も
大
き

く
影
響
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
宴
席
嫌
い
で
も
有
名
で
あ
っ
た

が
、
若
い
世
代
と
会
話
す
る
こ
と
が
好

き
で
、
よ
く
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
姿

を
見
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
傾
倒
、
福
井

県
の
開
明
的
な
風
土
、
札
幌
農
学
校

の
教
え
を
融
合
し
て
、

至
誠
奉
公
、
融
和
一
新
、

規
律
厳
守
、
研
究
練
磨
、

質
実
剛
健
の
鉄
道
５
訓

に
繋
が
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

＊
満
鉄
時
代
の
終
焉

　

大
村
は
１
９
３
２
年
、

の
設
計
」
で
第
24
回
新
潮
社
新
人
賞
を

受
賞
。
２
０
０
１
年
小
説
の
執
筆
と
家

事
・
育
児
に
専
念
し
、
現
在
に
至
る
。

２
０
２
１
年
度
よ
り
、
北
海
道
新
聞
社

主
催
、
有
島
青
少
年
文
芸
賞
の
選
考
委

員
を
務
め
る
。
日
中
文
化
交
流
協
会
評

議
員
。

講
演
概
要
：

　

新
聞
三
社
連
合
（
北
海
道
新
聞
、
東

京
新
聞
・
中
日
新
聞
、
西
日
本
新
聞
）

の
夕
刊
紙
に
て
、
２
０
１
９
年
２
月
12

日
～
20
年
５
月
19
日
ま
で
、
全
３
７
０

回
連
載
さ
れ
た
幕
末
が

舞
台
の
歴
史
小
説
。
主

人
公
の
花
は
出
島
の
オ

ラ
ン
ダ
人
商
館
員
と
⾧

崎
の
遊
女
の
間
に
生
ま

れ
た
青
い
目
の
少
女
。

オ
ラ
ン
ダ
語
と
英
語
を

解
す
る
こ
と
か
ら
海
軍

上
に
運
搬
さ
れ
て
い
た
石
炭
を
直
接
輸

送
す
る
こ
と
で
、
石
炭
輸
送
の
効
率
化

を
図
っ
た
。
明
治
時
代
、
時
の
北
海
道

開
拓
⾧
官
黒
田
清
隆
は
ケ
プ
ロ
ン
を
招

請
し
、
札
幌
農
学
校
に
は
ク
ラ
ー
ク
を

招
い
た
。
同
時
に
来
日
し
た
ホ
イ
ラ
ー

が
土
木
工
学
、
数
学
な
ど
の
教
鞭
を
執

る
と
と
も
に
橋
梁
、
鉄
道
、
水
路
等
の

設
計
を
行
っ
た
。
当
時
、
北
海
道
庁
と

札
幌
農
学
校
の
工
学
科
に
籍
を
置
い
て

い
た
廣
井
勇
ら
が
北
海
道
の
開
発
に
大

き
な
貢
献
を
し
た
。

　

当
時
、
北
海
道
で
輸
送
に
当
た
っ
て

い
た
旭
川
―
帯
広
間
、
小
樽
―
札
幌
間

の
私
鉄
と
官
営
鉄
道
を
合
併
国
営
化
し

た
。
廣
井
勇
に
指
導
を
受
け
た
大
村
は

室
蘭
を
担
当
。
旅
客
を
運
ぶ
と
共
に
石

炭
を
運
搬
す
る
こ
と
が
鉄
道
の
大
き
な

使
命
で
あ
っ
た
。

＊
大
陸
を
視
察

　

シ
ベ
リ
ア
出
兵
が
始
ま
り
、
世
界
の

列
強
が
満
州
に
注
目
す
る
中
で
、
大
村

に
も
視
察
の
指
示
が
下
り
、
山
東
鉄
道

の
返
却
業
務
を
行
う
よ
う
指
示
を
受
け

た
。
大
正
12
年
に
黄
河
を
渡
る
鉄
道
計

画
が
生
ま
れ
、
国
際
委
員
会
が
組
織
さ

れ
、
各
国
か
ら
の
技

術
論
争
が
盛
ん
に
行

わ
れ
た
（
結
局
、
計

画
倒
れ
に
終
わ
っ

た
）。鉄
道
建
設
は
、

沿
線
の
都
市
計
画
や

生
産
物
・
天
然
資
源

の
運
搬
な
ど
の
社
会

活動報告

　

昨
年
末
に
再
開
し
た
エ
ル
ム
談
話
室
の
令
和
５
年
11
月
か
ら
令
和
６
年

３
月
ま
で
の
講
演
内
容
の
要
約
で
す
。

　

エ
ル
ム
談
話
室
は
毎
月
第
１
金
曜
日
午
後
２
時
か
ら
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
10
階
の

北
大
東
京
オ
フ
ィ
ス
で
行
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
も
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
参
加
費
５
０
０
円
）

平
田
更
一
（
Ｓ
44
理
・
植
）

【
新
規
エ
ル
ム
談
話
室　

第
１
回
】

演
題
：『
満
点
の
花
』
～
北
海
道
誕
生

の
前
史

日
時
：
令
和
５
年
11
月
10
日
14
時
～

講
演
者
：
佐
川
光
晴 

氏
（
Ｈ
１
・
法
）

略
歴
：
１
９
８
３
年
北
大
教
養
部
入

学
、
恵
迪
寮
に
入
寮
、
寮
自
治
会
執
行

委
員
⾧
な
ど
を
務
め
る
。
１
９
８
７
年

～
８
８
年
の
大
学
５
年
目
を
休
学
し
、

ガ
セ
イ
南
米
研
修
基
金
の
研
修
生
と
し

て
中
南
米
に
遊
学
。
１
９
８
９
年
法
学

部
を
卒
業
と
同
時
に
結
婚
。
出
版
社
・

現
代
企
画
社
に
入
社
。

１
９
９
０
年
大
宮
食

肉
荷
受
株
式
会
社
に

就
職
、
主
に
牛
の
解

体
作
業
に
携
わ
る
。

２
０
０
０
年
屠
畜
場
に

働
く
自
身
を
モ
デ
ル

と
し
た
小
説
「
生
活

勝
海
舟
は
傑
物
で
あ
り
、
こ
の
人
物
を

引
き
出
す
た
め
に
も
通
訳
と
し
て
の
花

を
設
定
し
、
ア
メ
リ
カ
・
プ
ロ
シ
ア
・

ロ
シ
ア
と
の
交
渉
を
通
じ
て
、
幕
末
の

要
職
に
つ
い
て
い
た
人
物
が
如
何
に
将

来
を
読
ん
で
い
な
い
か
を
、
勝
の
人
間

性
と
共
に
表
現
し
た
。
ペ
リ
ー
が
来

航
し
た
１
８
５
３
年
当
時
、
勝
は
30
歳

前
半
で
あ
り
、
脂
が
乗
り
切
っ
て
い

た
。
勝
が
⾧
崎
の
海
軍
伝
習
所
に
派
遣

さ
れ
た
の
が
33
歳
、
後
に
海
軍
を
創
成

し
た
。
勝
は
日
清
戦
争
に
反
対
し
た
１

人
で
あ
り
、
彼
は
外
国
語
を
理
解
で
き

た
が
、
全
く
通
訳
な
し
で
は
交
渉
で
き

な
い
と
思
わ
せ
て
、
外
国
の
動
向
を
収

集
、
世
の
流
れ
を
把
握
し
て
い
た
。

＊
こ
れ
ま
で
を
顧
み
て

・
自
分
は
、
大
学
を
卒
業
後
す
ぐ
に
肉

体
労
働
者
と
な
る
道
を
選
択
し
た
。
そ

の
後
、
小
説
家
と
し
て
あ
る
程
度
の
実

績
を
築
い
て
き
た
。

・
夫
人
は
小
学
校
の
教
師
を
経
て
、
現

在
は
家
庭
の
主
婦
で
あ
る
。

・
息
子
は
東
大
の
法
学
部
・
法
科
大
学

院
を
卒
業
し
て
法
律
事
務
所
に
勤
め
て

い
る
。

・
自
分
の
選
択
し
た
道
を
真
面
目
に
追

求
し
て
き
た
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
息

子
に
も
そ
の
よ
う
に
教
育
し
て
き
た
と

思
っ
て
い
る
。

【
第
２
回
】

演
題
：
鉄
道
技
術
者
・
大
村
卓
一
に
み

る
北
大
の
源
流
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神

佐川光晴 氏

高津俊司 氏
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読
む
が
、
前
者
は
そ
の
ま
ま
芋
屋
が
池

で
芋
を
洗
っ
た
か
ら
で
、
後
者
は
、
昔

天
然
痘
の
こ
と
を
ヘ
モ
（
イ
モ
）
と
呼

び
、
感
染
者
を
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
社

の
泉
の
水
で
洗
っ
て
治
そ
う
と
し
た
か

ら
「
イ
モ
ア
ラ
イ
」
だ
が
、
出
入
口
が

一
つ
し
か
な
い
所
に
患
者
を
閉
じ
こ
め

た（
＝
隔
離
し
た
）と
い
う
こ
と
で「
一

口
」
と
い
う
漢
字
を
当
て
た
。
往
時
の

苦
悩
が
窺
わ
れ
る
坂
名
だ
が
、
現
代
へ

の
警
鐘
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た
参
勤
交
代

で
江
戸
に
不
案
内
の
人
が
急
増
し
、
住

所
替
わ
り
に
坂
に
名
が
付
け
ら
れ
た
。

大
名
屋
敷
の
横
の
坂
に
は
藩
名
が
付
け

ら
れ
た
。「
甲
賀
坂
」
な
ど
忍
者
屋
敷

の
坂
名
も
あ
る
。
明
治
以
降
、
お
雇
い

外
国
人
の
居
住
や
外
国
文
化
の
流
入
に

よ
り
、「
ゼ
ー
ム
ズ
坂
」（
品
川
区
）、

「
タ
ッ
ピ
ン
グ
坂
」（
世
田
谷
区
）、

「
ビ
ー
ル
坂
」（
渋
谷
区
）、「
Ｓ
坂
」（
文

京
区
）
な
ど
、
ハ
イ
カ
ラ
な
坂
名
が
出

現
し
た
。

＊
東
京
都
の
名
の
あ
る
坂
を
全
走
破
し

て
思
う
こ
と
は
、「
坂
名
」
は
日
本
社
会

の
変
化
の
投
影
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

秋
元
康
さ
ん
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ（
乃

木
坂
46
な
ど
）
や
ブ
ラ
タ
モ
リ
な
ど
、

現
代
に
通
じ
る
綿
々
と
し
た
日
本
の
坂

文
化
が
浮
か
び
上
が
る
。
世
界
の
坂
文

化
に
も
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。
イ
タ
リ

ア
で
は
上
り
坂
を
「salita

」、
下
り
坂

を
「discesa

」
と
い
う
。
日
本
と
イ
タ

リ
ア
に
は
、
湯
文
化
と
と
も
に
坂
文
化

の
共
通
点
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

で
照
ら
し
た
情
景
が
銀
色
の
砂
漠
よ
う

だ
だ
っ
た
か
ら
か
）、「
泉
津
の
切
通
し
」

（
伊
豆
大
島
に
あ
る
巨
木
と
岩
を
真
っ

二
つ
に
切
り
裂
い
た
よ
う
な
坂
）、「
踊
り

子
坂
」（
川
端
康
成
の「
伊
豆
の
踊
り
子
」

の
舞
台
の
階
段
坂
）、
大
坂
（
八
丈
島
の

島
民
が
往
来
し
た
断
崖
坂
の
絶
景
が「
大

坂
夕
照
」
と
い
う
墨
絵
に
残
さ
れ
て
い

る
）、
東
台
所
神
社
玉
石
階
段
（
青
ヶ
島

の
二
重
カ
ル
デ
ラ
の
外
輪
山
に
あ
る
傾

斜
87
％
の
坂
、
江
戸
時
代
の
祟
り
の
言

い
伝
え
あ
り
）
な
ど
。

＊
「
坂
道
」（
こ
こ
で
は
、「
さ
か
み
ち
」

で
は
な
く
、「
さ
か

ど
う
」
と
読
む
。

茶
道
、
柔
道
な
ど

の
よ
う
に
、
人
の

精
神
と
坂
の
関
係

性
を
探
求
す
る
と

い
う
意
味
。）

「
坂
」
の
由
来

は
、「
境
（
さ
か
い
）」
で
、
も
と
も
と

現
世
と
死
後
の
世
界
の
結
界
を
意
味
し

て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
結
界
坂
と
し
て

は
、
都
内
の
坂
で
は
な
い
が
、
古
事
記

の
冒
頭
に
出
て
く
る「
黄
泉
比
良
坂（
ヨ

モ
ツ
ヒ
ラ
サ
カ
」
が
有
名
で
、
別
名
で

現
存
す
る
。
イ
ザ
ナ
ギ
尊
が
イ
ザ
ナ
ミ

尊
を
訪
ね
た
入
り
口
の
坂
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
人
々
は
、
生
活
空
間
に
あ

る
傾
斜
の
道
に
命
名
し
て
い
っ
た
。

例
え
ば
、
港
区
の
「
芋
洗
い
坂
」、
千

代
田
区
の
「
一
口
坂
」。
面
白
い
こ
と

に
両
方
と
も
「
イ
モ
ア
ラ
イ
ザ
カ
」
と

活動報告

か
ら
東
京
英
語
学
校
（
後
の
東
京
大

学
）
を
経
て
、「
太
平
洋
の
架
け
橋
に

な
り
た
い
と
」
と
米
国
に
私
費
留
学
。

帰
国
後
、
札
幌
農
学
校
教
授
の
時
に
私

費
で
遠
友
夜
学
校
を
創
設
。
貧
し
く
て

学
校
に
通
え
な
い
人
々
の
た
め
に
無
料

で
授
業
を
提
供
し
て
富
や
名
誉
よ
り
も

人
間
形
成
を
重
ん
じ
た
教
育
を
行
っ

た
。
学
校
を
手
伝
っ
た
有
島
武
郎
作
の

校
歌
に
も
そ
の
精
神
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
新
渡
戸
が
残
し

た
「
学
問
よ
り
実
行
」

と
い
う
教
育
方
針
で
は

「
学
ん
だ
こ
と
を
実
行

す
る
」
こ
と
の
大
切
さ

を
掲
げ
て
い
る
。

＊
野
澤
和
之
氏
の
話

　

新
渡
戸
稲
造
に

と
っ
て
、
２
０
２
２

年
が
生
誕
１
６
０
周

年
、
２
０
２
３
年
が
没

後
90
周
年
、
そ
し
て

２
０
２
４
年
が
遠
友
夜

学
校
創
設
１
３
０
周
年

に
当
た
る
の
で
映
画
製

作
を
企
図
し
た
。
製
作

の
意
義
は
、
①
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
ブ
ー
カ
：

先
行
き
不
透
明
）
な
時
代
の
到
来
②
生

き
方
・
働
き
方
・
学
び
方
が
変
化
し
て

い
る
③
生
涯
を
通
じ
て
学
ぶ
時
代
の

到
来
④
増
加
す
る
登
校
拒
否
⑤well 

being

等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

＊
映
画
の
た
め
の
油
彩
画

　

監
督
に
乞
わ
れ
て
映
画
の
た
め
の
油

企
図
し
て
い
る
。

・
ア
メ
リ
カ
メ
デ
ィ
ア
に
は
レ
ビ
ュ
ー

記
事
を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

・
ア
メ
リ
カ
の
反
応
は
日
本
と
同
じ

　

日
本
発
の
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
が
世
界
の

若
者
を
魅
了
し
た
よ
う
に
、
ミ
ラ
イ
ス

ピ
ー
カ
ー
が
世
界
の
高
齢
者
を
席
巻
し

た
い
。

【
第
５
回
】

演
題
：
坂
道
の
名
前
は
過
去
か
ら
未
来

へ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
～
東
京
都
の
名

の
あ
る
坂
を
全
走
破
し
て
～

日
時
：
令
和
６
年
３
月
１
日
14
時
～　

講
演
者
：
山
田
安
秀 

氏
（
Ｓ
63
・
環
境

科
学
研
究
科
修
了
）・
清
水
建
設
㈱

略
歴
：
１
９
８
８
年
通
商
産
業
省
入

省
、
地
球
温
暖
化
対
策
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）、

経
済
連
携
交
渉
等
、
多
く
の
分
野
を
経

験
。
退
官
前
（
内
閣
官
房
）、
エ
ボ
ラ

出
血
熱
等
の
新
興
感
染
症
対
策
を
指

揮
。
２
０
１
７
年
清
水
建
設
㈱
入
社
。

講
演
概
要
：

＊
２
０
１
０
年
秋
ジ
ョ
ギ
ン
グ
開
始
、

２
０
１
１
年
秋
レ
ー
ス
初
出
走
（
東

日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
３
㎞
）、

２
０
１
２
年
都
内
の
坂
の
標
識
に
気
付

き
、
そ
れ
以
降
、
練
習
を
兼
ね
て
23

区
の
名
の
あ
る
坂
を
巡
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投

稿
、
２
０
１
６
年
23
区
の
坂
を
走
破
、

２
０
１
７
年
よ
り
「
月
刊
ラ
ン
ナ
ー

ズ
」
に
28
ケ
月
間
、
坂
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

連
載
を
執
筆
。
２
０
２
０
年
ま
で
に
多

摩
地
区
、
島
嶼
部
の
名
の
あ
る
坂
を
全

走
破
（
都
内
の
名
の
あ
る
坂
の
総
数
は

１
５
８
９
※
）。
都
内
の
名
の
あ
る
坂
を

江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
数
多
く
の

地
図
、
文
書
を
調
査
し
、
実
走
し
、
総

数
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く

私
が
史
上
初
。
現
在
、
都
内
の
坂
の
数

の
確
定
作
業
を
し
な
が
ら
、
全
国
の
名

の
あ
る
坂
を
探
訪
中
。
北
海
道
で
は
、

小
樽
、
江
差
、
室
蘭
、
函
館
に
名
の
あ

る
坂
道
が
沢
山
あ
り
、ほ
ぼ
走
破
し
た
。

札
幌
に
は
名
の
あ
る
坂
が
な
い
と
思
う

が
、
も
し
あ
れ
ば
ご
教
示
を
お
願
い
し

た
い
。

　
（
※
）
確
定
作
業
の
結

果
、
本
年
６
月
初
の
時
点
で

１
５
９
４
坂
。
６
月
11
日
の

日
本
経
済
新
聞
の
「
文
化

欄
」
に
掲
載
さ
れ
た
。

＊
「
坂
蔵
（
さ
か
ぐ
ら
）」

　

単
な
る
坂
は
無
数
に
あ

る
が
、
そ
の
中
で
名
が
付

い
て
い
る
と
い
う
の
は
、
人
間
の
想
い

の
反
映
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
趣
が
あ

る
坂
、
興
味
深
い
坂
の
情
報
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
、
美
味
い
酒
の
蔵
と
似
て
い

る
と
い
う
思
い
か
ら
「
坂
蔵
」
と
呼
ん

で
い
る
。「
坂
蔵
」
か
ら
、
殆
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
興
味
深
い
坂
を
紹
介
。

「
ブ
ナ
坂
」（
東
京
都
最
高
峰
の
雲
取

山
（
２
０
１
７
ｍ
）
の
近
く
、
江
戸
か

ら
甲
州
に
抜
け
る
山
道
、
昔
の
人
は
ブ

ナ
の
木
陰
か
ら
富
士
山
を
眺
め
て
休
息

し
た
で
あ
ろ
う
）、「
銀
漠
坂
」（
あ
き
る

野
市
に
あ
る
大
岳
鍾
乳
洞
の
中
、
松
明

彩
画
を
創
作
し
た
東
京
黒
百
合
会
の
細

井
さ
ん
が
講
演
に
参
加
。
細
井
さ
ん
か

ら
は
、
新
渡
戸
に
影
響
を
与
え
た
内
村

鑑
三
、
有
島
武
郎
、
ク
ラ
ー
ク
、
札
幌

や
盛
岡
の
自
然
な
ど
、
絵
に
描
か
れ
た

モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

【
新
渡
戸
稲
造
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

29
才
で
札
幌
農
学
校
教
授
。
38
歳
の

時
、
ア
メ
リ
カ
で
「
武
士
道
」
を
英
語

で
出
版
（
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
愛
読
書
と

も
言
わ
れ
て
い
る
）。

　

専
門
セ
ン
ス
よ
り

「
セ
ン
ス 

オ
ブ 

プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
」
を
大
切

に
し
た
。
後
藤
新
平
に

乞
わ
れ
て
台
湾
に
渡
り

「
糖
業
改
良
意
見
書
」

を
提
出
。
搾
取
型
で
は

な
い
植
民
地
経
営
を
実

践
、
常
に
弱
者
に
よ
り

そ
う
姿
勢
で
あ
っ
た
。 

　

１
９
２
０
年
に
結
成

さ
れ
た
国
際
連
盟
事
務

次
⾧
、
日
本
が
国
際
連

盟
を
脱
退
し
た
１
９
３
３

年
没
、
享
年
71
才
。

【
第
４
回
】

演
題
：
テ
レ
ビ
の
音
量
を
上
げ
ず
に
言

葉
く
っ
き
り
『
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
ー
』

と
は
？

日
時
：
令
和
６
年
２
月
２
日
14
時
～

講
演
者
：
山
地
浩 

氏
（
Ｓ
63
・
経
）・

㈱
サ
ウ
ン
ド
フ
ァ
ン
代
表
取
締
役

略
歴
：
１
９
８
８
年
洋
画
配
給
会
社

Ｇ
Ａ
Ｇ
Ａ
社
に
就
職
、
人
の
や
っ
て

い
な
い
新
規
事
業
に
興
味
が
あ
り
、

２
０
１
０
年
に
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
独
立
。
２
０
１
８
年
に
サ
ウ
ン

ド
フ
ァ
ン
社
の
経
営
を
創
業
者
か
ら
引

継
ぎ
、
会
社
用
ス
ピ
ー
カ
ー
を
販
売
し

た
が
、
Ｂ
to 

Ｃ
事
業
に
転
換
、
個
人

用
の
ク
リ
ア
に
聞
こ
え
る
ス
ピ
ー
カ
ー

を
開
発
、
販
売
。

講
演
概
要
：

＊
サ
ウ
ン
ド
フ
ァ
ン
社
の
大
切
な
価
値
感

W
arm

th

（
温
か
い
心
）

Unique

（
独
自
性
）

Inclusion

（
包
含
す
る
）

＊
開
発
の
経
緯
と
思
い

　

蓄
音
機
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
曲
面
で
広

が
っ
て
い
る
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
。

平
面
の
下
敷
き
に
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
器
機

を
取
り
付
け
る
よ
り
、
曲
面
の
下
敷
き

に
取
り
付
け
た
方
が
大
き
く
聞
こ
え
る

（
比
較
実
験
で
参
加
者
に
違
い
を
体
感

し
て
も
ら
う
）。

　

当
初
は
、
駅
や
空
港
で
使
用
し
た

が
、
製
品
の
理
解
度
が
深
ま
ら
な
い
。

（
館
内
放
送
な
ど
が
ク
リ
ア
に
聞
こ
え

て
も
ス
ピ
ー
カ
ー
の

せ
い
だ
と
は
誰
も
思

わ
な
い
）
な
ら
ば
、

聞
こ
え
に
く
さ
に
悩

ん
で
い
る
個
人
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
。

　

思
い
は
、
難
聴
者

の
課
題
（
周
囲
と
の

対
話
が
と
り
に
く
い
、
災
害
時
の
情
報

が
と
り
に
く
い
等
）
を
解
決
し
た
い
。

公
共
の
場
で
の
行
動
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

だ
け
で
な
く
、
音
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

実
現
し
た
い
。

＊
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
使
用
者
の
声

・
テ
レ
ビ
か
ら
出
る
音
で
は
聞
き
取
れ

な
い
が
、
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ら
ク

リ
ア
に
聞
こ
え
る
。

・
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
ー
で
聞
く
よ
う
に

な
っ
て
行
動
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
っ
た

・
音
の
輪
郭
が
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
。

・
テ
レ
ビ
の
音
量
に
関
す
る
家
族
会
議

が
不
要
に
な
っ
た
。

・
調
査
に
よ
り
被
検
者
の
８
割
が
聞
こ

え
方
に
改
善
が
あ
っ
た
。

＊
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
購
入
者

・
50
代
か
ら
70
代
が
多
い
。

・
意
外
と
多
い
の
が
若
年
層
か
ら
高
齢

者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

＊
ミ
ラ
イ
ス
ピ
ー
カ
ー
で
音
が
ク
リ
ア

に
聞
こ
え
る
理
由

　

曲
面
が
何
ら
か
の
効
果
を
担
っ
て
い

る
事
は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

千
葉
大
学
、
東
京
大
学
、
早
稲
田
大
学

等
と
共
同
研
究
し
て
い
る
が
、
明
確
な

答
え
は
出
て
い
な
い
。

※
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

今
の
会
社
の
規
模
で

は
量
販
店
に
は
買
い
叩

か
れ
る
の
で
ネ
ッ
ト
販

売
が
中
心
。

＊
海
外
戦
略

・
ア
メ
リ
カ
で
の
販
売
を

並木秀夫 氏 野澤和之 氏

山地　浩 氏

山田安秀 氏
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〈2023年度〉
『調和系工学研究室が挑む
         人工知能技術の社会実装』
講師：北海道大学 調和系工学研究室　
          准教授 山下 倫央 氏　

〈2022年度〉
『大学におけるデジタル技術の取り組み〜
　地域・産学連携をとおした人材育成と研究』
講師：北海道大学 工学研究院　
　　   准教授  高橋 翔 氏　

『三井化学グループの経営戦略とDXについて』
講師：三井化学株式会社　
　　   代表取締役社長  橋本 修 氏

〈2021年度〉
『AIを効果的に活用するための方法〜
　 北海道大学認定ITベンチャーの取り組み』
講師：株式会社調和技研　
         取締役COO 兼 研究開発部部長  黒河 哲也 氏

『IBMの社会貢献の取り組み
          〜SDGsに貢献する活動など〜』
講師：日本IBM株式会社  社会貢献部門
          サステナビリティ推進担当  滝澤 哲也 氏

　

情
報
産
業
エ
ル
ム
会
は
平
成
11
年

（
１
９
９
９
年
）
４
月
に
、
情
報
産
業

分
野
で
活
躍
す
る
北
大
卒
の
有
志
に
よ

り
結
成
さ
れ
、
北
海
道
大
学
出
身
者
で

Ｉ
Ｔ
産
業
分
野
で
活
躍
す
る
経
営
者
・

管
理
者
で
構
成
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　

急
成
⾧
す
る
情
報
産
業
分
野
の
ビ
ジ

ネ
ス
動
向
や
技
術
動
向
を
中
心
に
勉
強

会
や
情
報
交
換
を
行
い
、
業
界
の
発
展

に
貢
献
す
べ
く
、
そ
の
時
代
を
見
据
え

た
テ
ー
マ
を
策
定
し
、
様
々
な
方
々
に

講
師
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
会
員
相
互

の
研
鑽
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
は
年
１
回
の
総
会
と
年
２

～
３
回
行
わ
れ
る
例
会
で
す
。
毎
年
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
（
２
０
２
３
年
度
は

「
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
対
応
」）、

そ
れ
に
見
合
っ
た
講
師
の
方
よ
り
総

会
・
例
会
の
時
に
講
演
を
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
業
界
を
代
表
す
る
Ｉ

Ｂ
Ｍ
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
、

セ
ー
ル
ス
・
フ
ォ
ー
ス
・
ド
ッ
ト
コ
ム
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
富
士
通
な

ど
の
企
業
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
先
端
の
お

話
が
聞
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
北
大
関

係
者
だ
け
の
会
合
故
に
「
オ
フ
レ
コ
」

の
話
や
業
界
の
裏
話
を
聞
け
る
こ
と
も

楽
し
み
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
研
修
会
と
称
し
て
デ
ジ
タ

ル
産
業
に
関
わ
る
施
設
・
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
・
企
業
な
ど
を
訪
問
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
２
年

に
１
度
は
一
泊
二
日
の
研
修
会
を
開
催

し
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
下
で
の
リ
モ
ー
ト
活
用
に

よ
り
、
講
演
者
や
参
加
者
が
遠
隔
地
か

ら
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
や
懇
親
会

も
再
開
し
、
業
界
の
人
脈
形
成
に
役
立

て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
最

近
は
会
員
の
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
、

是
非
若
い
方
々
の
参
加
が
望
ま
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
若
手
の
皆
さ
ん
は
じ
め
新

し
い
会
員
は
い
つ
で
も
募
集
中
で
す
の

で
、「
情
報
産
業
エ
ル
ム
会
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
会
員
加
入
申
込
」
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
今
後
は
是
非
、
他
の
業
界
の
エ

ル
ム
会
の
方
々
と
も
交
流
を
行
い
、
会

員
の
見
識
を
広
め
る
と
と
も
に
、
人
脈

拡
大
も
行
い
な
が
ら
、
業
界
の
発
展
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

情報産業エルム会
代表幹事 佐々木 克

（Ｓ53・経済）

IT産業分野で活躍する経営者・管理者で構成された

http://www.it-elm.com/it-elm.html

情報産業エルム会ホームページ

情報産業エルム会

【直近の講演実績】※所属・役職は講演時

情報産業エルム会
常時会員募集中

こちらから
アクセス

▼

⃝日本の神話はなぜ宮崎日向から始まるのか。
⃝神武天皇は何処から来たのか。
⃝伽耶とは何か、新羅の正体とは何か
⃝月氏とは何者か。倭国王権とはどのように関わったのか。
　ユーラシア大陸史の視点からすべての疑問にお答えします。

第１章  海を渡る人々 ～月氏は何処から来たのか
第２章  陸を駆ける人々 ～月氏の故郷を行く
第３章  不思議の国、伽耶
第４章  倭国をめざす満族
第５章  月氏と倭国王権

〈目次〉

古代日本をユーラシア大陸の歴史の視点から見ると、新しい事実が見
えてきます。古代日本に深く関与した月氏。これまで語られることのな
かったエキサイティングな古代日本史に迫ります。

さあ、月氏と共に2000年前のシルクロードに出かけましょう。
古代史の面白さを満載した一冊です。（北大関西同窓会二水会推薦）

著者：三津正人
出版：風詠社
価格：1,650円（税込）

アマゾンや
楽天ブックス

etc.

購入は
ネットが便利！

同窓生が書いた古代史シリーズⅡ
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長
年
に
わ
た
り
夏
冬
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
裏
表
紙
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
鮫
島
惇
一
郎
先
生
が 

２
０
２
４
年
１
月
７
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
25
年
理
学
部
植
物
学
科
卒
、
97
歳
で
し
た
。

　

年
明
け
に
近
況
や
編
集
作
業
へ
の
励
ま
し
の
便
り
と
一
緒
に
冬
号
の
原
稿
が
届
き
、
作
業
を
始
め

て
直
ぐ
の
頃
に
先
生
の
お
手
伝
い
を
さ
れ
て
い
た
新
井
田
典
子
さ
ん
か
ら
訃
報
を
聞
い
た
時
に
は
、

あ
ま
り
に
急
な
こ
と
で
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

寄
稿
し
て
い
た
だ
く
文
章
は
い
つ
も
、
北
海
道
の
原
風
景
や
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
昭
和
時
代
の
生

活
の
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
、
自
分
の
学
生
時
代
の
頃
の
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
３
年
前
の
秋
、
昔
の
北
大
の
様
子
や
学
生
時
代
の
思
い
出
を
寄
稿
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た

と
き
に
も
快
諾
し
て
い
た
だ
き
、
原
稿
用
紙
30
枚
分
も
の
原
稿
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

新
井
田
さ
ん
に
近
年
の
鮫
島
先
生
の
ご
様
子
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
更
な
が
ら
、

博
士
号
を
取
得
し
て
国
内
外
で
高
い
業
績
を
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
初
め
て
知
り
、
自
ら
会
葬
御

礼
を
準
備
す
る
お
人
柄
に
触
れ
、
畏
敬
の
念
を
覚
え
ま
す
。

　

今
号
の
裏
表
紙
は
１
９
９
７
年
か
ら
27
年
間
続
い
た
「
北
海
道
の
花
」
の
最
期
の
寄
稿
に
な
り

ま
す
。
鮫
島
先
生
、
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

て
き
た
者
と
し
て
、
鮫
島
さ
ん
の
思
い
出

を
綴
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

鮫
島
さ
ん
は
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
の
研
究

で
よ
く
知
ら
れ
た
方
で
し
た
。
北
大
理

学
部
植
物
学
科
の
大
学
院
時
代
か
ら
、

芳
賀
忞
、
倉
林
正
尚
両
先
生
の
指
導
の

下
、
同
じ
植
物
学
科
の
一
年
後
輩
で
山
岳

部
の
後
輩
で
も
あ
り
、

後
に
結
婚
さ
れ
る
和
子

さ
ん
や
お
仲
間
と
共
に

エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
頃
の
ご

様
子
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

60
号
、
61
号
の
「
古
き

よ
き
昭
和
の
北
大
」
で

鮫
島
さ
ん
ご
自
身
が
書

い
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

１
９
５
６
年
に
林
業
試
験
場
北
海
道

支
場
に
勤
務
さ
れ
て
か
ら
も
仕
事
の
傍

ら
、
そ
の
研
究
成
果
を
恩
師
の
舘
脇
操

先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
論
文
と
し

て
ま
と
め
、
１
９
６
１
年
に
は
お
二
人

揃
っ
て
農
学
博
士
号
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
研
究
成
果
は
１
９
６
２
年
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
イ
ェ
ー
テ
ボ
リ
植
物

園
紀
要
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

を
目
に
し
た
米
国
テ
ネ
シ
ー
州
ヴ
ァ
ン

ダ
ー
ビ
ル
ト
大
学
のR.B.

チ
ャ
ン
ネ
ル
教

授
か
ら
米
国
産
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
研
究
の

協
力
要
請
が
あ
り
、
１
９
６
６
年
か
ら
１

年
間
お
二
人
で
渡
米
し
米
国
産
エ
ン
レ

イ
ソ
ウ
の
研
究
に
専
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
年
後
の
１
９
７
６
年
に
は
和
子
さ

ん
が
、
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
資
料
の
取
り
纏
め

の
た
め
に
勤
務
先
の
札
幌
学
院
大
学
よ

り
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
大
学
に
１
年
間

の
留
学
研
修
に
赴
き
、
鮫
島
さ
ん
も
休

暇
を
使
っ
て
渡
米
、
前
回
描
け
な
か
っ
た

幾
つ
か
の
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
を
採
集
し
絵

を
描
き
上
げ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
１
９
８
７
年
に
そ
れ
ま
で

の
研
究
の
集
大
成
で
あ
り
、
世
界
初

の
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
属
植
物
図
譜
で
あ

る
「
原
色
図
譜
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
属
植

物
」
を
北
大
図
書
刊
行
会
か
ら
出
版

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
０
０
年
に
は
⾧
年
に
わ
た
る
エ

ン
レ
イ
ソ
ウ
の
研
究
お
よ
び
「
原
色
図

譜
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
属
植
物
」
が
高
く
評

価
さ
れ
、
松
下
幸
之
助
花
の
万
博
記
念

賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鮫
島
さ
ん
は
林
業
試
験
場
北
海
道
支

場
を
１
９
８
５
年
に
辞
職
し
た
後
、
自

然
環
境
研
究
室
を
設
立
し
、
北
海
道
環

境
影
響
評
価
審
議
会
委
員
や
江
別
市
緑

化
推
進
審
議
会
委
員
、
北
海
道
自
然
保

護
協
会
の
副
会
⾧
を
務
め
る
な
ど
、
北

海
道
の
自
然
保
護
に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
自
然
保
護
活

動
の
他
に
も
鮫
島
さ
ん
に
は
林

業
試
験
場
を
辞
職
後
も
⾧
く
続

け
て
こ
ら
れ
た
活
動
が
３
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
「
歩
々
（
ぽ
っ
ぽ
）

の
会
」
と
い
う
素
人
画
家
集
団
で

す
。
こ
の
会
は
北
大
山
岳
部
の
大

先
輩
で
も
あ
る
故
坂
本
直
行
さ
ん

が
、
十
勝
の
原
野
で
の
開
拓
農
家

を
や
め
、
画
家
と
し
て
札
幌
で
生

計
を
立
て
ら
れ
た
頃
に
作
ら
れ
た

会
で
し
た
。

　

鮫
島
さ
ん
は
学
生
の
頃
か
ら
エ

ン
レ
イ
ソ
ウ
の
採
集
で

直
行
さ
ん
の
原
野
の
家

を
度
々
訪
れ
て
お
り
、

こ
の
会
が
創
設
し
た

１
９
６
２
年
、
鮫
島
さ

ん
36
歳
の
時
か
ら
参
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

年
に
２
度
ほ
ど
会
員

の
方
達
と
直
行
さ
ん
は

一
緒
に
道
内
あ
ち
こ
ち

に
ス
ケ
ッ
チ
ハ
イ
ク
に

出
か
け
て
絵
を
描
き
、

秋
に
は
札
幌
市
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
年

に
１
度
の
画
展
を
開
催
、
こ
の
画
展
で

は
絵
の
み
な
ら
ず
、
書
や
写
真
ま
た
陶

芸
な
ど
の
作
品
が
並
び
、
こ
れ
ら
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
作
品
た
ち
は
、
見
に

き
て
く
だ
さ
る
方
々
に
も
好
評
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

こ
の
会
は
、
１
９
８
２
年
に
直
行
さ

ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
も
、
会
⾧
は
あ

く
ま
で
直
行
さ
ん
と
い
う
こ
と
で
続
け

ら
れ
、
毎
年
秋
に
な
る
と
画
展
を
開
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

で
も
、
だ
ん
だ
ん
と
会
員
た
ち
の
高

齢
化
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。
当
時
事
務

局
を
担
当
し
て
い
た
鮫
島
さ
ん
は
、
ど

こ
か
で
こ
の
会
を
閉
め
な
け
れ
ば
と
考

え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
１
２

年
の
秋
、
丁
度
50
回
目
と
な
る
画
展
を

も
っ
て
こ
の
会
を
閉
め
ら
れ
ま
し
た
。
鮫

島
さ
ん
86
歳
の
時
で
し
た
。

　

２
つ
目
は
鉄
道
模
型
で
す
。
子
供
の

こ
ろ
か
ら
蒸
気
機
関
車
が
大
好
き
だ
っ

た
鮫
島
さ
ん
、
45
歳
の
時
に
弁
慶
号
を

買
っ
た
の
が
鉄
道
模
型
に
の
め
り
こ
む

始
ま
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
１
９
９
７

年
３
月
に
は
鮫
島
さ
ん
が
会
⾧
と
な
っ

て
札
幌
鉄
道
模
型
ク
ラ
ブ
を
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
会
員
34
名
で
始
ま
っ
た
こ
の

会
は
、
初
め
の
頃
は
鉄
道
模
型
店
の
３

階
に
鮫
島
さ
ん
が
作
成
し
た
常
設
の
Ｈ

Ｏ
ゲ
ー
ジ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
敷
設
し
、

会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
寄
っ
た
車
両
を

走
ら
せ
て
楽
し
む
と
い
う
会
で
し
た
。

　

模
型
店
の
３
階
が
使
え
な
く
な
っ
た

後
も
、
年
に
４
回
程
会
館
や
ホ
テ
ル
の
１

室
を
借
り
て
レ
イ
ア
ウ
ト
を
組
み
立
て

皆
さ
ん
で
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

鮫
島
さ
ん
は
書
庫
と
し
て
購
入
し

た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
14
畳
の
居
間
全
部
を

使
っ
て
、
５
台
目
と
な
る
立
体
的
な
レ

イ
ア
ウ
ト
を
敷
設
し
、
そ
こ
で
車
両
を

作
っ
た
り
走
ら
せ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
趣
味
の
雑
誌

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
大
掛
か
り

で
手
の
込
ん
だ
も
の
で
し
た
。

　

で
も
６
年
程
前
、
そ
れ
ま
で
ご
自
分

で
作
り
、
集
め
た
数
多
く
の
車
両
を
手

放
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
多
分
、
ご

自
分
が
い
な
く
な
っ
た
後
の
こ
と
を
考

え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
居
間
に
設
置
し
て
あ
っ
た
最
後
の

　

今
年
１
月
７
日
に
97
歳
で
亡
く
な
ら

れ
た
鮫
島
さ
ん
、
40
年
程
前
か
ら
同
じ

マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
、
鮫
島
ご
夫
妻
に
は

そ
の
こ
ろ
か
ら
姉
共
々
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
14
年
前
に
奥
様
を
亡
く

さ
れ
た
後
、
日
常
生
活
の
お
手
伝
い
を

し
な
が
ら
身
近
で
鮫
島
さ
ん
を
見
守
っ

鮫島 惇一郎さんを偲んで

〈1965年〉Dr.R.B.チャンネルさんと
旧標本館前で

〈1956年〉鮫島さんと和子さん
（北大・温室の窓の前）

鮫島 惇一郎さんを偲んで
〜鮫島先生との思い出を寄稿〜

新井田典子さん

〈1967年〉島松のクラーク博士記念碑の
前で恩師・舘脇操先生と鮫島夫妻

〈1999年〉追分鉄道記念館にて

広
報
委
員
長 

島
田 

久
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親
戚
の
方
は
北
海
道
に
は
い
な
い
た

め
、
鮫
島
さ
ん
の
ご
希
望
で
葬
儀
は
私

と
奥
様
の
和
子
先
生
（
札
幌
学
院
大
学

名
誉
教
授
）
の
３
人
の
教
え
子
の
馬
場

繁
幸
さ
ん
（
琉
球
大
学
名
誉
教
授
）
・
松

岡
克
美
さ
ん
・
佐
藤
政
隆
さ
ん
、
そ
し
て

鮫
島
さ
ん
と
調
査
な
ど
で
よ
く
山

に
登
ら
れ
た
佐
藤
謙
さ
ん
（
北
海

学
園
大
学
名
誉
教
授
）
の
計
５
名

で
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

葬
儀
に
あ
た
り
、
鮫
島
さ
ん
は

私
た
ち
に
指
示
書
を
残
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
式
は
無
宗

教
で
質
素
に
簡
潔
に
行
う
こ
と
、

音
楽
は
「
早
春
賦
」
「
夏
の
思
い

出
」
「
鱒
」
「
線
路
の
仕
事
」
な

ど
を
流
し
て
ほ
し
い
等
々
、
そ

し
て
、
「
会
葬
御
礼
」
に
あ
た
る

「
お
礼
の
こ
と
ば
」
も
ご
自
分
で

用
意
し
て
お
い
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
そ
の
ま
ま
載
せ
ま
し
た
。

　

14
年
前
に
奥
様
の
和
子
先
生
が

突
然
家
で
倒
れ
、
意
識
を
回
復
す

る
こ
と
な
く
亡
く
な
ら
れ
た
時
に

大
変
な
思
い
を
さ
れ
た
の

で
、
自
分
が
い
な
く
な
っ

た
時
は
で
き
る
だ
け
私
た

ち
に
負
担
を
か
け
な
い
よ

う
に
と
い
う
親
心
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
で
き
る
だ
け

そ
の
指
示
書
に
添
っ
て
行

い
ま
し
た
。
古
く
か
ら
お

付
き
合
い
の
あ
っ
た
多
く

　

年
末
に
は
そ
の
原
稿
を
仕
上
げ
ら
れ

１
月
３
日
に
発
送
、
そ
の
後
に
誤
嚥
性

肺
炎
を
起
こ
し
入
院
さ
れ
た
の
で
す
が

急
に
悪
化
し
、
７
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。

　

鮫
島
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
、
ご

レ
イ
ア
ウ
ト
も
他
の
会
員
の
方
に
譲
ら

れ
ま
し
た
。
で
す
が
、
札
幌
鉄
道
模
型

ク
ラ
ブ
に
は
最
後
ま
で
名
誉
会
⾧
と
し

て
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
毎
年
４

月
の
総
会
に
は
必
ず
顔
を
出
し
、
皆
さ

ん
が
レ
イ
ア
ウ
ト
を
組
み
立
て
る
の
を

嬉
し
そ
う
に
み
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

昨
年
４
月
が
最
後
の
出
席
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
３
つ
目
が
、
１
９
９
３
年
か

ら
始
ま
っ
た
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
札
幌
教
室
の
「
野
の
花
会
」
と
い

う
講
座
で
し
た
。
こ
の
講
座
は
月
に
一

度
、
春
か
ら
秋
は
貸
し
切
り
バ
ス
に
受

講
生
30
名
程
を
引
率
し
道
内
あ
ち
こ
ち

の
野
の
花
を
尋
ね
て
歩
く
と
い
う
講
座

で
し
た
。

　

冬
に
な
る
と
鮫
島
さ
ん
が
そ
の
年
に

撮
り
た
め
た
花
や
自
然
の
ス
ラ
イ
ド
を

見
な
が
ら
、
復
習
を
兼
ね
て
お
話
し
て

く
だ
さ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の

講
座
は
鮫
島
さ
ん
の
飾
ら
な
い
お
人
柄

や
楽
し
い
お
話
に
惹
か
れ
て
、
い
つ
も

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
人
気

講
座
で
し
た
。
私
も
退
職

後
に
入
会
し
、
あ
ち
こ
ち

連
れ
て
い
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

毎
年
１
月
に
な
る
と
、

当
時
札
幌
教
室
室
⾧
だ
っ

た
高
木
茂
雄
さ
ん
と
鮫
島

さ
ん
が
案
を
練
っ
て
そ
の

春
か
ら
の
行
き
先
を
決
め

る
の
で
す
が
、
時
に
は
道

外
や
ス
イ
ス
、
カ
ナ
ダ
ま
で
足
を
伸
ば

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
野
外
講
座
の
際
、
受
講
生
達
と

⾧
沼
町
の
野
山
を
歩
い
て
い
る
う
ち
に

道
に
迷
い
、
い
つ
の
間
に
か
自
衛
隊
の
基

地
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
建
物
が
あ
っ
た
の
で
、
道

に
迷
っ
た
こ
と
を
告
げ
よ
う
と
髙
木
さ

ん
が
建
物
の
監
視
室
の
よ
う
な
扉
を
開

け
る
と
、
数
名
の
隊
員
達
に
取
り
囲
ま

れ
、「
そ
の
場
を
動
か
な
い
で
！
」
と
言

わ
れ
、
皆
で
緊
張
し
て
待
っ
て
い
た
と
の

こ
と
。
し
ば
ら
く
し
て
、
温
厚
そ
う
な
司

令
官
が
や
っ
て
き
て
、
事
情
を
話
す
と

自
衛
隊
の
バ
ス
で
貸
し
切
り
バ
ス
の
待

つ
場
所
ま
で
丁
寧
に
送
っ
て
く
れ
た
と

い
う
の
で
す
。
帰
っ
て
き
て
か
ら
、「
い

や
ー
、
な
か
な
か
で
き
な
い
体
験
を
し
て

き
た
よ
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
失
敗
し
て
も
め
げ
ず
、
か

え
っ
て
そ
れ
を
面
白
が
る
鮫
島
さ
ん
ら

し
い
お
話
で
し
た
。
鮫
島
さ
ん
は
や
は
り

元
山
男
、
家
で
じ
っ
と
し
て
い
る
よ
り
自

然
の
中
に
出
か
け
る
こ
と
が
大
好
き
な

方
で
し
た
か
ら
、
こ
の
講
座
の
旅
は
毎
回

楽
し
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
90
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
だ

ん
だ
ん
と
脚
と
体
力
の
衰
え
を
感
じ
て

き
た
鮫
島
さ
ん
、
ど
う
せ
な
ら
切
り
の

良
い
所
で
辞
め
よ
う
と
、
丁
度
こ
の
会

が
３
０
０
回
目
を
迎
え
る
２
０
１
８
年

３
月
に
、
25
年
続
い
た
こ
の
会
を
閉
じ
ら

れ
ま
し
た
。
92
歳
の
時
で
し
た
。

　

こ
の
後
も
執
筆
活
動
は
最
後
ま
で
続

け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
１
９
５
６
年
か
ら

担
当
さ
れ
て
い
た
林
業
関
係
の
機
関
誌

「
北
方
林
業
」
の
表
紙
の
写
真
と
こ
と

ば
、
そ
し
て
、
１
９
９
７
年
か
ら
担
当
さ

れ
て
い
た
北
大
東
京
同
窓
会
の
会
報
誌

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
裏
表
紙
「
北
海
道
の

花
」
の
絵
と
文
章
で
す
。

　

北
方
林
業
は
２
０
１
４
年
に
会
員

の
減
少
等
で
一
時
休
刊
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
ま
で
は
毎
月
発
行
の
月
刊
誌

で
し
た
。
で
す
か
ら
そ
の
表
紙
の
言
葉

も
毎
月
書
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
振
り

返
っ
て
み
て
も
毎
月
８
０
０
字
ほ
ど
の

文
章
を
毎
月
、
65
年
間
も
書
き
続
け
て

き
た
こ
と
に
、
今
更
な
が
ら
感
心
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

幸
い
に
も
北
方
林
業
は
２
０
１
６
年

に
年
４
回
で
再
び
発
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
鮫
島
さ
ん
も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
毎
月
書
け
な
い
こ
と
が
物
足

り
な
さ
そ
う
で
し
た
。
ど
う
し
て
次
々

と
あ
の
よ
う
な
文
章
が
書
け
る
の
か
聞

い
て
み
る
と
「
撮
っ
た
写
真
を
見
て
い

る
と
そ
の
時
の
事
が
い
ろ
い
ろ
思
い
出

さ
れ
て
、
自
然
と
文
章
が
出
て
く
る
ん

だ
よ
」
と
の
こ
と
。
記
憶
力
の
確
か
さ

と
共
に
、
鮫
島
さ
ん
の
頭
の
中
に
は
常

に
物
語
が
溢
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

北
方
林
業
の
読
者
の
中
に
は
、
鮫
島

さ
ん
の
表
紙
の
写
真
と
こ
と
ば
の
フ
ァ

ン
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

写
真
は
最
後
ま
で
リ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ
ル

ム
で
撮
っ
て
お
り
、
「
デ
ジ
カ
メ
で
は

撮
っ
た
気
が
し
な
い
よ
」
と
よ
く
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

鮫
島
さ
ん
の
や
わ
ら
か
く
優
し
い
文

章
に
は
、
誰
に
対
し
て
も
気
さ
く
で
相

手
を
思
い
や
る
お
人
柄
が
反
映
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
皆
さ
ん

魅
了
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

昨
年
12
月
に
北
大
東
京
同
窓
会
か
ら

い
つ
も
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
原
稿
依
頼
が

来
た
時
、
締
め
切
り
は
ま
だ
ま
だ
先
な

の
に
、
す
ぐ
に
ワ
ー
プ
ロ
で
作
成
に
と
り

か
か
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
つ
も
の
こ

と
で
、
自
分
に
何
か
あ
っ
た
時
、
相
手
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
常
に
考
え

て
お
ら
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

の
方
々
の
参
列
に
加
え
て
、
た
っ
た
一

度
取
材
や
問
い
合
わ
せ
で
お
会
い
し
た

方
々
が
「
も
う
一
度
お
話
し
し
た
か
っ

た
」
と
来
て
く
だ
さ
り
、
鮫
島
さ
ん
の

誰
か
ら
も
慕
わ
れ
る
お
人
柄
が
改
め
て

偲
ば
れ
ま
し
た
。

　

１
０
０
歳
ま
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね

と
言
っ
て
い
た
願
い
は
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
杖
を
つ
き
な
が
ら
も
最
後

ま
で
ご
自
分
の
脚
で
歩
き
、
ず
っ
と
ご
自

宅
で
過
ご
し
た
い
と
い
う
ご
希
望
は
な

ん
と
か
叶
え
て
さ
し
あ
げ
ら
れ
た
の
で
、

満
足
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
な
と
も

思
い
ま
す
。

　

い
つ
も
周
り
の
人
に
感
謝
し
、
や
さ

し
い
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
鮫
島

さ
ん
、
時
に
お
茶
目
で
周
り
を
和
ま
せ

楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
っ
た
鮫
島
さ
ん
、

⾧
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
97
年
間
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
先
に
亡
く
な
ら
れ

た
和
子
先
生
や
多
く
の
ご
友
人
た
ち

と
楽
し
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ね
、
と

言
っ
て
差
し
上
げ
た
い
で
す
。

鮫島 惇一郎さんを偲んで

〈2017年〉林業試験場だった頃、鮫島さんが
接ぎ木したシラカンバ林の前で（豊平公園）

〈2018年〉朝日カルチャーセンター
「野の花会」最終講義で

生前ご本人が書かれた「会葬礼状」

〈2013年〉知床峠で
朝日カルチャーセンター「野の花会」
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ン
ド
の
商
品
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
り
ん
ご
を
使
っ
た
商
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
《
北
大
の
実
り 

チ
ョ
コ
＆
ク
ッ
キ
ー
・

余
市
産
り
ん
ご
》
２
０
２
４
年
４
月
に

株
式
会
社
も
り
も
と
と
コ
ラ
ボ
し
た
ス

イ
ー
ツ
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
販
売
当

初
よ
り
評
判
が
よ
く
、
あ
ま
り
の
人
気

に
生
産
が
追
い
つ
か
な
く

て
７
月
に
は
販
売
停
止
と

な
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
10

月
か
ら
の
収
穫
後
、
り
ん

ご
を
加
工
し
再
び
販
売
さ

れ
る
予
定
で
す
。　

　
《
羊
蹄
山
麓
ビ
ー
ル 

北

大
林
檎
》
６
月
に
株
式
会

社
ル
ピ
シ
ア
と
コ
ラ
ボ

し
た
ビ
ー
ル
が
誕
生
し
、

大
学
構
内
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

シ
ョ
ッ
プ
や
ル
ピ
シ
ア
の

一
部
店
舗
な
ど
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
余
市
果
樹
園

の
り
ん
ご
果
汁
を
贅
沢
に

使
用
し
た
、
甘
み
と
酸
味

が
調
和
す
る
フ
ル
ー
ツ

エ
ー
ル
で
す
の
で
、
札
幌

に
来
た
時
に
は
ぜ
ひ
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　
■
北
大
ガ
ゴ
メ
Ⓡ

　

ガ
ゴ
メ
昆
布
に
は
フ

コ
イ
ダ
ン
や
ア
ル
ギ
ン

酸
な
ど
の
水
溶
性
食
物

繊
維
が
多
く
含
ま
れ
、
糖

北大ガゴメ® のど飴 フコダインAM

　

昨
今
、大
学
に
は
「
教
育
」「
研
究
」

に
加
え
て
「
社
会
貢
献
」
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
産
学
・
地
域
協
働
推

進
機
構
は
本
学
の
研
究
成
果
を
社
会
に

還
元
す
る
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
技
術
革
新
、
社

会
課
題
解
決
な
ど
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

当
機
構
で
推
進
し
て
い
る
北
大
認
定

ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
取
り
組
み
と
は
、
企

業
様
が
本
学
の
研
究
成
果
や
農
場
生
産

物
等
を
活
用
し
て
作
ら
れ
た
北
大
独
自

の
商
品
に
対
し
て
、「
北
大
認
定
ブ
ラ
ン

ド
」
と
し
て
お
墨
付
き
を
与
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
付
加
価
値
の
高
い
商
品
を

作
っ
て
頂
き
、
そ
の
売
り
上
げ
の
一
部

を
大
学
に
還
元
し
て
頂
く
取
り
組
み
で

す
。
北
海
道
の
お
土
産
と
し
て
も
人
気

の
「
札
幌
農
学
校
ク
ッ
キ
ー
」
（
株
式

会
社
き
の
と
や
様
）
も
北
大
認
定
ブ
ラ

ン
ド
商
品
で
あ
り
、
本
学
に
還
元
頂
い

た
寄
付
金
は
現
役
の
学
生
さ
ん
の
奨
学

金
や
大
学
の
環
境
整
備
の
た
め
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
大
認
定
ブ
ラ
ン
ド
商
品
は
、
約

90
％
が
北
海
道
内
の
企
業
様
と
の
協
業

に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
大
ガ

ゴ
メ
、
北
大
短
角
牛
、
北
大
ト
ラ
ウ

ト
、
北
大
ラ
ズ
ベ
リ
ー
な
ど
は
、
道
内

の
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
で
も
採
用
さ
れ
た

り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

も
選
定
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道
大
学
お

よ
び
北
海
道
の
魅
力
を
一
般
の
方
に
伝

え
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
機
構
で
は
以
下
の
北
大
ブ
ラ
ン
ド

ポ
リ
シ
ー
を
定
め
、「
北
大
ブ
ラ
ン
ド
は

先
人
か
ら
の
預
か
り
物
」と
い
う
意
識
の

下
、ポ
リ
シ
ー
に
賛
同
頂
け
る
企
業
様
に

の
み
北
大
認
定
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
作
っ

て
頂
く
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。例

え
ば
、商
品
を
作
る
過
程
で
は
、商
品
内

容
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
表
現
な
ど
も
確

認
し
、北
大
商
品
に
ふ
さ
わ
し
い
表
記
と

な
っ
て
い
る
か
な
ど
研
究
者
に
も
確
認

を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

北
大
認
定
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
通
じ

て
、
北
海
道
大
学
を
身
近
に
感
じ
て
頂

く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
新
し
い
商
品
も
続
々
と

登
場
致
し
ま
す
の
で
、
応
援
し
て
頂
け

る
と
幸
い
で
す
。

HOKUDAI BRAND 《北大認定ブランド商品の取り組み》

北
海
道
大
学
の
研
究
成
果
を『
商
品
』を
通
じ
て
伝
え
る  

産
学・地
域
協
働
推
進
機
構　
戦
略
企
画
部
門 

産
学
協
働
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー  

城
野
理
佳
子

北
大
認
定
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
取
り
組
み

HOKUDAI BRAND

◇
創
基
以
来
１
４
８
年
に
亘
る

   

先
人
の
歴
史
に
よ
り

   

蓄
積
さ
れ
た
無
形
財
産

◇
国
内
・
海
外
に
対
す
る
北
大
の

　

責
任
の
象
徴

◇
学
生
・
卒
業
生
・
教
職
員
の
誇
り

〈
北
大
ブ
ラ
ン
ド
の
ポ
リ
シ
ー
〉

北
大
ブ
ラ
ン
ド
は
北
大
の
か
け
が
え
の

な
い
資
産
で
あ
る
。

　　
■
北
大
り
ん
ご

　

北
大
の
余
市
果
樹
園
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？
そ
の
歴
史
は
古
く
、

１
９
１
２
年
（
大
正
元
年
）
に
果
物
の

研
究
と
普
及
の
目
的
で
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
「
北
大
北
方
生
物
圏

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
生
物
生
産

研
究
農
場 

余
市
果
樹
園
」
が
正
式
な
名

称
で
、
り
ん
ご
や
洋
梨
、
ぶ
ど
う
な
ど

の
果
樹
が
育
て
ら
れ
て
お
り
、
農
学
部

の
学
生
は
じ
め
、
全
学
の
学
生
が
収
穫

や
選
果
な
ど
の
実
践
を
学
べ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

余
市
果
樹
園
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
果
樹
を
活
用
し
て
北
大
ブ
ラ

の
吸
収
の
抑
制
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
排
出
の

促
進
・
整
腸
作
用
・
免
疫
賦
活
作
用
、

ま
た
皮
膚
の
保
湿
や
再
生
を
促
す
効
果

が
期
待
で
き
る
た
め
、
機
能
性
食
品
や

石
鹸
・
化
粧
品
、
医
薬
品
に
応
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
特
性
に
注
目
し
て
、
北
大
水
産
科

学
研
究
院
が
独
自
の
海
洋
栽
培
技
術
で
開

発
、
熟
練
の
生
産
者
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ

た
海
藻
が
北
大
ガ
ゴ
メ
®
で
す
。
粘
り
成

分
の
フ
コ
ダ
イ
ン
の
量
（
乾
燥
重
量
）
は

真
昆
布
の
４
倍
以
上
、
天
然
ガ
ゴ
メ
の
２

倍
以
上
有
し
、
ま
た
、
大
き
く
な
る
の
に

２
年
か
か
る
天
然
ガ
ゴ
メ
に
比
べ
、
約
３

分
の
１
の
期
間
で
栽
培
で
き
、
安
定
し
た

原
料
供
給
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

函
館
近
郊
の
海
域
で
採
れ
る
真
昆
布

が
上
品
で
透
明
感
の
あ
る
高
級
昆
布
と

し
て
扱
わ
れ
る
一
方
、
真
昆
布
と
一
緒

に
収
穫
さ
れ
る
ガ
ゴ
メ
は
厄
介
者
扱
い

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
⾧
年
に
わ
た

る
地
元
企
業
と
の
協
力
で
、
今
で
は

１
０
０
種
類
以
上
の
商
品
が
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
《
北
大
ガ
ゴ
メ
®
と
ろ
ろ
昆
布
》
粘
り

気
た
っ
ぷ
り
の
と
ろ
ろ
昆
布
。
細
か
く

刻
ん
で
あ
る
の
で
、
お
吸
い
物
に
入
れ

た
り
、
お
に
ぎ
り
や
お
茶
漬
け
な
ど
に

よ
く
合
い
ま
す
。

　
《
北
大
ガ
ゴ
メ
®
の
ど
飴 

フ
コ
ダ
イ
ン

Ａ
Ｍ
》
北
大
ガ
ゴ
メ
の
粉
末
を
１
・７
％

も
含
有
し
た
の
ど
飴
。
優
し
い
甘
さ
と

ガ
ゴ
メ
の
塩
味
の
懐
か
し
い
テ
イ
ス
ト

が
喉
を
優
し
く
包
み
ま
す
。

■ 北大りんご

■ 北大ガゴメ® 北大ガゴメ® 
とろろ昆布

羊蹄山麓ビール 
北大林檎

北大の実り チョコ＆クッキー



FRONTIER 2024/08/20 46FRONTIER 2024/08/2047

　

北
大
祭
の
魅
力
は
模
擬
店
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
、
軍
事
・
政
治

に
詳
し
い
国
際
政
治
学
者
の
小
泉
悠
氏

（
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
准
教
授
）
と
、
Ｈ
Ｔ
Ｂ
「
水
曜
ど

う
で
し
ょ
う
」
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー・

藤
村
忠
寿
氏
の
両
氏
を
お
招
き
し
、
対

談
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
泉

氏
に
は
、
昨
年
の
第
65
回
北
大
祭
で
も

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て

講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
北

大
祭
のYouTube

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
る
こ
の
企
画
は
大
学

の
内
外
を
問
わ
ず
広
く
反
響
を

呼
び
、
今
年
の
北
大
祭
に
も
ゲ

ス
ト
と
し
て
お
招
き
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
藤
村
氏
は
、

北
海
道
の
お
茶
の
間
で
親
し
ま

れ
て
い
る
テ
レ
ビ
番
組
「
水
曜

ど
う
で
し
ょ
う
」
の
制
作
を
主

導
す
る
Ｔ
Ｖ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
す
。
北

大
に
も
ゆ
か
り
が
あ
り
、
現
在
は
北
大

公
共
政
策
学
院
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ロ
ー
も

務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
対
談
で

は
、両
氏
の
職
業
等
に
お
け
る
共
通
点・

相
違
点
や
メ
デ
ィ
ア
の
持
つ
役
割
・
影

響
力
に
つ
い
て
異
な
る
立
場
か
ら
論
じ

て
い
た
だ
き
、
事
前
に
募
集
し
た
質
問

に
も
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年

の
講
演
企
画
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
誕

生
し
た
こ
の
企
画
は
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
大
勢
の
来
場
者
に
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
対
談
は
、
北
大
祭

の
公
式YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

北
大
祭
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行

う
学
生
た
ち
が
日
々
の
成
果
を
発
表

す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
体
育
館
横

に
はRock Stage

が
、
北
12
条
に
は

Perform
ance Stage

が
設
置
さ
れ
、

学
生
た
ち
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
、
ダ

ン
ス
、
ア
カ
ペ
ラ
な
ど
の
熱
量
高
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広

げ
ら
れ
、
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
今
年
は
、
文
化
系
サ
ー

ク
ル
が
活
動
を
披
露
す
る
場
で
あ
る

「Clark Festival

」
が
５
年
ぶ
り
に
復

活
し
ま
し
た
。Clark Festival

は
、

北
海
道
大
学
に
所
属
す
る
文
化
系
サ
ー

ク
ル
が
活
動
を
発
表
し
、
一
般
の
方
々

に
北
海
道
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
文
化

的
な
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
る
企
画
で
す
。
今

年
は
、
講
堂
で
は
北
海
道
大
学
混
声
合

唱
団
や
北
海
道
大
学
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

研
究
会
な
ど
の
音
楽
団
体
に
よ
る
発
表

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
茶
室
や
和
室
で
は

来
場
者
に
お
茶
を
提
供
す
る
「
北
大
祭

茶
会
」
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
静
か
で

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
場
で
非
日
常
的

な
体
験
を
求
め
て
多
く
の
来
場
者
が
訪

れ
、
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
貴
重
な

体
験
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

今
年
の
北
大
祭
で
行
わ
れ
た
企
画

は
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
年
は
５
年
ぶ
り
に
キ
ャ
ン
パ

　

北
大
祭
は
北
海
道
大
学
の
広
大
な

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
る
日
本
最
大

級
の
大
学
祭
で
、
10
の
祭
か
ら
構
成
さ

れ
ま
す
。
こ
の
10
の
祭
に
は
、
各
学
部

の
専
門
性
を
生
か
し
た
展
示
が
行
わ
れ

る
獣
医
学
祭
・
工
学
祭
・
農
学
祭
な
ど

の
学
部
祭
、
留
学
生
が
作
る
各
国
の
料

理
を
楽
し
め
る
「International Food 

Festival （
Ｉ
Ｆ
Ｆ
）」、
部
活
・
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
有
志
団
体
や
１
年
生
団
体
が

模
擬
店
の
出
店
や
展
示
な
ど
を
行
う

「
楡
陵
祭 （
ゆ
り
ょ
う
さ
い
） 

」
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
の
発
表
や
、
普
段
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
大
学
施
設
の
公
開
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
キ
ャ
ン
パ
ス
南
部
に
構
え
た
Ｉ

Ｆ
Ｆ
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
フ
ォ
ー
や
ト

ル
コ
料
理
の
ケ
バ
ブ
、
イ
ン
ド
の
チ
キ

ン
カ
レ
ー
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
食
べ
ら

れ
な
い
本
場
の
味
を
求
め
て
多
く
の
来

場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
日
本
と
の
国
交

60
周
年
を
記
念
し
て
郷
土
料
理
で
あ
る

ヴ
ィ
ン
ボ
ン
ボ
を
提
供
し
た
ザ
ン
ビ
ア

テ
ン
ト
で
は
テ
レ
ビ
局
の
生
中
継
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
北
海
道
大
学
の
学
生
に

限
ら
ず
学
外
の
皆
様
に
も
大
き
な
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

ス
内
各
地
に
ス
タ
ン
プ
を
設
置
し
て
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
、
親
子
連
れ

の
お
客
様
な
ど
が
楽
し
む
姿
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
北
海
道
大
学
で
行

わ
れ
て
い
る
研
究
や
学
習
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
企
画
も
多
数
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
復
活
し
た
「
公
開
講
義
」

企
画
で
は
北
海
道
大
学
の
教
員
が
一
般

に
講
義
を
公
開
し
、「
が
ん
の
治
療
法

は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ

う
？
～
過
去
か
ら
未
来
へ
～
」「
世
界
の

ク
マ
の
調
査
研
究
と
現
状
～
ホ
ッ
キ
ョ

ク
グ
マ
と
ヒ
グ
マ
を
例
に
し
て
～
」
と

い
っ
た
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
普
段

一
般
の
方
は
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な

い
施
設
を
公
開
す
る
「
施
設
公
開
」
で

は
、
北
海
道
大
学
の
研
究
所
が
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
の
特
⾧
を
生
か
し
た
企
画
を

行
い
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

低
温
科
学
研
究
所
の
「
極
地
（
マ
イ
ナ

ス
50
℃
の
世
界
）
を
体
験
し
よ
う
」、

環
境
科
学
院
の
「
深
海
底
に
落
ち
て
い

た
化
石
を
拾
っ
て
み
よ
う
」
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
企
画
が

各
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ー
ク

会
館
で
実
施
さ
れ
た
「
Ｑ
博
～
北
大
生

の
学
び
～
」
で
は
、
北
大
生
が
自
身
の

学
び
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
発
表
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今

年
も
３
日
間
に
わ
た
る
北
大
祭
を
締
め

く
く
っ
た
の
は
応
援
団
に
よ
る
「
一
万

人
の
都
ぞ
弥
生
」で
す
。
北
大
祭
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
と
な
る
こ
の
企
画
を
見
る
た
め

に
、
高
等
教
育
推
進
機
構
前
正
面
玄
関

に
は
多
く
の
人
々
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
も
様
々

な
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
無
事
に
北
大

祭
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
で
66
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
北
大

祭
は
、
こ
れ
か
ら
も
伝
統
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
進
歩
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

本
誌
を
お
読
み
に
な
っ
て
い
る
卒
業
生

の
方
々
も
来
年
以
降
の
北
大
祭
に
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
つ
な

が
れ
た
歴
史
と
新
し
い
変
化
を
そ
の
目

で
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
大
祭
で
は
、
安
心
・
安
全

か
つ
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
北

大
祭
の
運
営
の
た
め
、
北
海
道
大
学
卒

業
生
の
皆
様
か
ら
の
賛
助
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
一
口
２
５
０
０
円
か
ら
受
け

付
け
て
お
り
、二
口
以
上
で
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
お
名
前
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
募

集
時
期
な
ど
の
詳
細
を
知
り
た
い
方
は

「pr

＠hokudaisai.com

」
ま
で
メ
ー

ル
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆

様
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
ま
し
た
。
皆
様
を
来
年
の
北
大

祭
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
７
日
か
ら
９
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
北
海
道
大
学
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
第
66
回
北
大
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
昨
年

の
約
２
倍
と
な
る
11
万
８
０
０
０
人
も
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
ラ
テ
ン
語
で
「
大
き
い
」「
偉
大
な
」
を
意
味
す
る
「
Ｇ
Ｒ
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ｅ
」。
北
海
道
の
広
さ
、
道
民
の
お
お
ら
か
さ
、
道
内
各
地
域
の
多
様
性
が

豊
か
で
あ
る
こ
と
を
表
現
す
る
だ
け
で
な
く
、
先
住
す
る
ア
イ
ヌ
の
人
々
や
北

海
道
の
開
拓
に
携
わ
っ
た
人
々
に
敬
意
を
表
し
、
こ
の
豊
か
な
大
地
を
我
々
の

手
で
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
決
意
を
込
め
ま
し
た
。

２
０
２
４
年 

北
大
祭

天
候
に
も
恵
ま
れ
、多
く
の
お
客
様
に

ご
来
場
い
た
だ
い
た
第
66
回
北
大
祭

昨
年
の
好
評
企
画
が
さ
ら
に
進
化

小
泉
悠
氏
×
藤
村
忠
寿
氏
対
談
会
開
催

５
年
ぶ
り
に
復
活 Clark Festival

人
気
企
画
が
多
数
開
催

北大祭 全学実行委員会
広報担当

山森健汰 
（薬学部2年）

小泉悠氏×藤村忠寿氏対談会

「一万人の都ぞ弥生」

International Food Festival

模擬店

北12条特設ステージ

◆第６6 回北大祭
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横
浜
出
身
（
バ
カ
に
さ
れ
る
の
で
普

段
は
神
奈
川
県
出
身
と
言
っ
て
い
ま

す
）
の
僕
に
と
っ
て
、
家
族
と
⾧
野
や

静
岡
に
キ
ャ
ン
プ
に
で
か
け
、
豊
か
な

自
然
を
感
じ
る
時
間
は
最
高
で
し
た
。

山
で
は
ひ
た
す
ら
薪
割
り
と
焚
き
火
、

海
で
は
ひ
た
す
ら
泳
ぐ
こ
と
に
夢
中
に

な
り
、
冒
険
心
が
悉
く
刺
激
さ
れ
ま
し

た
。
好
奇
心
の
尽
き
る
こ
と
が
な
い
自

然
を
も
っ
と
学
び
た
い
、
大
好
き
な
海

を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
に
も
取
り

組
め
る
勉
強
が
し
た
い
、
そ
ん
な
思
い

か
ら
北
大
水
産
学
部
で
藻
場
（
海
藻
が

生
え
て
い
る
と
こ
ろ
）
を
学
ぶ
こ
と
を

志
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
僕
に
は
も
う
一
つ
夢
が
あ
り

ま
し
た
。
「
ア
フ
リ
カ
に
行
く
こ
と
」

で
す
。
き
っ
か
け
は
、
退
屈
な
浪
人
期

に
ア
フ
リ
カ
縦
断
を
す
るYoutuber

ジ
ョ
ー
ブ
ロ
グ
と
の
出
会
い
で
す
。
金

な
し
・
伝
手
な
し
で
野
宿
し
な
が
ら
現

地
の
人
と
交
流
す
る
彼
の
動
画
に
心
底

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
狂
っ
た
よ
う
に

ボ
ン
ゴ
を
叩
き
続
け
た
幼
少
期
か
ら

ア
フ
リ
カ
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た

ト
モ
オ
に
と
っ
て
、
彼
は
道
を
指
し
示

し
て
く
れ
た
の
で
す
。
大
学
生
に
な
っ

た
ら
ア
フ
リ
カ
へ
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
の
旅

を
し
よ
う
、
と
様
々
な
決
意
を
持
っ

て
「
い
ざ
北
海
道
へ
！
」
と
思
っ
た
矢

先
、
世
界
は
ひ
っ
く
り
返
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
時
代
の
到
来
で
す
。

　

◎
コ
ロ
ナ
禍
で
も

　
　
　
充
実
し
た
恵
迪
寮  

　

大
学
は
始
ま
ら
ず
、
も
ち
ろ
ん
海
外

に
も
行
け
な
い
。
何
も
か
も
予
定
が
狂
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
０
年
７
月

５
日
、
魔
の
巣
窟
・
恵
迪
寮
か
ら
僕
の
北

大
人
生
が
新
た
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

恵
迪
寮
は
ま
さ
に
驚
き
の
連
続
で
し

た
。
入
寮
初
日
か
ら
知
ら
な
い
先
輩
た

ち
に
連
れ
回
さ
れ
毎
夜
３
合
米
を
食

わ
さ
れ
る
。
狭
い
寝
床
を
与
え
ら
れ
る

も
夜
中
に
は
起
こ
さ
れ
て
ラ
ー
メ
ン
を

食
べ
に
行
く
。
赤
い
ふ
ん
ど
し
を
ご
っ

つ
ぁ
ん
し
て
も
ら
い
、

大
き
な
声
で
寮
歌
を

歌
わ
さ
れ
る
。
２
階
か

ら
流
し
素
麺
、
敷
地
内

で
五
右
衛
門
風
呂
、
絵

の
具
で
体
中
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
に
さ
れ
る
毎

日
。
な
ん
と
刺
激
的
な

日
々
。
ア
フ
リ
カ
の
ス

ラ
ム
に
行
き
た
か
っ
た

僕
に
と
っ
て
、
「
こ
れ

が
日
本
の
ス
ラ
ム
だ
！
」
と
大
興
奮
の

生
活
で
し
た
。

　

例
年
よ
り
小
さ
め
な
が
ら
寮
祭
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
１
人
で
映
画
を
撮
っ
た

り
、
一
発
芸
を
10
分
や
り
続
け
た
り
、
本

気
で
演
劇
を
し
た
り
…
毎
日
全
力
で
楽

し
み
続
け
ま
し
た
。
の
め
り
込
ん
で
い
っ

た
結
果
、
寮
の
新
歓
を
担
う
新
歓
実
行

委
員
⾧
を
任
さ
れ
、
寮
の
自
治
に
も
関

わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
恵
迪
寮

に
も
あ
る
意
味
で
予
定
を
崩
さ
れ
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
充
実
し
た
大
学
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
く
る
と
ク
ラ

ブ
や
サ
ー
ク
ル
の
新
歓
が
始
ま
り
、
お

祭
り
好
き
な
僕
は
と
に
か
く
い

ろ
い
ろ
な
ク
ラ
ブ
に
飛
び
込
み
ま

く
り
ま
し
た
。
ボ
ー
ト
部
、
山
ス

キ
ー
部
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル

部
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
テ

ニ
ス
、
バ
レ
ー
、
セ
パ
タ
ク
ロ
ー
、

酪
農
、
飲
み
会
、
軽
音
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
…
。

　

そ
の
中
で
美
女
と
音
楽
と
ダ
ン

ス
が
混
ざ
り
合
う
熱
い
雰
囲
気
に

魅
力
を
感
じ
て
競
技
舞
踏
部
に
入
部

し
ま
し
た
。
踊
り
の
練
習
に
没
頭
し

続
け
、
な
ん
と
全
国
３
位
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
◎
国
内
外
の
修
行
の
旅

　

ろ
く
に
大
学
に
行
か
ず
（
大
学
に

は
住
ん
で
い
る
ん
で
す
が
）
、
全
力

で
青
春
を
楽
し
み
な
が
ら
も
「
ア
フ

リ
カ
に
行
き
た
い
」
と
い
う
夢
は
消
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
留
年

し
て
時
間
が
で
き
た
も
の
の
ま
だ
海
外

に
は
行
け
な
か
っ
た
２
０
２
１
年
、
ア

フ
リ
カ
行
き
に
向
け
た
修
行
と
し
て
日

本
一
周
を
始
め
ま
し
た
。

　

北
海
道
を
青
春
18
切
符
で
一
周
。
車

で
も
一
周
。
本
州
を
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で

縦
断
。
九
州
を
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
し
な
が

ら
０
円
で
一
周
。
四
国
を
自
転
車
で
一

周
。
沖
縄
を
歩
い
て
一
周
。

　

も
ち
ろ
ん
お
金
は
な
い
の
で
ほ
ぼ

野
宿
。
最
初
は
テ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん

寝
袋
す
ら
も
な
く
、
体
一
つ
で
旅
を
し

ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
に
は
海
外
に
も

渡
航
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
途

上
国
に
も
行
っ
て
お
こ
う
と
、

ワ
ク
チ
ン
を
打
た
な
か
っ
た
自

分
で
も
行
く
こ
と
が
で
き
た
イ

ン
ド
を
野
宿
し
な
が
ら
３
万
円

で
一
周
し
ま
し
た
。
旅
行
中
に

数
多
の
人
に
助
け
て
い
た
だ
く

な
ど
、
多
種
多
様
な
体
験
を
重

ね
て
自
分
の
人
生
観
も
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
あ
る
時
は

ご
飯
を
ご
馳
走
に
な
り
、
あ
る

時
は
泊
め
て
い
た
だ
き
、
あ
る
時
は
お

金
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貧
し
い
学

生
な
が
ら
も
旅
が
で
き
た
の
は
親
切
な

方
々
の
お
か
げ
で
し
た
。
今
の
僕
に
で

き
る
こ
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
？ 

旅
を
す

る
だ
け
で
は
な
い
別
な
目
的
が
自
分
の

中
で
生
ま
れ
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
、
世
界
一
周
コ
ン
テ

ス
ト
に
で
ま
し
た
。
全
国
の
「
世
界

一
周
し
た
い
！
」
と
夢
見
る
若
者
が

１
０
０
０
人
ほ
ど
応
募
し
、
夢
を
語
る

株
式
会
社TABIPPO

主
催
の
コ
ン
テ
ス

ト
で
す
。
６
次
審
査
を
勝
ち
抜
い
て
、

２
０
０
０
人
の
前
で
自
分
の
想
い
や
体

験
を
７
分
間
話
し
ま
し
た
。
結
果
、
な

ん
と
優
勝
し
、
賞
品
と
し
て
世
界
一
周

航
空
券
を
手
に
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く

ア
フ
リ
カ
一
周
に
は
使
え
な
い
券
で
し

た
が
、
自
分
の
夢
や
体
験
が
多
く
の
人

を
動
か
せ
る
こ
と
を
知
り
、
夢
の
ア
フ

リ
カ
一
周
を
実
現
す
る
大
き
な
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

　

◎「
開
拓
使
と
も
お
」

　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
！

　

そ
れ
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
や
動
画
投
稿
を
始
め
、
今
で
は
東
ア

フ
リ
カ
は
ケ
ニ
ア
で
こ
の
文
章
を
書
い
て

い
ま
す
。
北
大
東
京
同
窓
会
の
東
京
ジ

ン
パ
で
も
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
に

応
援
し
て
い
た
だ
き
、
予
算
３
０
０
万
円

で
相
棒
と
共
に
ア
フ
リ
カ
を
旅
し
て
い

ま
す
！
応
援
し
て
く
だ
さ
る
み
な
さ
ん

に
は
本
当
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

　

２
０
２
４
年
６
月
、
エ
チ
オ
ピ
ア
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
来
年
３
月
ま
で
、
休

学
期
間
を
使
っ
て
時
計
回
り
で
ア
フ

リ
カ
を
一
周
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち

は
今
、
日
本
の
若
者
が
も
っ
と
挑
戦
し

「
冒
険
す
る
」
人
が
増
え
る
世
の
中
に

な
る
た
め
に
、
ト
モ
オ
自
ら
開
拓
使
と

し
て
挑
戦
す
る
「
開
拓
使
と
も
お
」
と

い
う
名
前
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
現

　

◎
ア
フ
リ
カ
で
の

　
　
　
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
が
夢

　
は
じ
め
て
北
大
を
知
っ
た
時
、
僕
に
一

つ
の
衝
動
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。「
何

も
わ
か
ら
な
い
北
海
道
、
そ
の
大
地
を

４
年
間
か
け
て
冒
険
し
て
み
た
い
！
」
縁

も
ゆ
か
り
も
無
い
北
海
道
。
牛
と
美
人

が
多
い
ら
し
い
。
何
も
知
ら
な
い
か
ら
こ

そ
行
っ
て
み
た
い
！
と
強
く
惹
か
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
調
べ
て
み
る
と
僕
の
大
好

き
な
海
を
専
門
に
す
る
水
産
学
部
が
あ

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◎アフリカ一周《開拓使ともお》のBe Funbitious !

　

水
産
学
部
資
源
機
能
化
学
科
５
年
目

３
年
、
髙
澤
共
生
（
た
か
さ
わ
と
も
お
）

と
い
い
ま
す
！
現
在
、
大
学
を
１
年
休
学

し
て
ア
フ
リ
カ
を
一
周
し
な
が
ら
現
地
で

働
く
日
本
人
を
訪
ね
る
旅
を
し
て
い
ま

す
。
北
大
か
ら
開
拓
使
と
し
て
ア
フ
リ

カ
に
飛
び
込
ん
で
い
る
毎
日
で
す
！

小規模で行われた恵迪寮祭

コロナ禍でも充実した寮生活

アフリカ一周ルート

水産学部3年　髙澤共生
経済学部3年　紺藤伊吹Be Funbitious !

アフリカ一周

開拓使ともおの

AFRICA

競技舞踏部で全国3位

世界一周コンテストで優勝

(1646)
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地
で
働
く
日
本
人
に
会
い
な
が
ら
地

に
足
の
つ
い
た
ア
フ
リ
カ
を
探
る
冒

険
記
を
綴
っ
て
い
ま
す
。Youtube

や

Instagram

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
北
大
新
聞

を
用
い
て
発
信
活
動
を
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
媒
体
を
通
し
て
「
冒
険
す
る
」

人
を
後
押
し
し
た
い
と
考
え
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
【
開
拓
使
と
も
お
】

と
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
!!

　
◎
今
し
か
で
き
な
い

　
　
体
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

経
済
学
部
経
済
学
科
３
年
目
３
年

（
留
年
し
て
い
ま
せ
ん
）
、
紺
藤
伊
吹

と
申
し
ま
す
。
現
在
は
【
開

拓
使
と
も
お
】
の
カ
メ
ラ
マ

ン
と
し
て
ア
フ
リ
カ
を
旅

し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
小
樽
市
出

身
で
、
北
海
道
大
学
に

２
０
２
２
年
度
に
入
学
し

ま
し
た
。
大
学
２
年
目
か

ら
恵
迪
寮
に
入
寮
し
、
多

く
の
出
会
い
と
初
め
て
の

体
験
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

し
か
し
同
時
に
、
色
々
な

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
社
会
に
触
れ

て
い
る
と
、
こ
の
ま
ま
卒
業
し
て
し
ま

う
の
は
ど
こ
か
惜
し
い
と
も
感
じ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
同
じ
部
屋
で
暮

ら
し
た
ト
モ
オ
に
出
会
い
、
ア
フ
リ
カ

に
行
か
な
い
か
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
旅
を
す
る
機
会
も
な
か
っ
た
の

で
最
初
は
迷
い
ま
し
た
が
、
一
緒
に
生

活
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
時
間
を
共
有
す
る

う
ち
に
、
こ
の
経
験
は
「
今
し
か
で
き

な
い
体
験
」
と
し
て
人
生
に
深
く
刻
ま

れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
旅
に
出
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

　
「
体
験
」
と
い
う
も
の
は
、
人
間
を
良

く
も
悪
く
も
変
え
て
し
ま
う
力
が
あ
る

も
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
結
果

が
成
功
で
あ
れ
失
敗
で
あ
れ
、
人
は
そ

れ
に
よ
っ
て
感
情
の
変
化
が
も
た
ら
さ

れ
、
学
び
、
次
の
経
験
に
活
か
し
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
の
時
間
し
か
ま
だ
生
き
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
21
年
間
の

体
験
が
現
在
の
僕
の
輪
郭
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
作
り
上
げ
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

バ
ヌ
ア
ツ
と
い
う
国

に
は
、
成
人
に
な
る
た

め
の
通
過
儀
礼
と
し

て
ナ
ゴ
ー
ル
と
い
う
儀

式
が
あ
り
ま
す
。
蔦
を

足
に
巻
き
つ
け
、
数
10

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
櫓

か
ら
飛
び
降
り
る
儀
式

で
す
が
、
こ
れ
を
知
っ

た
僕
は
「
な
ぜ
飛
び
降
り
る
だ
け
で
成

人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
」
と
感
じ
ま

し
た
。
飛
び
降
り
る
こ
と
に
成
功
し
成

人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
そ
の
青
年
は
、

十
分
な
気
概
と
身
体
的
機
能
を
持
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
能
力
を
実
際
に

試
す
事
に
意
味
は
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
考
え

は
全
く
の
間
違
い
で
あ
る
と
身
を
も
っ

て
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

恵
迪
寮
生
と
支
笏
湖
に
注
ぐ
川
で
飛

び
込
み
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
た

だ
川
に
飛
び
込
む
だ
け
で
す
が
、
僕
は

こ
の
時
の
様
子
を
今
で
も
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
い
と
こ
ろ
か
ら
飛
ぶ
、
た
っ
た
そ
れ
だ

け
の
こ
と
で
す
が
、
飛
び
降
り
る
場
所

に
立
ち
、
実
際
に
そ
こ
か
ら
飛
び
込
ん

だ
こ
と
が
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
初
め
て
の
感

動
を
僕
に
与
え
、
体
験
し
て
み
る
こ
と
の

価
値
を
知
り
ま
し
た
。

　

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
外
交
官
マ

キ
ャ
ベ
リ
は
か
の
名
著
「
君
主

論
」
の
中
で
「
人
は
誰
し
も
、
耳

に
し
た
こ
と
を
見
た
こ
と
よ
り

も
軽
く
扱
う
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
実
際
に
目
に
し
た
体
験
か

ら
得
ら
れ
た
変
化
（
成
⾧
）
は

体
験
し
た
当
人
に
し
か
得
ら
れ

な
い
も
の
な
の
で
す
。
そ
の
変

化
を
さ
さ
え
る
絶
対
的
な
証
拠

と
し
て
体
験
は
深
く
人
に
刻
ま

れ
、
そ
の
人
間
性
を
作
り
上
げ

る
の
で
す
。

　

今
回
の
ア
フ
リ
カ
一
周
の
旅
で
は
、

多
く
の
人
に
「
冒
険
す
る
き
っ
か
け

を
作
る
」
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

YouTube

やInstagram

に
て
旅
の
様

子
を
配
信
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
目
的

は
体
験
を
共
有
す
る
た
め
で
は
な
く
、

少
し
で
も
僕
た
ち
が
こ
の
旅
で
興
味
を

持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
を
視

聴
者
に
感
じ
て
も
ら
い
、
自
ら
何
か
新

し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
は
僕
ら
の
活
動

に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
す
で
に
多
く
の
皆

様
に
共
感
し
て
い
た
だ
き
、
支
援
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
僕
た
ち
の
旅
は
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
僕
ら
の
旅
を

支
え
て
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
是
非
配
信
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

わ
た
し
た
ち
の
思
い
を
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
！

経済学部３年 紺藤伊吹

ガンジス川で

YouTube Instagram

◎アフリカ一周《開拓使ともお》のBe Funbitious !

　今年も蒲田の地に集まり、若き日の感激を謳っ
た、あの日の友達や、自分と一緒に声高らかに謳お
うではないか。
　20回を重ねる中で、年々参加者が増えるなか、
会場は200名規模まで参加可能です。明日を生き
る鋭気を高める機会になりますので、沢山の皆さ
んと肩を組んて謳えることを楽しみにしています。

申し込みはホームページからお願いします。
http://www3.ryoukasai.org/

北大寮歌祭で、
声高らかに感激を謳わん！！

　今年も蒲田の地で「北大寮歌祭」を盛大に開催
いたします。
　年に一度、今年は土曜日の午後、令和6年10月
12日（土）、心にしみる数々の寮歌、厳しい練習に
力を込めで謳った部歌を、半日、元気よく飲み、食
べながら謳える幸せなひと時です。
　手作り寮歌祭であり20回を越える中、参加者は
200名規模まで増えてきています。飲み物、食べ物
の持込みは大歓迎。仲間を誘ってご参加ください。
　明治～大正～昭和～平成～令和の時代の歴史
を重ねる中で、若い感性を表現し、創り続け、歌い
繋いでゆく寮歌は、北大だけがもつ、唯一無二の
文化です。
　謳い方は時代で変わってゆくことがありますが、
これも寮歌が生きている証であり、大きな心で楽し
めるものと思います。

◆第21回 北大寮歌祭

日時：2024年10月12日（土）

　  　開場 11：45（予定）／開催 12：15〜16：30（予定）

会場：大田区産業プラザ4階　コンベンションホール（大田区蒲田）
　　   アクセス ▼京浜急行「京急蒲田」駅より徒歩約3分
　　　　　　　  JR京浜東北線、東急池上・多摩川線「蒲田」駅より徒歩約13分

第21回北大寮歌祭　実行委員長　岩﨑哲也（S59工・機械）

第21回

※ご家族の同伴無料！お子様連れ大歓迎！
　詳しい参加方法はホームページでご確認ください→

参加費は、事前申込5,000円、当日参加6,000円です。
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森　

和
弘

（
歯
・Ｈ
1
）

横
田　

秀  

一

支
部
長

（
歯
・
60
）

北
海
道
大
学
歯
学
部
同
窓
会

関
東
支
部

平
野　

太
郎

代
表
取
締
役

（
工・Ｈ
3
・
衛
生
）

尾
瀬
沼
畔
長
蔵
小
屋

尾
瀬
ヶ
原
第
二
長
蔵
小
屋

山
田　

尚
大

代
表
取
締
役

（
工・Ｈ
23
・
応
物
・
修
）

ミ
ル
ク
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

島
田　
　

久

代
表
取
締
役

（
工・
61
・
金
属
）

ワ
イ・エ
ム・エ
ス
株
式
会
社

小
山　
　

裕

代
表
取
締
役

（
工・Ｈ
４
・
金
属
）

十
条
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

北水同窓会
東京支部一同

支部長

副支部長

副支部長

幹事長

樋口　達夫
舟木　謙二
松本　　偉
釜谷　　明

（水・50・食品・修）

（水・59・食品）

（水・H5・漁業）

（水・H3・食品）

東京フラテ会

会長　　畠山　昌則　（医・50）

近
藤　

伸  

一

会
長

（
工・
58
・
応
化
・
修
）

北
海
道
大
学
工
学
部

化
学
系
東
京
同
窓
会（
北
鐘
）

井
上　

修
平

支
部
長

（
工・
50
・
資
源
開
発
）

北
海
道
大
学
工
学
部
同
窓
会

東
京
支
部

（
工・
39
・
冶
金
）

數
土　

文
夫

名
誉
顧
問

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

石
山　
　

喬
（
工・
42
・
冶
金
）

北大東京同窓会
役員一同・事務局

　会長　　横田　　浩　（経・60）

事務局　　廣重　晃以　（法・55）

杉
江　

和
男（

工・
45
・
応
化
・
修
）

北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム 

会
長

（
公
財
）産
業
教
育
振
興
中
央
会 

理
事
長

松
谷　
　

寛
（
工・
52
・
電
子
）

川
添　

公
貴

代
表
取
締
役

（
工・
56
・
応
化
）

有
限
会
社
ケ
ー
ズ
オ
フ
ィ
ス

岩
﨑　

哲
也

技
監

（
工・
59
・
機
）

株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ

資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー・環
境
事
業
領
域

大
野　

隆
明

P
resident and C

EO

（
水
・Ｈ
６・
食
・
修
）

Earthrise N
utritionals LLC

(a M
em

ber of the D
IC

 group)

加
藤　
　

元

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
白
金
台
５-

１
４-

１・２
Ｆ（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
２
０-

０
０
１
２
）

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

代
々
木

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
１-

３
０-

２
２（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
５
２-

３
０
６
０
）

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

久
我
山

東
京
都
杉
並
区
久
我
山
３-

７-

２
７（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

３
３
３
４-

３
５
３
６
）

（
獣
・
31
）

一
般
財
団
法
人J-H

AN
BS

　

代
表
理
事

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

総
合
院
長

コ
ロ
ラ
ド
州
立
獣
医
科
大
学
客
員
教
授
・日
本
親
善
大
使（2011-2013

）

千
葉
科
学
大
学
客
員
教
授

常
務
理
事石

堂　

正
信

日
本
私
学
振
興・共
済
事
業
団
評
価
委
員

公
益
財
団
法
人
交
通
協
力
会

（
法
・
44
）

2024年（令和6年）

残暑お見舞い

申し上げます。

福
士　

博
司

特
別
顧
問

（
工・
59
・
合
化
・
修
）

味
の
素
株
式
会
社　

小
西　

竜
太

ヘ
ル
ス
ケ
ア
部
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー（

医
・Ｈ
14
）

三
菱
商
事
株
式
会
社

境　
　

政
人

関
東
支
部
長

（
獣
・
53
）

北
海
道
大
学
獣
医
学
部
同
窓
会

杉
山　

和
彦

前
常
勤
監
査
役

（
法
・
45
）

株
式
会
社B

lueM
em

e

本
間　
　

修

Ｄ
Ｇ
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役

（
法
・
45
）

公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部

　
　

副
理
事
長

北大スキー部OB会
東京支部

事務局長

理事

幹事

中村　秀治
髙橋　　寛
依田　智子

（工・58／環科・60・修）

（農・62・農工）

（工・H4・合化・修）
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櫻
田　
　

巧

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
農
・
58
・
農
経
）

（
一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会
理
事 

小
坂　

達
朗

（
農
・
51
・
農
化
）

中
外
製
薬
株
式
会
社 

特
別
顧
問

（
一
社
） 

日
本
経
済
団
体
連
合
会 

審
議
員
会
副
議
長

三
菱
電
機
株
式
会
社 

社
外
取
締
役

株
式
会
社
小
松
製
作
所 

社
外
監
査
役

松
沢　

幸  

一

（
農
・
46
・
農
化
／
48
・
修
）

（
一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会
監
事

冨
田　
　

守

代
表
取
締
役
社
長・農
学
博
士（

農
・
36
・
畜
産
）

株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
テ
ク
ノ

坂
倉　

雅
夫

技
術
士(

建
設
部
門)

（
農
・
48
・
農
工
）

梶
谷　

辰
哉

専
務
理
事

（
農
・
50
・
林
学
）

一
般
社
団
法
人
緑
の
循
環
認
証
会
議

三
井　

晃  

一

代
表

（
農
・Ｈ
１
・
農
学
）

三
晃
堂
三
井
印
店

瀬
戸
山　

洋
介

M
anaging P

artner

（
農
・Ｈ
12
・
農
工
）

C
row

e G
TA

 M
yanm

ar C
o.,Ltd.

野
口　

晋  

一

編
集
部 

記
者

（
文
・Ｈ
8
）

財
界
さ
っ
ぽ
ろ 横

田　
　

浩

代
表
取
締
役 

社
長
執
行
役
員 

（
経
・
60
）

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ

萱
野　
　

聡

代
表
取
締
役
社
長

（
法
・
62
）

株
式
会
社
サ
ク
セ
ス
ボ
ー
ド

尾
崎　
一  

郎

研
究
科
長・法
学
部
長

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

堀
江　

亮
介

代
表
取
締
役
社
長

（
法
・
61
）

Ｊ
Ｆ
Ｅ
プ
ラ
リ
ソ
ー
ス
株
式
会
社

髙
橋　
　

了

副
会
長 

兼 

事
務
局
長

（
法
・
47
）

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

橋
本　
　

修

（
法
・
62
）

三
井
化
学
株
式
会
社

佐
々
木　

亮
子

会
長

（
法
・
47
）

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

北大経済学部
東京同窓会 役員一同

会長

事務局長

永松　昌一
菅埜　　誠

（経・57）

（経・52）

石
川　

裕  

一

代
表
取
締
役

（
法
・
54
）

株
式
会
社
ぷ
ら
う

一般社団法人
札幌農学同窓会

東京支部 役員一同
理事長　

副理事長　 

副理事長　 

櫻田　　巧
別所　智博
高木　　忍

（農・58・農経）　

（農・56・農化）

（農・58・農化）

副
所
長

廣
重　

勝
彦

（
法
・
57
）

北
海
道
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス

東日本恵迪寮同窓会
役員一同

会長 坂倉　雅夫 （Ｓ44入寮、農・48・農工）

【日時】 2024年10月28日（土）
　　　 1.開識社（講演会：無料） 12：00〜13：00
　　　　 講師:山崎 夏生 氏（S50入学・文・54・国文卒）
 　　　   演題:「野球でこぼこ道」
　　　 2.総会及び寮歌祭（会費：4,000円予定） 13：10〜15：30予定

【会場】  『小樽商科大学後援会 緑丘会館』
　　　　　東京都豊島区東池袋3-1-1 サンシャイン60（57階）

【寮歌祭のご案内】「202４年寮歌祭 in 池袋サンシャイン60」

町
村　
　

均

代
表
取
締
役

（
法
・
60
）

株
式
会
社
町
村
農
場

名刺広告は
１コマ、５千円で、
皆様にご協力を

いただいています。 

（
令
和
６
年
１
月
〜
、
敬
称
略
）

井
出
口
豊
（
法
・
Ｓ
61
）、
早
川
美

奈
子
（
歯
Ｈ
31
）、
大
関
康
史
（
情

報
化
・
生
体
情
報
Ｒ
６
）、
細
井
栄

治
（
工
・
土
木
Ｓ
57
）、
本
田
拓
巳

（
理
・
高
分
子
Ｒ
２
）、石
川
結
女
（
生

命
科
学
院
・
生
命
融
合
科
学
Ｒ
６
）、

野
口
和
希
（
法
Ｈ
21
）、
奥
村
英
幸

（
工
・
社
会
基
盤
工
学
Ｈ
14
）、
有

働
篤
人
（
情
報
院
・
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
Ｒ
５
）、
竹
下
忠
彦
（
教

育
Ｓ
57
）、
菅
原
隆
夫
（
文
・
哲
Ｓ

47
）、
樺
澤
広
美
（
農
研
・
作
物
Ｈ

12
）、
本
田
彰
（
農
・
畜
産
Ｓ
47
）、

劉
定
坤
（
農
院
・
生
物
生
産
工
学

ユ
ニ
ッ
ト
Ｒ
４
）

柏
樹
隆
（
法
Ｓ
28
）、
阿
部
修
（
農
・

経
Ｓ
39
）、
山
本
圀
雄
（
文
・
哲
Ｓ

33
）、
岩
部
浩
巳
（
農
・
化
Ｓ
35
）、

松
田
昌
幸
（
理
・
化
Ｓ
36
）、
菅
野

祐
治
（
法
・
法
律
Ｓ
35
）

令
和
６
年
１
月
以
降
に
ご
逝
去
の

お
知
ら
せ
を
い
た
だ
い
た
方
々
。

敬
称
略

北大法学部
東京同窓会 役員一同

会長 小口　正範 （法・53）
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に
終
了
し
ま
し
た
。

　

ICReDD

で
は
、
毎
年
定
例
で
開
催

し
て
い
る
研
究
者
向
け
の
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
加
え
て
、
今
年
度
は
広
く
一

般
の
方
々
に
向
け
た
大
規
模
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
異
分
野
融

合
研
究
の
促
進
と
そ
の
社
会
還
元
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
創
成
研
究
機
構
化
学
反
応
創
成
研
究

拠
点
）

北海道大学の近況

北海道大学の近況
（2023年 冬～2024年 春）

　

創
成
研
究
機
構
化
学
反
応
創
成

研
究
拠
点
（W

PI-ICReDD

。
以
下

「ICReDD

」）
は
11
月
23
日
（
木・祝
）、

第
12
回
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点

プ
ロ
グ
ラ
ム
（W

PI

）
サ
イ
エ
ン
ス
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

を
活
用
し
た
研
究
の
最
前
線
～
情
報

を
味
方
に
付
け
た
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究

～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ICReDD

は
文
部
科
学
省
の
事
業
で

あ
る
「
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）」
に
採
択
さ
れ

た
研
究
拠
点
の
う
ち
の
１
つ
で
す
。
Ｗ

Ｐ
Ｉ
拠
点
はICReDD

を
含
め
日
本
全

国
に
18
拠
点
あ
り
、
世
界
か
ら
第
一
線

の
研
究
者
が
多
数
集
ま
っ
て
く
る
よ
う

な
、
優
れ
た
研
究
環
境
と
極
め
て
高
い

研
究
水
準
を
誇
る
「
世
界
か
ら
目
に
見

え
る
研
究
拠
点
」
の
形
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
Ｗ
Ｐ
Ｉ
で
は
全
国
の
拠
点
に
お

け
る
最
先
端
の
研
究
成
果
と
、
サ
イ
エ

ン
ス
の
魅
力
を
次
の
世
代
へ

と
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

中
高
生
を
中
心
と
し
た
一
般

向
け
に
「
Ｗ
Ｐ
Ｉ
サ
イ
エ
ン

ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
毎
年

開
催
し
て
お
り
、
第
12
回

目
に
あ
た
る
令
和
５
年
度

はICReDD

が
主
幹
拠
点
と

な
っ
て
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
応

用
科
学
研
究
棟
を
会
場
に
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
特
別
講
演

と
し
て
中
部
大
学
ペ
プ
チ
ド

研
究
セ
ン
タ
ー
⾧
で
あ
る
山

本
尚
卓
越
教
授
を
お
招
き

し
、「
大
改
革
が
必
要
な
我
が

国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と

題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
終
了
後
も
個
別
に
山
本
教

授
へ
質
問
す
る
参
加
者
の
姿
も
あ
り
、

日
本
の
研
究
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
高

い
関
心
と
、
将
来
科
学
者
を
目
指
す
若

い
世
代
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
く
午
前
の
部
の
講
演
で
は
、
令
和

４
年
度
か
ら
高
等
学
校
で
「
情
報
Ⅰ
」

が
共
通
必
修
科
目
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、ICReDD

に
お
い
て
も
主
要
な
研

究
分
野
の
１
つ
で
あ
る
情
報
科
学
分
野

に
着
目
し
、
情
報
分
野
と
異
分
野
の
融

合
、
情
報
技
術
を
活
用
し
た
最
先
端
の

研
究
に
つ
い
て
、ICReDD

の
瀧
川
一

学
特
任
教
授
、
東
京
大
学
Ｗ
Ｐ
Ｉ
‐
Ｉ

Ｒ
Ｃ
Ｎ
⾧
井
志
江
特
任
教
授
、
そ
し
て

国
立
研
究
開
発
法
人 

物
質
・
材
料
研

究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
）
の
田
村
亮
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
３
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
よ
る
研
究
者
同
士
の
対
話
と

参
加
者
と
の
質
疑
応
答
を
通
じ
て
現
代

社
会
に
お
け
る
情
報
科
学
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
複
数
の
Ｗ
Ｐ
Ｉ
拠

点
か
ら
広
報
担
当
者
が
登
壇
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
拠
点
に
お
け
る
研
究
の
魅
力
を

独
自
の
視
点
で
紹
介
し
ま
し
た
。
研
究

成
果
を
一
般
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
、
そ
の
対
象
、
狙
い
、
効
果
に
よ
っ

て
様
々
に
異
な
る
表
現
手
法
を
紹
介

し
、
続
く
座
談
会
に
て
、
伝
え
る
手
法

の
多
様
性
か
ら
浮
き
彫
り
に
な
る
サ
イ

エ
ン
ス
の
面
白
さ
、
ま
た
、
研
究
成
果

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
こ
と
の

北海道大学社会共創部広報課

創
成
研
究
機
構
化
学
反
応
創
成
研
究
拠
点
が「
第
12
回
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）サ
イ
エ
ン
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

白
土
博
樹
教
授
が
日
本
学
士
院
会
員
に
選
定

午後の部 座談会 山本卓越教授の講演

ブース出展会場の様子 午前の部 パネルディスカッション

重
要
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
に
加
え
て
、
会
場
で
は
日
本

全
国
の
Ｗ
Ｐ
Ｉ
拠
点
が
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、
各
拠
点
の
研
究
の
魅
力
や
事
業

の
紹
介
、
ま
た
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
来
場

者
と
の
交
流
の
場
を
設
け
、
最
先
端
の

研
究
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
会
場

１
１
７
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
１
５
３
名
と

な
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
盛
会
の
う
ち

　
本
学
の
白
土
博
樹
教
授
（
医
学
）
が
、

令
和
５
年
12
月
12
日
（
火
）
開
催
の
日

本
学
士
院
第
１
１
７
４
回
総
会
に
お
い

て
、
日
本
学
士
院
会
員
（
第
２
部
（
自

然
科
学
部
門
）第
７
分
科（
医
学・薬
学・

歯
学
））
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
本

学
か
ら
は
、
令
和
２
年
選
定
の
大
塚
榮

子
名
誉
教
授
（
薬
化
学
）
に
続
き
、
10

人
目
と
な
り
ま
す
。 

選
定
に
際
し
て
の

感
想
と
功
績
等
を
紹
介
し
ま
す
。

（
社
会
共
創
部
広
報
課
）

【
感
想
】

　

こ
の
た
び
は
、
日
本
（
に
っ
ぽ
ん
）

学
士
院
会
員
に
ご
推
薦
頂
き
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
12

月
19
日
（
火
）
に
会
員
選
定
授
与
式
に

出
席
し
、
か
つ
て
北
海
道
大
学
法
学
部

教
授
で
あ
っ
た
川
人
貞
史
先
生
ら
と
と

も
に
、
新
会
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
北
海
道
大
学
医
学
部
に

１
９
８
１
年
に
入
学
し
ま
し
た
。
医
学

部
時
代
は
、医
学
部
漕
艇
部
に
所
属
し
、

同
部
⾧
（
顧
問
）
は
生
化
学
教
室
の
平

井
秀
松
先
生
で
、
世
界
的
研
究
者
の
全

人
的
な
凄
み
を
体
感
し
ま
し
た
。
卒
業

後
は
、
入
江
五
朗
教
授
の
北
大
病
院
放

射
線
科
に
入
り
、
研
修
し
ま
し
た
。
入

江
先
生
は
、
北
大
理
学
部
入
学
後
、
医

学
部
に
移
ら
れ
た
経
歴
を
持
ち
、
医
師

と
し
て
は
が
ん
患
者
に
真
摯
に
寄
り
添

い
つ
つ
、
未
来
を
見
通
し
た
医
理
工
連

携
・
産
学
連
携
研
究
を
進
め
、
既
に
高

線
量
率
腔
内
照
射
装
置
（
現
在
、
世
界

標
準
）
等
を
開
発
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

小
生
が
お
世
話
に
な
っ
た
頃
の
入
江
教

授
の
下
に
は
、
そ
の
後
、
深
部
が
ん
へ

の
重
粒
子
線
治
療
を
確
立
さ
れ
た
辻
井

博
彦
先
生
、
病
院
医
療
画
像
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
れ
た
宮
坂
和
男
先

生
、
線
量
体
積
モ
デ
ル
の
基
礎
を
築
か

れ
た
溝
江
純
悦
先
生
、
体
幹
部
定
位
Ｘ

線
治
療
を
確
立
さ
れ
た
有
本
卓
郎
先
生

を
は
じ
め
多
く
の
優
れ
た
先
輩
が
お
ら

れ
、
い
ず
れ
の
お
仕
事
も
、
世
界
初
で

あ
り
ま
し
た
。
今
思
う
と
、
当
時
、
理

工
学
を
医
学
に
応
用
す
る
能
力
と
人
材

に
お
い
て
、
世
界
一
の
放
射
線
医
学
講
座

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

運
よ
く
、
28
歳
か
ら
２
年
間
留
学
す

る
機
会
を
得
、
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー

で
は
パ
イ
中
間
子
治
療
研
究
者
と
し

て
、
英
国
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
最
大
の
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
臨
床

腫
瘍
医
と
し
て
働
き
、
こ
れ
ら
の
経
験

を
通
し
、
日
本
の
放
射
線
医
学
の
⾧
所

と
短
所
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
北

大
に
お
け
る
研
究
に
関
し
て
は
、
日
本

学
士
院
賞
受
賞
決
定
に
際
し
、
北
大
時

報
令
和
４
年
４
月
号
に
書
か
せ
て
頂
い

た
と
お
り
で
す
。

　

さ
て
、
学
術
上
の
「
達
成
」
は
、
常

に
新
し
き
「
問
題
提
出
」
を
意
味
し
ま

す
。
学
術
は
、
芸
術
と
は
異
な
り
、

後
に
続
く
人
々
に
よ
っ
て
「
打
ち
破
ら

れ
」
時
代
遅
れ
と
な
る
こ
と
を
む
し
ろ

自
ら
欲
す
る
の
で
あ
り
、
科
学
技
術

に
生
き
ん
と
す
る
も
の
は
、
こ
れ
に

北海道大学教授

白土 博樹氏
（しらとひろき）　

甘
ん
じ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
（
マ
ッ
ク

ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
「
職
業
と
し
て
の
学

問
」）。
一
方
で
、
若
い
研
究
者
は
、
過

去
の
研
究
者
か
ら
成
功
だ
け
で
は
な
く

失
敗
の
過
程
を
学
ぶ
こ
と
で
、
よ
り
早

く
、
よ
り
高
い
段
階
に
到
達
で
き
ま

す
。
北
海
道
大
学
の
後
輩
達
に
は
、我
々

が
な
し
得
な
か
っ
た
次
な
る
段
階
へ
勇

気
を
も
っ
て
挑
戦
し
て
も
ら
う
べ
く
、

論
文
中
に
は
表
れ
な
い
苦
労
話
や
、
目

に
見
え
な
い
北
大
の
歴
史
基
盤
を
語
り

継
ぐ
こ
と
で
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
功
績
等
】

　

白
土
博
樹
氏
は
、
が
ん
な
ど
の
放
射

線
治
療
の
分
野
に
お
い
て
、
世
界
中
の

医
療
現
場
の
課
題
解
決
に
繋
が
る
顕
著

な
功
績
が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
業
績

の
中
で
も
特
に
重
要
な
研
究
成
果
を
以

下
に
紹
介
し
ま
す
。

⒈ 

呼
吸
や
腸
動
な
ど
で
動
く
臓
器
の
腫

瘍
（
肺
が
ん
、
肝
が
ん
、
前
立
腺
が
ん

な
ど
）
の
動
き
を
高
速
画
像
撮
影
を
用

い
て
解
析
し
、
そ
れ
ま
で
の
高
精
度
３

次
元
放
射
線
治
療
を
発
展
さ
せ
、
時
空

間
的
精
度
を
高
め
た
４
次
元
放
射
線
治

療
と
い
う
新
分
野
を
開
拓
し
ま
し
た
。

⒉ 

不
規
則
に
動
く
臓
器
の
正
常
組
織
へ

の
照
射
範
囲
を
減
ら
す
た
め
、
自
動
的

パ
タ
ー
ン
認
識
技
術
を
用
い
た
新
た
な

４
次
元
放
射
線
治
療
技
術
を
考
案
し
、

小
型
の
が
ん
の
近
傍
に
留
置
し
た
金

マ
ー
カ
の
位
置
を
０・０
３
秒
毎
に
±
１

‐
２
㎜
の
精
度
で
捉
え
０・１
秒
以
内
に
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公
共
政
策
大
学
院
の
山
崎
幹
根
教
授
・

総
⾧
補
佐
、
秦
絵
里
国
際
部
⾧
、
国
際

連
携
機
構
の
植
村
妙
菜
学
術
専
門
職
の

６
名
が
、同
学
執
行
部
、王
立
（
デ
ィ
ッ

ク
）
獣
医
学
部
、
ロ
ス
リ
ン
研
究
所
、

生
物
科
学
部
、
地
理
科
学
部
、
理
工
学

部
を
訪
問
し
、
研
究
者
と
の
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ボ
ス
ト
の
キ
ム
・
グ
ラ
ハ
ム
教

授
、
国
際
担
当
副
学
⾧
相
当
の
ア
ラ

ン
・
マ
ッ
ケ
イ
氏
と
の
会
談
で
は
、
獣

医
連
携
に
つ
い
て
の
意
識
が
示
さ
れ
、

同
学
の
欧
州
研
究
大
学
連
携
と
過
去
10

年
で
様
変
わ
り
し
た
国
際
連
携
地
図
、

海
外
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
た
ず
と
も
同
等

程
度
の
国
際
性
と
研
究
成
果
を
戦
略
的

連
携
先
と
の
協
働
か
ら
得
ら
れ
る
と
い

う
自
負
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

政
府
及
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
か
ら
の
同
大
学
へ
の
求

め
と
研
究
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト

の
創
出
に
係
る
研
究
大
学

へ
の
期
待
、
政
府
の
各
種
評

価
に
対
応
す
る
事
務
的
負
荷

等
、
幅
広
い
話
題
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

王
立
（
デ
ィ
ッ
ク
）
獣
医

学
部
に
は
学
生
交
流
の
み
な

ら
ず
、
本
学
獣
医
学
教
育

が
、
２
０
１
９
年
12
月
に
欧

州
獣
医
学
教
育
機
関
協
会

（European Association 
of Establishm

ents for 

た
ほ
か
、
同
大
学
地

球
科
学
院
、
脳
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
、
細

胞
生
物
学
研
究
所
、

医
学
研
究
所
と
の
研

究
連
携
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

本
学
か
ら
寳
金
総

⾧
、
農
学
研
究
院
の

岩
渕
和
則
教
授
・
総

⾧
補
佐
、
人
獣
共
通

感
染
症
国
際
共
同
研

究
所
の
鈴
木
定
彦
教

授
（
卓
越
教
授
）、

Veterinary Education;EAEVE

）

に
よ
る
認
証
を
取
得
す
る
際
に
も
協
力

を
得
て
い
ま
す
。
今
般
は
、
リ
サ
・
ボ
ー

デ
ン
獣
医
学
部
⾧
、
ジ
ェ
イ
ン
・
ホ
ー

プ
教
授
（
免
疫
学
）、
国
際
担
当
の
ア
ン

デ
ィ
・
ホ
プ
カ
ー
博
士
に
迎
え
ら
れ
、
ニ

コ
ラ
・
ア
ー
ン
シ
ョ
ウ
博
士
か
ら
両
校
の

学
生
交
流
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
フ
・
シ
ム
教

授
か
ら
国
際
農
業
・
食
品
シ
ス
テ
ム
学

院
に
つ
い
て
、ア
レ
ッ
ク
ス・コ
ー
ビ
シ
ュ

リ
ー
博
士
か
ら
同
学
獣
医
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
本
学
・
鈴
木
教
授
か
ら
は
、

人
獣
共
通
感
染
症
国
際
共
同
研
究
所
と

ワ
ク
チ
ン
研
究
開
発
拠
点
の
説
明
が
あ

り
、
特
に
ロ
ス
リ
ン
研
究
所
の
マ
ー
ク
・

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
教
授
（
微
生
物
発
病

学
）
と
今
後
の
共
同
研
究
シ
ー
ズ
を
探

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

臨
床
脳
科
学
セ
ン
タ
ー
の
ジ
ョ
ア

ナ
・
ワ
ー
ド
ロ
ウ
教
授
、
ポ
ー
ル
・
ブ

レ
ナ
ン
博
士
か
ら
は
、
脳
外
科
手
術
の

見
学
を
含
む
学
生
来
訪
を
歓
迎
す
る
旨

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
英
国
バ
イ
オ
炭
研

究
セ
ン
タ
ー
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
ゼ
ロ
を
目
指
す
オ
ン
ド
レ
イ
・
マ
シ
ェ

ク
教
授
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
生
物
学
の

ア
ヒ
ム
・
シ
ュ
ナ
ウ
フ
ァ
ー
教
授
、
理

工
学
部
の
国
際
担
当
教
員
で
あ
る
ニ
ー

ル
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
教
授
と
の
会
談
も

経
て
、
両
校
の
共
通
の
研
究
関
心
テ
ー

マ
の
多
さ
、
連
携
の
可
能
性
を
認
識
す

る
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

（
国
際
連
携
機
構
）

理
念
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
、
国
際
性

の
涵
養
、
全
人
教
育
、
実
学
の
重
視
）

に
お
い
て
、
東
北
大
学
は
三
つ
の
建
学

の
理
念
（
研
究
第
一
、
門
戸
開
放
、
実

学
尊
重
）
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
実

学
」
を
重
視
・
尊
重
す
る
こ
と
を
掲
げ

て
い
る
ほ
か
、
両
大
学
が
近
年
策
定
し

た
中
⾧
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
世
界

を
見
据
え
た
社
会
価
値
の
創
造
を
目
指

し
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、両
大
学
の
所
在
す
る
北
海
道・

東
北
地
域
は
、
我
が
国

に
お
け
る
喫
緊
の
課
題

の
１
つ
で
あ
る
半
導
体

分
野
に
お
け
る
産
業
基

盤
整
備
に
向
け
た
動
き

が
急
加
速
し
て
お
り
、

半
導
体
分
野
に
お
け
る

人
材
育
成
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
と
い
う
共
通
点
も
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
両
大

学
は
、
教
育
・
研
究
・
産
学
連
携
・
社

会
貢
献
と
い
っ
た
幅
広
い
事

項
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
緊
密
に
協
力
す
べ
く
、

連
携
協
定
を
締
結
し
た
も
の

で
す
。

　

両
大
学
は
初
め
に
、
半
導

体
に
関
す
る
教
育
・
研
究
で

の
連
携
を
広
げ
て
い
く
予
定

で
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
共
有

化
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と

で
半
導
体
分
野
の
人
材
育
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

（
総
務
企
画
部
総
務
課
・
企
画
課
）

　

２
月
19
日
（
月
）、
主
と
し
て
獣
医

学
部
・
獣
医
学
院
・
国
際
感
染
症
学
院

で
学
生
交
流
を
行
っ
て
き
た
、
英
国
エ

ジ
ン
バ
ラ
大
学
を
寳
金
清
博
総
⾧
一
行

が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
は
英
国
大
学

研
究
評
価
（Research Excellence 

Fram
ew

ork;REF

）
で
９
割
以
上
の
研

究
活
動
が
世
界
最
高
峰
と
評
さ
れ
、
特

に
医
学
・
獣
医
学
に
お
い
て
評
価
の
高

い
大
学
で
す
。
本
学
で
は
２
０
１
８
年

よ
り
「
国
際
獣
医
師
人
材
を
育
成
す
る

獣
医
学
教
育
世
界
展
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
係
る
学
生
の
相
互
派
遣
を
行
っ
て
き

北海道大学の近況

　

12
月
16
日
（
土
）、
17
日
（
日
）

の
２
日
間
、
大
学
院
教
育
推
進
機
構

で
は
北
海
道
と
の
主
催
、
札
幌
市
と

の
共
催
で
「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
３
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
チ
・
カ
・
ホ
（
札
幌
駅
前

通
地
下
広
場
）
を
会
場
と
し
て
初
め
て

実
施
し
た
本
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
今
年

度
は
規
模
を
拡
大
し
、
紀
伊
國
屋
書
店

前
会
場
、
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
会

場
を
加
え
た
計
３
会
場
で
、
一
般
市
民

を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
学
生
の
活
動
や
研

究
成
果
が
社
会
に
還
元
さ
れ
る
姿
を
一

般
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
、
次
世

代
を
担
う
小
中
学
生
及
び
高
校
生
に

〝
サ
イ
エ
ン
ス（
科
学
技
術
）〟

へ
の
興
味
を
醸
成
し
、
新
た
な

学
び
や
気
づ
き
を
生
む
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
中
心
企
画
で
あ

る
「
研
究
成
果
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

貢
献
す
る
発
表
会
」
で
は
、
博

士
課
程
学
生
が
、「
自
身
の
研

多数の北大ブランド商品の販売

SDGsに貢献する発表会

究
テ
ー
マ
が
ど
の
よ
う
に
社
会
に
還
元

さ
れ
課
題
解
決
に
繋
が
る
の
か
」
に
つ

い
て
、
一
般
市
民
の
方
に
も
分
か
り
や

す
く
説
明
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、

展
示
し
ま
し
た
。
当
日
は
学
生
が
ポ
ス

タ
ー
の
横
に
立
ち
、
来
場
者
と
の
対
話

を
楽
し
む
姿
も
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

来
場
者
は
、〝
大
学
院
〟
を
よ
り
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
優
れ
た
ポ
ス

タ
ー
を
選
出
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
に
も

７
５
９
名
の
方
に
投
票
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
団

体
と
し
て
、
本
学
や
東
京
大
学
発
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
や
市
内
高
等
学

校
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
分
野
を
超
え
た

参
加
が
あ
り
、
幅
広
い
企
画
の
提
供
を

可
能
と
し
ま
し
た
。
申
し
込
み
開
始
か

ら
数
日
で
定
員
を
満
た
し
た
企
画
も
多

数
あ
り
、
参
加
者
か
ら
も
高
い
評
価
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
、
出
展
者
と

し
て
参
加
し
た
博
士
課
程
学
生
の
メ

デ
ィ
ア
掲
載
を
は
じ
め
、「
研
究
成
果

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
発
表
会
」
が

学
外
イ
ベ
ン
ト
へ
出
展
を
依
頼
さ
れ
る

な
ど
、
一
層
の
波
及
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
今
後
は
、
学
部
学
生
の
来
場
者

増
も
含
め
、
イ
ベ
ン
ト
の
更
な
る
活
性

化
を
目
指
し
、
次
年
度
以
降
の
継
続
開

催
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
学
務
部
学
務
企
画
課
大
学
院
教
育
改

革
推
進
室
）

寳⾦総長と
ボーデン獣医学部長

寳⾦総長と
プロボストのグラハム教授

締結式の様子

同
期
照
射
す
る
世
界
初
の
「
動
体
追
跡

Ｘ
線
治
療
装
置
」
を
産
学
連
携
で
開
発

し
ま
し
た
。

⒊ 
上
記
「
動
体
追
跡
Ｘ
線
治
療
装
置
」

を
活
用
し
た
国
際
共
同
研
究
を
推
進

し
、
腫
瘍
の
動
き
に
関
す
る
学
術
的
知

見
や
予
測
数
式
モ
デ
ル
を
一
般
公
開
す

る
こ
と
で
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
４
次
元
Ｘ

線
治
療
技
術
の
世
界
的
な
普
及
と
が
ん

治
療
成
績
の
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

⒋ 

動
く
臓
器
の
大
型
の
が
ん
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
動
体
追
跡
技
術
と
粒

子
線
治
療
技
術
と
を
融
合
し
た
「
小
型・

動
体
追
跡
・
ス
ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ン
型
陽

子
線
治
療
装
置
」
を
考
案
し
、
最
先
端

研
究
開
発
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
産
学

連
携
で
研
究
開
発
し
ま
し
た
。

⒌ 

医
理
工
連
携
・
産
学
官
連
携
・
多

施
設
共
同
臨
床
研
究
で
、
研
究
開
発
し

た
装
置
や
技
術
の
橋
渡
し
研
究
を
推
進

し
、
国
内
外
で
の
薬
機
承
認
、
保
険
収

載
、
国
際
標
準
化
を
先
導
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
リ
サ
ー
チ

フ
ロ
ン
ト
２
０
０
７
、
平
成
27
年
産
学
官

連
携
功
労
者
表
彰
文
部
科
学
大
臣
賞
、

平
成
29
年
恩
賜
発
明
賞
、
令
和
元
年
日

本
癌
学
会
学
術
賞
、
令
和
２
年
日
本
医

療
研
究
開
発
大
賞 

経
済
産
業
大
臣
賞
、

令
和
４
年
日
本
学
士
院
賞
な
ど
の
受
賞

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
放
射
線
治
療

の
医
療
現
場
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
、

早
く
か
ら
医
理
工
連
携
・
産
学
連
携
で

画
像
認
識
技
術
を
医
療
機
器
に
応
用
さ

れ
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
新
た
な
情
報

を
基
に
広
範
な
研
究
領
域
に
展
開
し
、

そ
れ
ぞ
れ
で
先
駆
的
な
成
果
を
挙
げ
ら

れ
、
そ
れ
ら
が
そ
の
後
の
放
射
線
医
理

工
学
や
最
先
端
放
射
線
治
療
技
術
の
基

盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
医
学
研
究
院
）

　

本
学
と
東
北
大
学
は
、
両
大
学
の
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
及
び
教
育
研
究
資
源
を

活
か
し
、
相
互
に
連
携
及
び
協
力
す
る

こ
と
で
、
有
為
な
人
材
の
育
成
や
教
育

の
充
実
、
研
究
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
１
月
17
日
（
水
）

に
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
学
と
東
北
大
学
は
こ
れ
ま
で
も
、

基
本
理
念
と
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
共
通

点
を
持
つ
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。
本
学

は
建
学
以
来
培
っ
て
き
た
四
つ
の
基
本

北
海
道
大
学
と
東
北
大
学
が
連
携
協
定
を
締
結

総
長
一
行
が
英
国
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
を
訪
問

北
海
道
大
学「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
」を
開
催
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イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
経
て
、
過
去
５
年
で

１
０
０
本
近
い
共
著
論
文
を
生
む
研
究

グ
ル
ー
プ
を
輩
出
し
た
強
固
な
連
携
関

係
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
か
ら
寳
金
総
⾧
、
農
学
研
究
院

の
岩
渕
和
則
教
授
・
総
⾧
補
佐
、
人
獣

共
通
感
染
症
国
際
共
同
研
究
所
の
鈴
木

定
彦
教
授
（
卓
越
教
授
）、
公
共
政
策

大
学
院
の
山
崎
幹
根
教
授
・
総
⾧
補

佐
、
秦
絵
里
国
際
部
⾧
、
国
際
連
携
機

構
の
植
村
妙
菜
学
術
専
門
職
の
６
名

は
、
既
存
連
携
先
で
あ
る
ギ
ア
リ
ー
公

共
政
策
研
究
所
、
社
会
政
策
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
・
社
会
正
義
学
院
、

獣
医
学
院
で
迎
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
こ

れ
ま
で
の
連
携
を
振
り
返
り
、
今
後
の

継
続
連
携
可
能
性
を
話
し
合

い
ま
し
た
。
公
共
政
策
に
お

い
て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等

高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
共

通
関
心
へ
の
探
求
可
能
性

が
、
獣
医
に
お
い
て
は
両
校
を
知
る
博

士
学
生
、
若
手
研
究
者
の
共
同
育
成

へ
の
期
待
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
Ｕ
Ｃ
Ｄ

が
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
ー

ビ
ス
校
（University of California, 

UCDavis, 

Ｕ
Ｃ
Ｄ
と
も
）
と
進
め
る

「UCD2 Transatlantic One Health 
Alliance

（
Ｕ
Ｃ
Ｄ
２
校
に
よ
る
大
西

洋
横
断
ワ
ン
ヘ
ル
ス
連
合
）」
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
21
日
に
は
、
オ
ー
ラ
・
フ
ィ
ー

リ
ー
学
⾧
、
ド
ロ
レ
ス
・
オ
リ
オ
ー
ダ

ン
国
際
連
携
担
当
副
学
⾧
、
シ
ョ
ー

ナ
・
ヒ
ュ
ー
ズ
国
際
部
⾧
他
、
本
学
に

も
ア
ポ
イ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ホ
ー
ル
医
学
名
誉
教
授
、
獣
医
学

院
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ゴ
ー
ド
ン
教

授
、
社
会
政
策
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
・

社
会
正
義
学
院
の
小
舘
尚
文
准
教
授
の

見
守
る
も
と
、
両
校
が
大
学
間
レ
ベ
ル

で
締
結
す
る
学
術
交
流
協
定
更
新
の
署

名
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
連
携
可

能
性
を
探
る
べ
く
、
医

学
院
の
パ
ト
リ
ッ
ク
・

マ
ロ
ン
教
授
（
微
生
物

疾
患
）、
農
学
・
食
品

科
学
院
の
フ
ラ
ン
ク
・

モ
ナ
ハ
ン
学
院
⾧
、
牧

草
飼
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
担
う
ヘ
レ
ン
・
シ
ェ

リ
ダ
ン
准
教
授
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
携
事
業

「
マ
ッ
ピ
ン
グ
・
グ

リ
ー
ン
・
ダ
ブ
リ
ン
」
を
取
り
ま
と
め

た
社
会
科
学
・
法
学
部
の
ニ
ー
ヴ
・

ム
ー
ア
・
チ
ェ
リ
ー
学
部
⾧
、
Ｕ
Ｃ
Ｄ

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
及
び
Ｕ
Ｃ
Ｄ
地
球

研
究
所
に
関
わ
る
、
情
報
科
学
院
の
エ

レ
ー
ニ
・
マ
ン
ギ
ナ
教
授
、
エ
マ
・
ソ

ケ
ル
教
授
・
物
理
学
科
⾧
、
Ｕ
Ｃ
Ｄ
食

と
健
康
の
研
究
所
を
立
ち
上
げ
た
ア
イ

フ
リ
ク
・
オ
サ
リ
ヴ
ァ
ン
教
授
と
の
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
、

国
立
検
査
機
関
と
な
っ
て
い
る
Ｕ
Ｃ
Ｄ

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ウ
イ
ル
ス
リ
フ
ァ
レ
ン

ス
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
（National Virus 

Reference Laboratory,N
VRL

）

と
試
験
的
病
原
体
宿
主
研
究
セ
ン
タ
ー

を
見
学
し
、
ま
た
、
丸
山
則
夫
駐
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
日
本
国
大
使
と
の
懇
談
を
経

て
、
１
日
半
の
訪
問
を
終
え
ま
し
た
。

５
月
に
は
Ｕ
Ｃ
Ｄ
か
ら
複
数
名
の
教
員

が
本
学
を
来
訪
予
定
で
す
。

（
国
際
連
携
機
構
）

北海道大学の近況

　

２
月
20
日
（
火
）・
21
日
（
水
）、
国

際
連
携
研
究
教
育
局
（GI-CoRE

）、

ワ
ク
チ
ン
研
究
開
発
拠
点（IVReD

）、

公
共
政
策
大
学
院
で
10
年
来
研
究
教
育

連
携
を
行
っ
て
き
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

国
立
大
学
ダ
ブ
リ
ン
校
（University 

College Dublin

、
以
下
「
Ｕ
Ｃ
Ｄ
」）

を
寳
金
清
博
総
⾧
一
行
が
訪
問
し
ま
し

た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
北
海
道
と
同
等

規
模
の
面
積
、
人
口
で
構
成
さ
れ
ま
す

が
、
Ｕ
Ｃ
Ｄ
は
同
国
に
お
い
て
学
生

数
で
も
研
究
論
文
数
で
も
最
大
規
模
を

誇
る
大
学
で
、
同
国
ト
ッ
プ
大
学
の

ダ
ブ
リ
ン
大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ

ジ
（
以
下
「
Ｔ
Ｃ
Ｄ
」）
と
は
研
究
強

化
・
人
材
育
成
の
住
み
分
け
を
行
い
、

獣
医
・
看
護
学
は
Ｕ
Ｃ

Ｄ
、
歯
学
・
薬
理
学
は

Ｔ
Ｃ
Ｄ
が
担
っ
て
い
ま

す
。
本
学
で
は
、
公
共

政
策
の
学
生
派
遣
を
行

う
「
シ
ャ
ム
ロ
ッ
ク
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
公
共

政
策
大
学
院
と
国
際

感
染
症
学
院
で
２
度
共

同
採
択
さ
れ
て
い
る
Ｅ

Ｕ
助
成
金
事
業
「
エ
ラ

ス
ム
ス
＋
」
に
よ
る
人

的
交
流
、GI-CoRE

及

びIVReD

で
の
Ｕ
Ｃ

Ｄ
教
員
の
ク
ロ
ス
ア
ポ

UCD執行部及び関係者と

丸山駐アイルランド日本国大使と

寳⾦総長とフィーリー学長

獣医での打ち合わせ丸

総
長
一
行
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
立
大
学
ダ
ブ
リ
ン
校
を
訪
問

写真集のご紹介

さ
ん
は
１
９
４
５
年
夏
、
満
州
の
新
京

一
中
か
ら
学
徒
動
員
さ
れ
シ
ベ
リ
ア
に

送
ら
れ
た
直
後
に
終
戦
を
迎
え
た
『
ソ

満
国
境
15
歳
の
夏
』
の
著
者
・
田
原
和

夫
氏
の
同
僚
１
３
０
名
の
ひ
と
り
で
、

ソ
連
兵
に
所
持
品
を
根
こ
そ
ぎ
略
奪
さ

れ
命
か
ら
が
ら
新
京
に
戻
っ
た
後
、
郷

里
の
静
岡
県
興
津
に
帰
国
、
一
度
は
静

岡
大
学
に
籍
を
置
い
た
が
大
き
な
夢
を

抱
い
て
北
大
に
学
び
直
し
た
。
青
森
駅

ホ
ー
ム
に
残
る
雪
を
踏
み
し
め
て
駐
留

米
兵
専
用
の
青
函
連
絡
船
に
乗
り
換
え

函
館
を
経
由
し

て
札
幌
駅
に
た

ど
り
着
き
、
駅

前
旅
館
の
札
幌

館
で
北
の
大
地

の
一
歩
を
歩
み
始

め
た
。

　

こ
の
写
真
集
の
副
題
は
「
北
大
生
か

ら
見
た
１
９
５
０
年
代
の
札
幌
の
原
風

景
」。
掲
載
さ
れ
て
い
る
北
大
や
札
幌
の

写
真
を
提
供
し
た
Ｍ
さ
ん
は
恵
迪
寮
に

在
籍
し
、
法
経
学
部
で
山
口
和
雄
教
授

の
日
本
近
代
経
済
学
を
学
ん
だ
方
。
Ｍ

　

父
親
は
満
州
ハ
ル
ピ
ン
で
公
職
に

あ
っ
た
背
景
も
あ
り
、
当
時
高
級

品
の
ニ
コ
ン
Ｓ
３
で
写
真
を
撮
り
始

め
た
。
そ
の
数
は
15
万
カ
ッ
ト
に
及

び
、
そ
の
中
か
ら
６
０
０
０
カ
ッ
ト

を
「DIARIAL SNAPSHOTS
」
と

し
て
自
費
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を

見
た
恵
迪
寮
同
室
の
元
筑
波
大
学
副

学
⾧
の
内
藤
裕
史
氏
は
歴
史
的
資
料

だ
と
し
て
絶
賛
し
、
そ
の
中
か
ら
北

大
キ
ャ
ン
パ
ス
、
札
幌
市
内
の
主
な

シ
ョ
ッ
ト
を
纏
め
た
の
が
こ
の
冊
子

で
あ
る
。
こ
の
写
真
集
に
は
当
時
の

札
幌
駅
前
、
駅
前
通
り
、
北
一
条
通

り
、
大
通
り
な
ど
の
市
内
風
景
、
北

大
キ
ャ
ン
パ
ス
を
闊
歩
す
る
角
帽
学

生
、
未
だ
小
木
だ
っ
た
北
12
条
通
り

の
銀
杏
並
木
、
農
学
部
講
堂
屋
上
か

ら
の
ポ
ブ
ラ
並
木
、
低
温
科
学
研
究

所
、
中
央
講
堂
な
ど
が
収
載
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
後
大
変
貌
を
遂
げ
た
現

在
の
情
景
と
対
比
し
て
お
楽
し
み
い

た
だ
け
る
。

　

写
真
集
は
国
立
国
会
図
書
館
、

北
大
附
属
図
書
館
等
に

収
蔵
さ
れ
て
お
り
閲
覧

可
能
で
す
が
、
北
大
東

京
同
窓
会
事
務
局
（
サ

ピ
ア
タ
ワ
ー
10
階
、
03
・

３
２
１
１・９
２
１
１
）
に

て
無
料
で
入
手
可
能
（
残

部
僅
少
）
で
す
。

北海道大学
夢風景

北大生から見た1950年代の札幌の原風景

北海道大学  夢風景
発行日／平成30年10月
編集・著者／川原幸則
レイアウト・印刷／（有）アングル

札幌駅前通り

1954

1955

1953

1990

旧札幌農学校図書館

時計台（旧札幌農学校演舞場）
恵迪寮

旧工学部正面

事務局からのお知らせ
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◦主催／クラーク遺徳顕彰・墓参委員会
◦期日／10月13日（日）、10:30集合
◦集合場所／多摩霊園正門 松乃家石材店
◦費用／なし（お花は事務局で用意）
◦持ち物／軍手、出来たら園芸用根切り、シャベル
　　　　（移植ゴテ：墓地の草取り用）、ダスター

【連絡先】 浅田清（Ｈ１歯）
TEL 080-8452-7451  メール asadashika@yahoo.co.jp
※参加希望の方は、準備の都合上9月30日（月）までにご一報下さい。

2023年10月

懇
親
会
開
催
の
ご
案
内

第43回 北楡会総会・
日時：令和6年11月15日（金）18時受付
　　　18時半：総会・講演会
　　　19時半：懇親会
会場：ホテルリステル新宿
会費：6,000円（予定）
　　　（総会・講演会のみの出席者無料、70歳以上　
　　　 ・学部卒業後10年以内の方・女性は4,000円）

北楡会Webページはこちらから ▶︎

お問い合わせメール
hokudai-hokuyukai@googlegroups.com

◆新年交礼会

◆事務局スタッフ募集
日時：令和7年1月17日（⾦） 18時受付予定

詳細は9月末までに事務局にお問い合わせ
ください。 E-mail：hokudaic＠poppy.ocn.ne.jp

事務局からのお知らせ

62

イラストⒸ髙野葵（H25環境科学院）
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■
20
年
ぶ
り
に
新
札
が
発
行
さ
れ
た
。

５
千
円
札
に
描
か
れ
た
札
幌
農
学
校
の

偉
人
、
新
渡
戸
稲
造
の
肖
像
を
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

だ
ん
だ
ん
見
か
け
な
く
な
る
の
は
俄
か

に
惜
し
い
気
持
ち
に
な
る
。
一
方
札
幌

の
Ｔ
Ｖ
で
は
北
大
ジ
ン
パ
の
ギ
ネ
ス
挑

戦
や
映
画
・
新
渡
戸
の
夢
が
ニ
ュ
ー
ス

に
な
っ
て
話
題
だ
っ
た
そ
う
だ
。
今
度

は
全
国
版
に
出
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　

北
大
ジ
ン
パ
の
記
事
の
ほ
か
、
思
い

が
詰
ま
っ
た
寄
稿
文
に
は
夫
々
の
気
概

を
感
じ
、
ま
た
古
い
昔
の
北
大
を
伝
え

る
記
事
も
趣
深
い
。am

bitious

溢
れ

る
寄
稿
に
感
謝
し
た
い
。

　

１
９
５
２
年
の
春
、
植
物
形
態
学

教
室
に
、
ク
ロ
マ
ツ
、
ア
カ
マ
ツ
の

花
粉
を
送
っ
て
貰
え
な
い
か
と
い

う
依
頼
が
ス
エ
ー
デ
ン
の
Ｂ 

・
リ

ン
キ
ス
ト
博
士
（B.Lindquist

）
か

ら
届
き
ま
し
た
。「
仙
台
の
東
北
大

学
構
内
に
は
両
者
揃
っ
て
い
る
だ

ろ
う
か
ら
、
花
あ
る
枝
を
貰
っ
て
き

て
」
と
主
任
教
授
の
お
達
し
で
す
。

早
速
仙
台
に
出
向
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

大
学
構
内
で
、
所
期
の
目
的
を
果

た
す
と
後
は
自
由
時
問
。
広
瀬
川
を

渡
っ
て
霊
屋
（
お
た
ま
や
）
に
行
っ

て
み
ま
す
。
瑞
鳳
寺
あ
た
り
の
土
手

に
何
や
ら
の
優
し
い
芽
生
え
が
目

に
止
ま
り
ま
し
た
。
あ
れ
こ
れ
考

え
た
っ
て
解
り
ま
せ
ん
。
札
幌
へ

ち
ょ
っ
と
地
下
茎
を
頂
い
て
と
い

う
具
合
に
な
り
ま
し
た
。
持
ち
帰
っ

た
株
は
当
然
理
学
部
の

実
験
畑
へ
。翌
年
に
な
っ

て
花
が
咲
き
ま
し
た
。

あ
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
胸

の
斑
点
を
散
ら
し
た
よ

う
な
味
わ
い
の
あ
る
花

が
咲
い
た
の
で
す
。
成

程
こ
の
花
の
名
も
鳥
と

同
じ
く
ホ
ト
ト
ギ
ス
で

し
た
。
そ
の
株
は
二
度
ほ
ど
家
移
り

し
、
や
っ
と
江
別
の
庭
に
安
息
の
地

を
見
つ
け
た
よ
う
で
す
。

　

北
海
道
に
は
本
来
二
つ
の
ホ
ト
ト

ギ
ス
が
生
育
し
て
お
り
ま
す
。
ハ
ゴ

ロ
モ
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
ヤ
マ
ジ
ノ
ホ
ト

ト
ギ
ス
で
す
。
ハ
ゴ
ロ
モ
ホ
ト
ト
ギ

ス
は
大
雪
山
の
忠
別
川
天
人
峡
付
近

で
み
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
１
９
４
８

年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
翌
年
、
植

物
研
究
雑
誌
24
巻
（
１
９
４
９
年
）

に
天
人
峡
を
代
表
す
る
羽
衣
の
滝

の
名
を
借
り
て
「
ハ
ゴ
ロ
モ
ホ
ト
ト

ギ
ス
」
と
の
名
を
舘
脇
操
先
生
か
ら

も
ら
っ
た
の
で
す
。
学
名
に
は
牧
野

富
太
郎
先
生
の
米
寿
の
祝
い
に
と

Tricyrtis M
akinoana

の
名
を
献

じ
た
の
で
す
。

　

時
が
過
ぎ
る
と
、
タ
マ
ガ
ワ
ホ
ト

ト
ギ
ス
の
変
種
に
さ
れ
た
り
し
て

お
り
ま
す
が
、
天
人
峡
あ
た
り
で
し

か
見
ら
れ
な
い
種
で
す
か
ら
、
ハ
ゴ

ロ
モ
ホ
ト
ト
ギ
ス
で
い
い
の
で
は

と
、
独
り
善
が
り
し
て
い
ま
す
。

　

採
集
さ
れ
た
株
は
植
物
園
に
移

植
さ
れ
、
一
部
は
理
学
部
実
験
畑

へ
、
さ
ら
に
豊
平
に
あ
っ
た
林
業
試

験
場
へ
、
そ
し
て
江
別
へ
と
居
が
移

る
の
で
す
が
皆
消
え
ま
し
た
。
し
か

し
埋
蔵
種
子
か
ら
発
芽
し
た
ら
し

い
子
孫
が
、
豊
平
の
我
が
家
で
元
気

を
取
り
戻
し
て
お
り
ま
す
。
幸
い
あ

れ
！ 

そ
ん
な
気
分
で
す
。

（
昭
25
理
・
植
）

絵
と
文
　
鮫
島
　
惇
一
郎

（
島
田
久
）

ハ
ゴ
ロ
モ
ホ
ト
ト
ギ
ス

発行所：北海道大学東京同窓会
〒100‒0005 東京都千代田区丸の内1‒7‒12
　　　　　　サピアタワー10階
　103‒3211‒9211 503‒3211‒9288

北海道大学
東京同窓会会報

第65号　2024年（令和6年）8月20日発行

Eメール
H　  P
発行人
編集人

hokudaic＠poppy.ocn.ne.jp
http://www.hokudai-tokyo.org/
横田 　浩
髙橋 　寛　島田 　久　髙野 　葵　浦崎 稔史
山本 淳博　八谷 俊雄　青山 千穂　谷畑 敦史
陣谷 義直　


